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農学部学士課程
東北大学農学部では、次に掲げる目標を達成した学生に学

士の学位を授与する。①食料・健康・環境に関する広範な知識
と技術を理解・習得し、豊かな農学的思考と教養に基づく幅広

い視野を持ち、社会に貢献できる能力を有している②グローバル
社会において、指導的・中核的役割を果たす自覚と展望を持つ
とともに、そのための基礎能力を備えている

大学院農学研究科博士課程　前期2年の課程
東北大学大学院農学研究科では、次に掲げる目標を達成した

学生に修士の学位を授与する。①食料・健康・環境に関する高
度な専門的知識と学識を備え、バイオサイエンス、バイオテクノロジー
などの先端技術を活用し、専攻分野において独創的な農学研究

を行う能力を有している②社会的及び学問的ニーズを踏まえつ
つ常に高い目的意識と責任をもって、社会の発展に貢献すること
ができる③新しい生物産業の創成を国際的な視野から発信でき
る

大学院農学研究科博士課程　後期3年の課程
博士課程後期3年の課程では、農学に関連する幅広い学術

研究機関の研究者、各種農学関連団体や民間企業の研究者・
高度専門職業人として活躍できる人の養成を目指しています。
このため、次に掲げる目標を達成した学生に博士の学位を授与
します。①食料、健康、環境に関する高度な専門的知識と学識
を備え、バイオサイエンス、バイオテクノロジーなどの先端技術を

活用でき、専攻分野において自立して独創的な農学研究を行う
卓越した能力を有している。②社会的及び学問的ニーズを踏ま
えつつ、常に高い目的意識と責任をもって、社会の発展に貢献
することができる。③国際的視野と高度なコミュニケーション能
力を有し、新しい農林水産業及び生物産業の創成を世界的水
準で先導的に推進できる。

農学部学士課程
東北大学農学部では、ディプロマ・ポリシーで示した目標を学

生が達成できるよう、以下の方針に基づき教育課程を編成・実施
します。
1. 教育課程の編成の方針

①人類の生存基盤である食料、健康、環境に関する基盤的
知識を習得させる専門教育科目と幅広い知識や素養を育
成する全学教育科目を有機的に連関させたカリキュラムを
提供します。

②自律的・能動的な学習能力と国際的視野を持って活躍でき
る能力を育成するための、実践的な実習および研究遂行カ
リキュラムを提供します。

③シラバスに基づく授業、厳格な学修成果・成績評価、自己
評価、授業評価アンケートのサイクルを教育改善に活用し
ます。

2. 教育・学習方法に関する方針
①生物の本質を究明する独創的かつ萌芽的な基礎研究を推

進し、それを発展させるための実習、卒業研修を設定します。

②グローバル社会において、指導的・中核的役割を果たす学
生を育成するために、英語教育および留学生との共修授業
を行います。

③卒業時に到達すべき学習目標を各自が設定できるように、
履修内容を明記したシラバスを提供し、各科目の関係を可
視化したカリキュラムマップを策定します。

④教育方法の開発と教育システムの整備を不断に進めます。
3. 学修成果の評価の方針

①各科目の成績評価は、出席状況、定期試験及びレポート
等のシラバスに記載の成績評価方法により、学生便覧に
記載の到達度を確認できる成績評価区分に基づいて成績
を評価します。

②実習、卒業研修は、農学の理解を促進させる実践型教育
を通じて、学生の自律的・能動的学習力を育成・評価し、卒
業論文では、これまでの学習で培った専門分野の知識と研
究能力及び自身の研究内容を説明できる能力を評価します。
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Diplom
a Policy

.BTUFS`T CPVSTF 	.S

The Graduate School of Agriculture Science at Tohoku 
6niversity confers a Master Degree upon students who have 
achieved the following objectives.
1. Acquired a high level of knowledge and expertise 

concerning food, health and the environment, using 
appropriate advanced technologies in bioscience and 
biotechnology, and to have the ability to accomplish 

agricultural research projects creatively.
2. Contributed to social development with a high sense of 

purpose and responsibility based on social and academic 
needs.

3. Contributed to the creation of future bioindustries with a 
global perspective.

DPDUPSBM CPVSTF 	DC

During this three-year program, we aim to mold students 
into capable educated professionals who will play active 
and important roles in a wide range of academic research 
institutes related to agriculture, within private companies, or
as local and national government employees. For this reason, 
a doctoral degree will be awarded to students who have 
achieved the following objectives:
1 A demonstrated knowledge of the fundamental and 

specialized fields of food, health and the environment, 
competency with cutting-edge technologies in the fields of 

bioscience and biotechnology, and the ability to carry out 
original independent agricultural research in a chosen field 
of agriculture.

2 A demonstrated ability to contribute to the development 
of society with a high sense of purpose and responsibility, 
while considering social and academic needs.

3 A demonstrated international perspective and advanced 
communication skills to lead in the new development of the 
agricultural industry and novel bioindustry tools on a global 
level.

FBDVMUZ 	UOEFSHSBEVBUF DPVSTF� UG

The Faculty of Agriculture at Tohoku 6niversity confers a 
Bachelor’s Degree upon students who have achieved the 
following objectives.
1. Acquired a broad range of knowledge and techniques 

concerning food, health, and the environment, with rich 

senses of culture and agricultural thinking, and to have the 
ability to contribute to social development.

2. Acquired the consciousness and foresight to play leading 
and core roles in the present global community.

FBDVMUZ 	UOEFSHSBEVBUF DPVSTF� UG

The curriculum will be organized and implemented based 
on the following policies so that students can achieve the 
mandatory objective indicated in the Diploma Policy.
1. Policy on curriculum organization

（1） The curriculum effectively combines specialized 
educational subjects on the fundamentals of food, health, 
and the environment r the foundations of human survival 
r and university-wide educational subjects to cultivate a 
wide range of knowledge and a solid background.

（2） The practical training curriculum serves to cultivate 
students to play an active role conducting independent 
research from an international perspective.

（3） The curriculum is evaluated based on regular 
questionnaires related to lecture contents in the syllabus, 
strict learning outcomes and grade evaluation, self-
evaluation, and lecture content evaluation for curriculum 
improvement.

2. Policy on education and pedagogy
（1） We promote original and innovative basic research to 

understand living organisms, and provide practical and 
graduation training, as well as guidance on project 
development.

（2） We provide English education and classes shared with 

international students in order to cultivate students who 
will play a leading and core role in the global society.

（3） We provide a syllabus that clearly outlines course 
contents and formulate a curriculum map that visualizes 
the relationship between each subject, so students 
can achieve the required learning goals by the time of 
graduation.

（4） We continue to develop new educational methods and 
systems.

3. Policy to evaluate learning outcomes
（1） Evaluation of individual grades is conducted according 

to the grade evaluation methods stated in the syllabus in 
the student handbook, which include regular attendance, 
examination, and report submission.

（2） Practical training and graduation research foster 
students’ autonomy and validate their active learning 
abilities through practical education promoting a broad 
understanding of agriculture. The graduation thesis serves 
to evaluates each student’s knowledge and research 
ability in the specialized field cultivated during the study, 
and the ability to comprehensively explain one’s own 
research.

Curriculum
 Policy
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研
究
目
標

ʓ先端農学の知識を基礎にして、食料・健康・環境問題に関す
る基盤研究を推進すると共に、「生物で産業を興す」ための
応用研究を展開して、生物産業科学に関する国際的学術拠
点つくりを進める。

ʓ農林水産や食資源の多面的な価値と機能を最大限に活用す
る食・資源生物生産システムを創り出す目的で、ҟ分野融合
による学際的先端研究を推進する。

ʓバイオサイエンス、バイオテクノロジーに関する高度な知識と

技術を活用し、高い倫理性に基づいた応用生命科学と生物
産業創成に向けた先進的な農学研究拠点を目指す。

ʓ研究成果を社会に有効に還元できるシステムの整備を進める。
ʓ附属複合生態フィールド教育研究センターと連携して、個々

の生態系とともに、空域、流域、人間生活域に至る複合生態
フィールドの環境に調和した生物生産システムの基礎的研究
を進める。

大学院農学研究科博士課程　前期2年の課程
ディプロマ・ポリシーで示した目標を学生が達成できるよう、以

下の方針に基づき教育課程を編成・実施します。
1．教育課程の編成の方針

食料、健康及び環境に関する幅広い専門的知識と学識を
備え、独創的な農学研究を行う能力を養うための基盤科目、そ
して農学全般及び関連領域を含める総合基礎科目を置きま
す。さらに、社会的課題解決と社会実装を目指す研究科共
通科目として新たに先端農学実践科目と学術実践活動科目
を置きます。また、高度な専門知識とバイオサイエンス・バイオ
テクノロジーなどの先端技術を学ぶ専門科目を提供し、論文
作成等に係る研究指導体制を整備し、専攻分野に関する深
い知識と高い研究能力を獲得する修士論文研修を置きます。
そのため、研究遂行に求められる高い目的意識を育てる機会
と、自然との生産環境、安全性、生命倫理に根ざした幅広い
農学に関する実践的な教育の場を提供します。

2．教育課程における教育・学習方法に関する方針
基盤科目では、研究科共通の必修科目として、生命に携わ

る科学技術者の倫理観を学ぶ「生命圏倫理学」と、自校教
育と研究・進学の勧めをテーマに学生の躍動的な本学への帰
属意識と研究に対する好奇心を育む「大学院農学研究科で
学ぶ」の2科目を置きます。

総合基礎科目では、専攻・研究科をまたいで複数教員で担

当する総合講義や合同講義を開講し、担当教員の専門分野
を含む最先端領域の教育を幅広く行います。

先端農学実践科目では、国際競争力のある農林水産業の
実現に向けてAIやIoT技術、最新のエネルギー関連技術を
包含する農業のスマート化が求められているといった新たな社
会課題に対応するために、農工連携型の実践的カリキュラム
をはじめ、社会課題対応型科目を提供します。

学術実践活動科目では、英語力の向上を目指し、ネイティ
ブスピーカーの教員による「実践科学英語」と、国際的視野
から研究発信の基礎を学ぶ「国際活動実習」及び「インター
ンシップ実習」を開講します。

専門科目では、各専攻で養成する人材像に応じて農学の
学問体系に即した高度な専門科目を配置します。

研修科目では、「修士論文研修」を置き、所属分野と基幹
講座内の複数教員による先端領域指導を行い、学生の研究
推進能力を俯瞰的かつ緻密に養成します。

3．学修成果の評価の方針
学修成果の評価基準を明示するとともに、修士論文につい

ては、「学位論文評価基準」に基づき、社会的・学術的な意義、
新規性・創造性及び応用的価値、論理展開の整合性、研究
推進能力、広範な専門知識及び倫理性を論文審査及び最終
試験により、総合的に評価します。

大学院農学研究科博士課程　後期3年の課程
博士課程後期3年の課程では、ディプロマ・ポリシーで示した

目標を学生が達成できるよう、以下の方針に基づき教育課程を
編成・実施します。
1．教育課程の編成の方針

世界的水準での博士論文作成ができるよう、論文作成等
に係る研究指導体制を整備し、食料、健康、環境に関する高
度な専門的知識と高い研究技能の獲得を促進します。また、
研究遂行に求められる高い目的意識とリーダーシップを育てる
機会と最先端の国際的な研究成果を学ぶ場を提供します。さ
らに、「基幹講座研修」において、研究の中間審査を行い, 
教員や関連する研究者との討論を通して自らの研究を発展さ
せ、自立して世界的水準で独創的な研究を進めるための指導
を行います。

2．教育課程における教育・学習方法に関する方針基盤科目で
は、必修科目として、自立して成熟した研究倫理を持つための

「研究倫理学」を置きます。
総合基礎科目では、専攻・研究科をまたいで複数教員で担

当する総合講義や合同講義を開講し、担当教員の専門分野
を含む最先端領域の教育を幅広く行います。

先端農学実践科目では、国際競争力のある農林水産業の
実現に向けてAIやIoT技術、最新のエネルギー関連技術を

包含する農業のスマート化が求められているといった新たな社
会課題に対応するために、農工連携型の実践的カリキュラム
をはじめ、社会課題対応型科目を提供します。

学術実践活動科目では、英語力の向上を目指し、ネイティ
ブスピーカーの教員による「実践科学英語」と、国際的視野
から研究発信の基礎を学ぶ「国際活動実習」及び「インター
ンシップ実習」を開講します。

専門科目では、各専攻で養成する人材像に応じて農学の
学問体系に即した高度な専門科目を配置します。

研修科目では、学問体系を基本に再編された基幹講座で
担当する「基幹講座研修」を開設し、講座内の複数の研究
室の教員により、組織的な論文指導を行う。また、自立して独
創的な論文研究を行う基礎力を養うための「博士論文研修」
を置きます。

3．学修成果の評価の方針
学修成果の評価基準を明示するとともに、博士論文につい

ては、提出時に基礎となる公表論文を必須とするとともに、「学
位論文評価基準」に基づき、社会的・学術的な意義、新規性・
創造性及び応用的価値、論理展開の整合性、研究推進能
力、広範な専門知識及び倫理性を論文審査及び最終試験
により、総合的に評価します。
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Curriculum
 Policy

Research
.BTUFS`T CPVSTF 	.S

The curriculum will be structured and implemented based 
on the following policies, so that students can achieve the 
mandatory objectives indicated in the Diploma Policy.
1. Preparation and implementation

The curriculum offers a wide range of specialized and 
academic subjects related to food, health, and the 
environment through both basic and comprehensive 
subjects such as general agricultural science and 
related fields, to cultivate the ability to carry out original 
agricultural research. Additionally, advanced agricultural 
courses providing practical training and academic activities 
will be established as common courses for the graduate 
school to provide experiences for real-life problem solving 
and social implementation. Furthermore, we offer a 
wide range of specialized subjects related to advanced 
technologies, including bioscience and biotechnology, a 
research guidance system related to thesis writing, and 
other guidance, while fostering deep understanding and 
high research competency in each field of specialization. 
Overall, we provide an opportunity to foster a high sense 
of purpose required to conduct research, and a secure 
place to receive practical education on a wide range of 
agricultural fields rooted in the environment, safety, and 
bioethics.

2. Policies on education and pedagogy
With the aim of encouraging and supporting students to 
continue onto higher education, we have established two 
core courses for all graduate students at our university: 
“Global Bioethics” to promote understanding of the ethics 
of science and technology related to life, and　A Guide to 
Studying at the Graduate School of Agricultural Science 
”to foster a dynamic sense of belonging and a curiosity 
about research. General subjects offered include both 
regular and joint lectures from multiple faculty members 
across different disciplines and graduate schools, providing 
a wide range of educational topics on cutting-edge 

research in the respective field of expertise of each faculty 
member.
For advanced agriculture practical credit, in order to 
respond to new social issues, such as the need for “smart 
agriculture” which relies on AI （Artificial Intelligence）, 
IoT （Internet of Things）, and the latest energy-related 
technologies for the realization of internationally 
competitive agriculture, forestry and fisheries industries, we 
provide courses based on societal issues, implementing a 
practical curriculum with cross-over between agriculture 
and industry.
For academic practical credit, with the aim of fostering 
English proficiency, we offer "Practical Scientific English" 
taught by native English speakers, "International activity 
training" and "Internship training" to learn the basics of 
research dissemination from an international perspective.
For specialized subjects, advanced specialized courses 
will be assigned according to the relevant area of 
Agricultural science based on the makeup of those being 
trained in each major.
For practical training credit, " Principles of Master's Thesis 
and Research Advancement " will provide students with 
guidance from multiple faculty members of specialized 
and core courses, effectively cultivating student research 
promotion abilities with a clear perspective.

3. Evaluation policy of learning outcomes
In addition to meeting the evaluation criteria for academic 
achievement, each master's thesis will be evaluated 
based on whether it meets the following "Master’s 
thesis evaluation criteria": social/academic significance, 
novelty/creativity and applied value, consistency of 
logical development, and research promotion ability. A 
comprehensive evaluation of a wide range of expertise and 
ethics will be conducted as part of the thesis review and 
final examination.

DPDUPSBM CPVSTF 	DC

The curriculum will be organized and implemented based 
on the following policies so that students can achieve the 
mandatory objective indicated in the Diploma Policy.
1. Curriculum organization policy

A research guidance system will be established for 
dissertation writing （and related efforts） to ensure 
that doctoral dissertations are written at a global level 
and promote the acquisition of advanced specialized 
knowledge and research skills related to food, health, 
and the environment. The guidance system also provides 
an opportunity to foster a high sense of purpose and 
leadership required for conducting research, and 
opportunities to achieve cutting-edge research findings. 
In addition, for " Principles of Doctoral Research 
Advancement", a mid-term research evaluation will be 
conducted on the progress of student research projects 
developed through discussions with faculty members and 
collaborating researchers, and guidance will be provided to 
help students promote original research on a global level.

2. Policies on education and pedagogy
We have established “Research Ethics”as a compulsory 
subject in order to promote independent and responsible 
research ethics.
General subjects offered include both regular and joint 
lectures from multiple faculty members across different 
disciplines and graduate schools, providing a wide range 
of educational topics on cutting-edge research in the field 
of expertise of each respective faculty member.
For advanced agriculture practical credit, in order to 
respond to new social issues, such as the need for “smart 
agriculture”, which relies on AI （Artificial Intelligence）, 
IoT （Internet of Things）, and the latest energy-related 
technologies for the realization of internationally 

competitive agriculture, forestry and fisheries industries, we 
provide courses based on societal issues, implementing a 
practical curriculum with cross-over between agriculture 
and industry.
For academic practical credit, with the aim of fostering 
English proficiency, we offer " Scientific English in 
Action" taught by native English speakers, "Training for 
International Practicals" and "Internship training " to gain 
understanding of the basics of research dissemination from 
an international perspective.
For specialized subjects, advanced specialized courses 
will be assigned according to relevant area of Agricultural 
science based on the makeup of those being trained in 
each major.
For practical training credit, " Principles of Doctoral 
Research Advancement" will provide systematic 
dissertation guidance by faculty members from multiple 
laboratories within the course. In addition, " Principles 
of Doctoral Dissertation Advancement" will cultivate the 
basic ability of students to conduct original, independent 
dissertation research.

3. Evaluation policy of learning outcomes
In addition to meeting the evaluation criteria for academic 
achievement, doctoral dissertation submission criteria 
include a public defense. Additionally, each dissertation 
will be evaluated based on whether it meets the following 
"Dissertation evaluation criteria": social/academic 
significance, novelty/creativity, applied value, consistency 
of logical development, and research promotion ability. A 
comprehensive evaluation of a wide range of expertise and 
ethics will be conducted as part of the dissertation review 
and final examination.

ʓWe support basic research on food, health and 
environmental issues, and develop research applications 
to "promote industry with living things" based on the 
knowledge of advanced agriculture, toward the creation 
of an international academic center on biological industry 

（bio-industry） science.
ʓWe promote interdisciplinary leading-edge research 

with the aim of creating a food and resource biological 
production system that makes the most of the multifaceted 
functions and diversified values of agriculture, forestry and 
fisheries, and food resources.

ʓWe strive to create an ethically grounded advanced 

agricultural research center utilizing in-depth knowledge 
related to bioscience and biotechnology with applications 
in the applied sciences and biological industries.

ʓWe promote the development of a system that effectively 
gives back to society through research findings and 
practical applications.

ʓWe will advance basic research on environmentally 
conscious biological production systems in collaboration 
with the Center for Education and Research of Complex 
Ecological Fields,　focusing on individual and complex 
ecosystems such as the air we breathe, watersheds, and 
human-inhabited areas （social-ecological interfaces）.
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東北大学農学研究科・農学部では、東北大学の建学の理念「研究第一（Research First）」「門戸開放（Open Door）」「実学尊重
（Practice-oriented Research）」に基づき、人類が生きていくための「食料（Food）」「健康（Health）」「環境（Environment）」を課
題に取り組む生物の産業科学に関する教育と研究を行なっています。農学は、自然との共生をはかり、人類の生存にとって必須
の食を含む多様な生物マテリアルの生産およびその修飾や変換を探求する学問です。地球規模で様々な課題が山積する今日、
農学が日本と世界に果たすべき役割は極めて大きくなっています。

農学が抱える社会的課題は、国内では人口減少と少子高齢化に伴い農業従事者の減少や高齢化が進行し弱体化しつつある
農林水産業・食品バイオテクノロジー産業の成長戦略から食料の安定供給体制を構築することです。世界では、やがて迎える
100億人の人類生存のための食料生産確保と100歳まで健康で元気に生きられる社会の実現が求められており、それを支える
地球規模での環境保全・自然共生があげられます。さらに、人類の開発活動激化による地球温暖化とそれに伴う環境変化や自然
災害への対応も農学に直結し、解決すべき重要な課題です。これらの課題解決に向け、農学研究科・農学部では、「食料」・「健康」・

「環境」に関わる高度な基盤研究を推進し、「生物で新たな産業を創成する」ための応用開発研究を展開し、生物産業科学に関
する国際的な学術研究拠点の形成を進めています。

大学院構成は、2022年度より、農林水産業分野の「生物生産科学専攻」とバイオテクノロジー分野の「農芸化学専攻」の2専攻を柱
とする新たな大学院組織に再編し、「生物生産科学専攻」に4講座（植物生命科学講座、動物生命科学講座、水圏生産科学講座、農業
経済学講座）を、「農芸化学専攻」に2講座（生物化学講座、食品天然物化学講座）をそれぞれ配置しています。学部構成は、「生物生産
科学科」と「応用生物化学科」の2学科に「植物生命科学コース」「農業経済学コース」「動物生命科学コース」「海洋生物科学コース」「生
物化学コース」「生命化学コース」の6コースを配置しています。また当研究科には附属の4センターが設置されております。川渡と女川
をフィールド拠点とする「複合生態フィールド教育研究センター」には、日本の国立大学としては最大規模の実験農場（東北大学の全
敷地の85％を占める）を有しており、隣接する国公立の試験研究機関との共同研究ネットワークを形成し、幅広い複合生態フィールド
の教育研究を展開しています。また、専攻・コース横断的に学内外の研究機関とも共同で学際研究教育を推進する「食と農免疫国際
教育研究センター（CFAI）」、「次世代食産業創造センター（ICAF）」、「放射光生命農学センター（A-Sync）」が設置されており、これらのセ
ンターによる幅広い融合研究領域において、農学に関わる分子・遺伝子レベルの生命現象の基礎科学から産業の現場に至る応用科
学までの幅広い教育・研究を行うとともに、豊富な融合研究のシーズを発掘し、産学官連携や海外国際連携を組織的に進めています。

仙台市地下鉄の青葉山駅南口を出ると、キャンパスモール正面に農学研究科・農学部の総合研究棟があり、隣接して講義棟・
図書館・厚生施設が一体となった青葉山コモンズが並んでいます。青葉山地区では、理学・薬学・工学の理系研究科・学部および
研究所と共に、総合大学東北大学の高度な教育研究を牽引しています。緑豊かで自然に囲まれた青葉山新キャンパスに、高い
志を持った国内外の若人が集い、本研究科・学部構成員と共に、農学が抱える社会的課題の解決に向けた自由な発想と挑戦的
研究が展開できる環境を提供できるよう最大限に努力していきます。

青葉山新キャンパスにおける発展：

「食料」「健康」「環境」を課題とする

生物産業科学への招待

%FWFMPQNFOUT�PO�UIF�/FX�"PCBZBNB�$BNQVT��"O�*OWJUBUJPO�UP�
$POEVDU�-FBEJOH�3FTFBSDI�PO�'PPE�)FBMUI�BOE�UIF�&OWJSPONFOU�

͡Ίʹ

౦େֶେֶӃ
ֶڀݚՊɾֶ෦

ᖒɹय़थ
)BSVLJ�,*5";"8"
%FBO�(SBEVBUF�4DIPPM�PG�"HSJDVMUVSBM�4DJFODF
BOE�'BDVMUZ�PG�"HSJDVMUVSF
5PIPLV�6OJWFSTJUZ
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5IF�(SBEVBUF�4DIPPM�PG�"HSJDVMUVSBM�4DJFODF/'BDVMUZ�PG�"HSJDVMUVSF�5PIPLV�6OJWFSTJUZ�TFSWFT�UP�FOIBODF�FEVDBUJPO�BOE�SFTFBSDI�JO�
JOEVTUSJBM�TDJFODF�PG�PSHBOJTNT�GPS�IVNBO�XFMMCFJOH�CZ�BEESFTTJOH�JTTVFT�SFMBUFE�UP�'PPE�)FBMUI�BOE�&OWJSPONFOU��5IFTF�FTTFOUJBM�
HPBMT�BSF�BDIJFWBCMF�UISPVHI�5PIPLV�6OJWFSTJUZ`T�GVOEBNFOUBM�QIJMPTPQIZ�CVJMU�PO�UISFF�NBJO�QPMJDJFT��3FTFBSDI�'JSTU�0QFO�%PPS�BOE�
1SBDUJDF�PSJFOUFE�3FTFBSDI��"HSJDVMUVSF�UIF�TDJFODF�PG�GBSNJOH�DVMUJWBUJOH�BOE�SFBSJOH�JOWPMWFT�DPIBCJUBUJPO�XJUI�OBUVSF�BOE�FYQMPSJOH�
UIF�QSPEVDUJPO�BOE�USBOTGPSNBUJPO�PG�EJWFSTF�CJPMPHJDBM�NBUFSJBMT�FTTFOUJBM�GPS�IVNBO�TVSWJWBM��*ODSFBTJOHMZ�DIBMMFOHFT�BSF�FNFSHJOH�
UIBU�QVU�QSFTTVSF�PO�UIF�pFME�PG�BHSJDVMUVSBM�TDJFODF�UP�FYQBOE�JUT�SPMF�UPXBSET�pOEJOH�TPMVUJPOT�PO�MPDBM�BOE�HMPCBM�TDBMFT�
"�NBKPS�TPDJBM�DIBMMFOHF�JT�UP�CVJME�B�TUBCMF�GPPE�TVQQMZ�TZTUFN�UISPVHI�JOOPWBUJPOT�JO�BHSJDVMUVSF�GPSFTUSZ�pTIFSJFT�BOE�GPPE�

CJPUFDIOPMPHZ�BHBJOTU�UIF�CBDLESPQ�PG�B�TUFFQ�SJTF�JO�BHJOH�BOE�SFUJSJOH�GBSNFST�DPJODJEJOH�XJUI�SBQJE�EFDMJOFT�JO�XPSLFST�FOUFSJOH�UIFTF�
pFMET��5IFSF�JT�BO�JNNJOFOU�OFFE�UP�TFDVSF�GPPE�QSPEVDUJPO�GPS�UIF�TVSWJWBM�PG�10�CJMMJPO�QFPQMF�XPSME�XJEF�BOE�UP�SFBMJ[F�B�TPDJFUZ�
JO�XIJDI�QFPQMF�DBO�MJWF�IFBMUIJMZ�BOE�BDUJWFMZ�VQ�UP�BOE�CFZPOE�UIF�BHF�PG�100�ZFBST�PME��(MPCBM�FOWJSPONFOUBM�DPOTFSWBUJPO�BOE�
IBSNPOJPVT�DPFYJTUFODF�BSF�UXP�QJMMBST�PG�TVDDFTT��*O�BEEJUJPO�VOEFSTUBOEJOH�HMPCBM�XBSNJOH�XIJDI�JT�BTTPDJBUFE�XJUI�UIF�JOUFOTJpDBUJPO�
PG�IVNBO�EFWFMPQNFOU�BDUJWJUJFT�BOE�NJUJHBUJOH�JUT�BTTPDJBUFE�FOWJSPONFOU�DIBOHFT�BOE�JOUFSMJOLBHFT�XJUI�OBUVSBM�EJTBTUFST�BSF�
GVOEBNFOUBMMZ�JNQPSUBOU�JTTVFT�JO�BHSJDVMUVSF�
5PXBSET�pOEJOH�TPMVUJPOT�UP�UIFTF�QSPCMFNT�UIF�(SBEVBUF�4DIPPM�PG�"HSJDVMUVSBM�4DJFODF/'BDVMUZ�PG�"HSJDVMUVSF�5PIPLV�6OJWFSTJUZ�

QSPNPUFT�TPQIJTUJDBUFE�CBTJD�SFTFBSDI�SFMBUFE�UP�GPPE�IFBMUI�BOE�UIF�FOWJSPONFOU�EFWFMPQT�BQQMJFE�SFTFBSDI�TUSBUFHJFT�UP�DSFBUF�B�OFX�
JOEVTUSZ�JO�MJWJOH�PSHBOJTNT�BOE�QSPNPUFT�UIF�GPSNBUJPO�PG�JOUFSOBUJPOBM�BDBEFNJDT�BOE�SFTFBSDI�JO�UIF�pFME�PG�CJPJOEVTUSJBM�TDJFODF�
5IF�'BDVMUZ�PG�"HSJDVMUVSF�DPOTJTUT�PG�TJY�DPVSTFT��1��1MBOU�-JGF�4DJFODF�2��"HSJDVMUVSBM�&DPOPNJDT�3��"OJNBM�-JGF�4DJFODF�4��.BSJOF�

#JPTDJFODF�	%FQBSUNFOU�PG�"QQMJFE�#JPTDJFODF
�BOE�6��#JPDIFNJTUSZ�#JPMPHJDBM�$IFNJTUSZ�	%FQBSUNFOU�PG�"QQMJFE�#JPMPHJDBM�$IFNJTUSZ
�
4JODF�pTDBM�ZFBS�2022�UIF�(SBEVBUF�4DIPPM�IBT�CFFO�SFPSHBOJ[FE�JOUP�UXP�NBKPST��"QQMJFE�#JPTDJFODF�JO�UIF�BHSJDVMUVSBM�GPSFTUSZ�BOE�

pTIFSZ�pFMET�DPNQSJTJOH�GPVS�EFQBSUNFOUTʢ1MBOU�-JGF�4DJFODFT�"HSJDVMUVSBM�&DPOPNJDT�"OJNBM�-JGF�4DJFODFT�"QQMJFE�"RVBUJD�4DJFODFʣ
BOE�"HSJDVMUVSBM�$IFNJTUSZ�DPNQSJTJOH�UXP�EFQBSUNFOUTʢ#JPDIFNJTUSZ�'PPE�BOE�/BUVSBM�1SPEVDUT�$IFNJTUSZʣ�
'VSUIFSNPSF�GPVS�B⒏MJBUFE�DFOUFST�IBWF�CFFO�FTUBCMJTIFE�JO�UIF�HSBEVBUF�TDIPPM��5IF�UXP�'JFME�4DJFODF�$FOUFST�CBTFE�JO�,BXBUBCJ�

BOE�0OBHBXB�SFTQFDUJWFMZ�DPNQSJTF�UIF�MBSHFTU�FYQFSJNFOUBM�pFMET�JO�+BQBO`T�OBUJPOBM�VOJWFSTJUZ�TZTUFN��3FQSFTFOUJOH�85��PG�5PIPLV�
6OJWFSTJUZ`T�MBOE�NBTT�UIF�pFME�TUBUJPOT�BSF�QBSU�PG�B�KPJOU�SFTFBSDI�OFUXPSL�XJUI�BEKBDFOU�OBUJPOBM�BOE�QVCMJD�JOTUJUVUJPOT�UP�EFWFMPQ�
FEVDBUJPOBM�SFTFBSDI�PO�B�XJEF�SBOHF�PG�DPNQPTJUF�FDP�pFMET��*O�BEEJUJPO�UIF�*OUFSOBUJPOBM�&EVDBUJPO�BOE�3FTFBSDI�$FOUFS�GPS�'PPE�BOE�
"HSJDVMUVSBM�*NNVOPMPHZ�	$'"*
�UIF�*OOPWBUJPO�$FOUFS�GPS�'VUVSF�"HSJDVMUVSBM�1SPEVDUJPO�BOE�'PPE�JOEVTUSZ�	*$"'
�BOE�UIF�$FOUFS�GPS�
"HSJDVMUVSBM�BOE�-JGF�4DJFODFT�VTJOH�4ZODISPUSPO�-JHIU�	"�4ZOD
�IBWF�CFFO�FTUBCMJTIFE�UP�QSPNPUF�JOUFSEJTDJQMJOBSZ�DSPTT�EJTDJQMJOBSZ�
SFTFBSDI�BOE�FEVDBUJPO�CPUI�BU�5PIPLV�6OJWFSTJUZ�BOE�DPMMBCPSBUJOH�SFTFBSDI�JOTUJUVUJPOT��*O�UIFTF�DFOUFST�XF�BSF�FOTVSJOH�FEVDBUJPO�
BOE�SFTFBSDI�JO�CBTJD�TDJFODF�JO�B�XJEF�SBOHF�PG�GVTJPO�BSFBT�TUBSUJOH�BU�UIF�NPMFDVMBS�MFWFM�BOE�BMM�UIF�XBZ�VQ�UP�UIF�MFWFM�PG�BQQMJFE�
TDJFODF�SFMFWBOU�UP�JOEVTUSZ��8F�BSF�BMTP�FTUBCMJTIJOH�PSHBOJ[BUJPOBM�DPPQFSBUJPOT�CFUXFFO�BDBEFNJB�JOEVTUSZ�BOE�JOUFSOBUJPOBM�
DPSQPSBUJPOT�
5IF�(SBEVBUF�4DIPPM�PG�"HSJDVMUVSBM�4DJFODF/'BDVMUZ�PG�"HSJDVMUVSF�JT�GPVOE�PO�UIF�"PCBZBNB�/FX�$BNQVT�JO�UIF�"PCBZBNB�EJTUSJDU�

XIJDI�BMTP�DPNQSJTFT�UIF�(SBEVBUF�4DIPPMT�'BDVMUJFT�BOE�3FTFBSDI�*OTUJUVUFT�PG�4DJFODF�1IBSNBDFVUJDBM�4DJFODFT�BOE�&OHJOFFSJOH��
'SPN�UIF�TPVUI�FYJU�PG�"PCBZBNB�4UBUJPO�PO�UIF�4FOEBJ�$JUZ�4VCXBZ�UIF�JOUFHSBUFE�SFTFBSDI�CVJMEJOH�PG�UIF�(SBEVBUF�4DIPPM�PG�
"HSJDVMUVSBM�4DJFODF/'BDVMUZ�PG�"HSJDVMUVSF�DBO�CF�GPVOE�BU�UIF�FOE�PG�UIF�DBNQVT�NBMM�BEKBDFOUMZ�MJOFE�CZ�"PCBZBNB�$PNNPOT�XIJDI�
JT�B�VOJpFE�MFDUVSF�CVJMEJOH�MJCSBSZ�BOE�TUVEFOU�HBUIFSJOH�QMBDF��5IF�OBUVSBM�HSFFOFSZ�BOE�PQFO�TQBDFT�TVSSPVOEJOH�UIF�DBNQVT�QSPWJEF�
BO�BUUSBDUJWF�MBOETDBQF�GPS�BNCJUJPVT�TUVEFOUT�BOE�SFTFBSDIFST�CPUI�GSPN�+BQBO�BOE�BCSPBE��)FSF�BU�5PIPLV�6OJWFSTJUZ�XF�BSF�MFBEJOH�
BEWBODFE�FEVDBUJPO�BOE�SFTFBSDI�BOE�TUSJWJOH�UP�QSPWJEF�UIF�pOFTU�FOWJSPONFOU�JO�XIJDI�GSFF�JEFBT�BOE�JOTQJSJOH�SFTFBSDI�DBO�CF�
EFWFMPQFE�UP�TPMWF�HMPCBM�QSPCMFNT�JO�BHSJDVMUVSF�

M e s s a g e  f r o m  t h e  D e a n
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農
学
研
究
科

大
学
院

学
部

農
学
部

ࣄ  ෦ ٕ ज़ ෦ ෟଐਤॻֶؗؗ ઓུ౷ׅ෦ʢ63"ʣ

ੜ

ੜ
࢈
科
学
科

২ੜ໋科学
学 ˔Ԃܳ学 ˔ཱ学 ˔২Ҩҭछ学࡞˔
˔২පཧ学 ˔Ԡ༻ࠛ学 ˔ڥదԠ২学
˔ྛੜଶ学 ˔ഓ২ڥ科学

農ࡁܦۀ学
։発学ࡍࠃ˔ ը学ܭݯࢿ学 ˔Ҭࡁܦڥ˔
˔農ܦۀӦ学

ಈੜ໋科学
˔ಈੜ৩科学 ˔ಈӫཆੜԽ学 ˔ಈҨҭछ学
˔ಈੜཧ科学 ˔ಈػܗଶ学 ˔ಈඍੜ学
˔ಈ৯ػ学 ˔-ಈੜ࢈ੜଶ学 ˔ಈڥཧ学

ւ༸ੜ科学
˔ਫݍಈੜཧ学 ˔ਫݯࢿ࢈ੜଶ学 ˔ਫݍ২ੜଶ学
˔ਫݯࢿ࢈Խ学 ˔ੜւ༸学 ˔ւ༸ੜ໋Ҩ情報学
˔Ԋ؛ϑΟʔϧυੜੜ࢈学 ˔ࡍࠃւ༸科学˕

Ԡ
༻
ੜ

Խ
学
科

ੜԽ学
˔২ӫཆ学 ˔ࢠੜԽ学 ˔߬ૉԽ学
˔Ԡ༻ඍੜ学 ˔ੜ༗ػԽ学 ˔২ࡉ๔ੜԽ学
˔ਅ֩ඍੜػ学

ੜ໋Խ学

˔৯Խ学 ˔ӫཆ学 ˔ఱવੜ໋Խ学
˔৯ػੳ学 ˔ςϥϔϧπ৯学
˔Ԡ༻ੜ໋ࢠղੳ˞ ˞ಈଶࢠੑ׆˔ ˔ࢠ情報Խ学˞

˔ੜ໋ߏԽ学˞

ʢ˕ҹɼάϩʔόϧ農学ڭҭϢχοτڭ員ͷ݉ʣ
ʢ˞ҹɼੜ໋科学研究科͔Βͷྗڠʣ

学
部
教
授
会

研
究
科
委
員
会

研
究
科
教
授
会

各
種
委
員
会

各
種
委
員
会

　

ੜ

ੜ
࢈
科
学
ઐ
߈

࠲ߨװج

২ੜ໋科学 学 ˔Ԃܳ学 ˔ཱ学 ˔২Ҩҭछ学 ˔২පཧ学࡞˔
˔Ԡ༻ࠛ学 ˔ڥదԠ২学 ˔ྛੜଶ学

ಈੜ໋科学
˔ಈੜ৩科学 ˔ಈӫཆੜԽ学 ˔ಈҨҭछ学 ˔ಈੜཧ科学
˔ಈػܗଶ学 ˔ಈඍੜ学 ˔ಈ৯ػ学
˔-ಈੜ࢈ੜଶ学 ˔ಈڥཧ学

ਫݍੜ࢈科学 ˔ਫݍಈੜཧ学 ˔ਫݯࢿ࢈ੜଶ学 ˔ਫݍ২ੜଶ学 ˔ਫݯࢿ࢈Խ学
˔ੜւ༸学 ˔ւ༸ੜ໋Ҩ情報学 ˔ࡍࠃւ༸科学˕

農ࡁܦۀ学 Ӧ学ܦۀ։発学 ˔農ࡍࠃ˔ ը学ܭݯࢿ学 ˔Ҭࡁܦڥ˔

࠲ߨྗڠ
科学ڥഓ২ 科学ڥഓ২˔

Ԋ؛ϑΟʔϧυੜੜ࢈学 ˔Ԋ؛ϑΟʔϧυੜੜ࢈学

࿈࠲ߨܞ 農ۀࡦ学 ˔農ۀࡦ学

࠲ߨಉ研究ڞ ಈ೪ບ໔Ӹ学 ˔ಈ೪ບ໔Ӹ学

農
ܳ
Խ
学
ઐ
߈

࠲ߨװج
ੜԽ学 ˔২ӫཆ学 ˔ࢠੜԽ学 ˔߬ૉԽ学 ˔Ԡ༻ඍੜ学

˔ੜ༗ػԽ学 ˔২ࡉ๔ੜԽ学 ˔ਅ֩ඍੜػ学

৯ఱવԽ学 ˔৯Խ学 ˔ӫཆ学 ˔ఱવੜ໋Խ学 ˔৯ػੳ学
˔ςϥϔϧπ৯学

࠲ߨෟد 発߬ඍੜ学 ˔発߬ඍੜ学

࠲ߨಉ研究ڞ J-ΦΠϧϛϧζ༉ࢷΠϊϕʔγϣϯ ˔J-ΦΠϧϛϧζ༉ࢷΠϊϕʔγϣϯ

ෟ
ଐ
ෳ
߹
ੜ
ଶ
ϑ
ỹ
ồ
ϧ
υ

ڭ
ҭ
研
究
η
ϯ
λ
ồ

ෳ߹ੜଶϑΟʔϧυ੍ޚ部 ˔Ҭܭݯࢿը学ʢྗڠʣ

ෳ߹Ҭੜ࢈γεςϜ部
ੜଶ学ݍ科学 ˔ϑΟʔϧυڥഓ২˔

˔ϑΟʔϧυڥγεςϜੜ学

˔ϑΟʔϧυੜڞੜ科学

ෳ߹ਫҬੜ࢈γεςϜ部 ˔Ԋ؛ϑΟʔϧυੜੜ࢈学

άϩʔόϧ農学ڭҭϢχοτ

৯ͱ農໔Ӹڭࡍࠃҭڭҭηϯλʔ

ηϯλʔۀ࢈৯ੈ࣍

์ࣹޫੜ໋農学ηϯλʔ
ʢ˕ҹɼάϩʔόϧ農学ڭҭϢχοτڭ員ͷ݉ʣ
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PM
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DV
MUZ
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DV
MUZ
�P
G�"
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UV
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0⒏DF�PG�"ENJOJTUSBUJPO 5FDIOJDBM�%JWJTJPO "HSJDVMUVSBM�-JCSBSZ 6OJWFSTJUZ�3FTFBSDI
"ENJOJTUSBUPS

Laboratory

Key Chairs

Plant Science
˔Crop Science ˔Horticultural Science ˔Soil Scicence 
˔Plant #reeding and Genetics ˔Plant Pathology ˔Applied Entomology 
˔Environmental Plant #iotechnology ˔Forest Ecology

Animal Science
˔Animal Reproduction and Development ˔Animal Nutrition 
˔Animal #reeding and Genetics ˔Animal Physiology 
˔Animal Functional .orphology ˔Animal .icrobiology ˔Animal Food Function 
˔Grassland-Animal Production and Ecology ˔Sustainable Animal Environment

.arine #iosciences
˔ARuaculture #iology ˔Fisheries #iology and Ecology ˔.arine Plant Ecology
˔.arine #iochemistry ˔#iological Oceanography ˔Fish Genetics 
˔International .arine Sciences

Agricultural Economics ˔Environmental Economics ˔Regional Resource Planning ˔International 
Development Studies ˔Farm #usiness .anagement and Rural Development

Cooperate
Chairs

Environmental Crop Science ˔Environmental Crop Science

Integrative ARuatic #iology ˔Integrative ARuatic #iology

Collaborative
Chairs Resource and Environmental Policy ˔Resource and Environmental Policy

Collaborative 
Chairs Animal .ucosal Immunology ˔Animal .ucosal Immunology

Key Chairs
#iochemistry ˔Plant Nutrition ˔.olecular #iochemistry ˔Enzymology ˔Applied .icrobiology 

˔Applied #ioorganic Chemistry ˔Plant Cell #iochemistry ˔Fungal #iotechnology

Food and Natural Product 
Science

˔Food and #iomolecular Science ˔Nutrition ˔#ioorganic Chemistry of Natural 
Products ˔Food Function Analysis ˔Terahertz Optical and Food Engineering

Endowed 
Courses Fermentation .icrobiology ˔Fermentation .icrobiology

Collaborative 
Chairs J-Oil .ills Innovation Laboratory ˔J-Oil .ills Innovation Laboratory

Integrated Field Control Station ˔Regional Resource Planning	Cooperate Laboratory


Integrated Tenestrial Field Station ˔Environmental Crop Science ˔Land Ecology
˔Sustainable Environmental #iology ˔Forest Ecology

Integrated .arine Field Station ˔Integrative ARuatic #iology

International Integrative Research and 
Instruction Unit

International Education and Research Center 
for Food and Agricultural Immunology ʢCFAIʣ

Innovation Center for Future Agricultural 
Production and Food Industry

Center for Agricultural and Life Sciences 
using Synchrotron LightʢA-Syncʣ

Plant Science
˔Crop Science ˔Horticultural Science ˔Soil Science 
˔Plant #reeding and Genetics ˔Plant Pathology ˔Applied Entomology 
˔Environmental Plant #iotechnology ˔Forest Ecology 
˔Environmental Crop Science

Agricultural Economics
˔Environmental Economics ˔Regional Resource Planning
˔International Development Studies
˔Farm #usiness .anagement and Rural Development

Animal Science

˔Animal Reproduction and Development ˔Animal Nutrition 
˔Animal #reeding and Genetics ˔Animal Physiology 
˔Animal Functional .orphology ˔Animal .icrobiology ˔Animal Food Function 
˔Laboratory of Grassland-Animal Production and Ecology 
˔Sustainable Animal Environment

.arine #iosciences
˔ARuaculture #iology ˔Fisheries #iology and Ecology ˔.arine Plant Ecology
˔.arine #iochemistry ˔#iological Oceanography ˔Fish Genetics
˔Integrative ARuatic #iology ˔International .arine Sciences˕

#iochemistry ˔Plant Nutrition ˔.olecular #iochemistry ˔Enzymology ˔Applied .icrobiology
˔Applied #ioorganic Chemistry ˔Plant Cell #iochemistry ˔Fungal #iotechnology

Chemistry and Life Science

˔Food and #iomolecular Science ˔Nutrition 
˔#ioorganic Chemistry of Natural Products 
˔Laboratory of Food Function Analysis ˔Terahertz Optical and Food Engineering 
˔Applied #iological .olecular Science� ˔#ioactive molecules�
˔Analytical #ioorganic Chemistry� ˔#iostructural Chemistry�

	˕ Laboratory where faculty members belonging to the International Integrative Research and 
Instruction Unit have concurrent posts


	� Cooperate Laboratory from Graduate School of Life Sciences, Tohoku University
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農学研究科・農学部　ڭत

北ᖒ　य़थ
Dean, Graduate School of Agricultural Science and Faculty of Agriculture

Haruki KITAZAWA

෭研究科　ڭत

ௗ࠸ێ　ࢁ
Vice Dean, Graduate School of Agricultural Science

Kinya TORIYAMA

෭研究科　ڭत

　ਗ਼ོ
Vice Dean, Graduate School of Agricultural Science

Kiyotaka NAKAGAWA

तʢ٬員ʣ　ԕ౻　ষ　Advisory Special Contact (Visiting) Professor Akira ENDOڭ　ಛސҭ研究ಛผڭ

࠲ߨ
Department

　
Laboratory

त　ڭ
Professor

।ڭत
Associate professor

ॿ　ڭ
Assistant professor

ॿ　ख
Research Associate

ੜ

ੜ
࢈
科
学
ઐ
߈

২ੜ໋科学
Plant Science

学࡞
Crop Science

ຊؒ　߳و
Koki HOMMA

தౢ　
Takayuki NAKAJIMA

Ԃܳ学
Horticultural Science

ଇت　ࢁۚ
Yoshinori KANAYAMA

Ճ౻　Ұز
Kazuhisa KATO

ࢁ　学
Manabu NISHIYAMA

ཱ学
Soil Science

　೭
Tomoyuki MAKINO

ᖛຊ　ږ
Toru HAMAMOTO

২Ҩҭछ学
Plant Breeding and Genetics

北ࣲ　大ହ
Hiroyasu KITASHIBA

ຊ　խࢁ
Masaya YAMAMOTO

২පཧ学
Plant Pathology

ӳथ　ڮߴ
Hideki TAKAHASHI

҆౻　ਿਘ
Sugihiro ANDO

Լ　ᡨฏٶ
 Shuhei MIYASHITA

Ԡ༻ࠛ学
Applied Entomology

ງ　խහ
Masatoshi HORI

ᖒ　३
 Atsuhiko NAGASAWA

学దԠ২ڥ
Environmental Plant Biotechnology

ௗ࠸ێ　ࢁ
Kinya TORIYAMA

ҏ౻　ത
Yukihiro ITO

հܓ　ཛྷेޒ
Keisuke IGARASHI

ྛੜଶ学
Forest Ecology

ಃࢁ　Ղٱ
 Yoshihisa SUYAMA

ਂᖒ　༡
 Yu FUKASAWA

ಈੜ໋科学
Animal Science

ಈੜ৩科学
Animal Reproduction and Development

छଜ　݈ଠ
Kentato TANEMURA

࿕݈࢜　ݪ
Kenshiro HARA

ಈӫཆੜԽ学
Animal Nutrition

װ　౻ࠤ
Kan SATO

ج　ཬٱت
Motoi KIKUSATO

ฏʢಛʣګ　ݹ
Kyohei FURUKAWA

ಈҨҭछ学
Animal Breeding and Genetics

ਖ਼　౻ࠤ
Masahiro SATO

্ຊ　٢৳
Yoshinobu UEMOTO

ಈੜཧ科学
Animal Physiology

ᚯ　ঘݐ
Sanggun ROH

๕լ　૱
Satoshi HAGA

ಈػܗଶ学
Animal Functional Morphology

　ஐ๏
Tomonori NOCHI

　ກ࣮ݹ
Mutsumi FURUKAWA

ΠεϥϜ・δϟώμϧʢಛʣ
ISLAM JAHIDUL

ঙ　౭
TAO ZHUANG

ʢ݉ʣฏ　ྑଠʢಛʣ
Ryota HIRAKAWA

ಈඍੜ学
Animal Microbiology

ถࢁ　༟
Hiroshi YONEYAMA

部　ོଠށ
Ryuta TOBE

ಈ৯ػ学
Animal Food Function

北ᖒ　य़थ
Haruki KITAZAWA

ܒ　ࢁଠ
Keita NISHIYAMA

大௶　߳ࢠ
Wakako IKEDA-OHTSUBO

प　ႍი
BINGHUI ZHOU

ੜҪ　෨ʢಛʣ
Fu NAMAI

 - ಈੜ࢈ੜଶ学
Grassland-Animal Production and 

Ecology

খ　ৼҰ
Shin-ichiro OGURA

ਂᖒ　ॆ
Michiru FUKASAWA

ಈڥཧ学
Sustainable Animal Environment

Ճ౻　݈ଠ
Kentaro KATO

ଟా　ઍՂ
Chika TADA

ా　߂߁
Yasuhiro FUKUDA

ଜӽ　;Έʢ学ࡍ研݉ʣ
Fumi MURAKOSHI
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࠲ߨ
Department

　
Laboratory

त　ڭ
Professor

।ڭत
Associate professor

ॿ　ڭ
Assistant professor

ॿ　ख
Research Associate

ੜ

ੜ
࢈
科
学
ઐ
߈

ਫݍੜ࢈科学
Marine Biosciences

ਫݍಈੜཧ学
Aquaculture Biology

ӏপ　ୢ࠸
Tatsuya UNUMA

ᖒ　ҰӴ
Kazue NAGASAWA

δϟϯ　Ϋϯ
Jiang QUN

ਫݯࢿ࢈ੜଶ学
Fisheries Biology and Ecology

ยࢁ　࢙
Satoshi KATAYAMA

ଜ্　߂ষ
Hiroaki MURAKAMI

ਫݍ২ੜଶ学
Marine Plant Ecology

青　༏
Masakazu AOKI

ླ　Δ͔
Haruka SUZUKI

ਫݯࢿ࢈Խ学
Marine Biochemistry

த　ढ़थ
Toshiki NAKANO

ੜւ༸学
Biological Oceanography

大ӽ　Ճ
Waka SATO-OKOSHI

୩　߽
Goh NISHITANI

ւ༸ੜ໋Ҩ情報学
Fish Genetics

ԣҪ　༐ਓ
Hayato YOKOI

தౢ　ਖ਼ಓ
Masamichi NAKAJIMA

ञҪ　ٛจ
Yoshifumi SAKAI

ւ༸科学ࡍࠃ
International Marine Sciences

ʢ݉ʣΤΠϜζ・γΣϦϧ Ϧϯ
Cheryl Lynn AMES

農ࡁܦۀ学
Agricultural Economics

学ࡁܦڥ
Environmental Economics

ੴҪ　ܓҰ
Keiichi ISHII

Ҫݩ　ஐࢠ
Tomoko IMOTO

౾　ᚠଠ
Kota MAMENO

᪅　৺ಐ
ZHAO XINTONG

ໞ　ݯ
MENG YUAN

Ҭܭݯࢿը学
Regional Resource Planning

ؽ　ా֯
Tsuyoshi SUMITA

ถᖒ　ઍՆ
Chinatsu YONEZAWA

Ϛήδ・Ϣελσϡʔε・ϑϥϯγε
MAGEZI EUSTADIUS FRANCIS

։発学ࡍࠃ
International Development Studies

ౙ　উਔ
Katsuhito FUYUKI

Ωʔχ・ϛφΫγ
KEENI MINAKSHI

農ܦۀӦ学
Farm Business Management and 

Rural Development

ҏ౻　༤
Fusao ITO

　ף㧠
TANG GUANYAN

科学ڥഓ২
Environmental Crop Science

科学ڥഓ২
Environmental Crop Science

ా　ਸ਼
Mizuhiko NISHIDA

ాౡ　྄հ
Ryosuke TAJIMA

Ԋ؛ϑΟʔϧυੜੜ࢈学
Integrative Aquatic Biology

Ԋ؛ϑΟʔϧυੜੜ࢈学
Integrative Aquatic Biology

ా　࣮
Minoru IKEDA

౻Ҫ　๛ల
Toyonobu FUJII

農ۀࡦ学
Resource and Environmental Policy

農ۀࡦ学
Resource and Environmental Policy

খઘ　ୡ࣏
Tatsuji KOIZUMI

थ　ʑࠤ
Hiroki SASAKI

ಈ೪ບ໔Ӹ学
Animal Mucosal Immunology

ಈ೪ບ໔Ӹ学
Animal Mucosal Immunology

　ஐ๏
Tomonori NOCHI

ळݩ　ࢁӳʢ٬員ʣ
Motofusa AKIYAMA

ʢ݉ʣݹ　ກ࣮
Mutsumi FURUKAWA

ฏ　ྑଠʢಛʣ
Ryota HIRAKAWA

ྩ和5年6݄1現ࡏ
	as of 1st +une, 2023
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࠲ߨ
Department

　
Laboratory

त　ڭ
Professor

।ڭत
Associate professor

ॿ　ڭ
Assistant professor

ॿ　ख
Research Associate

農
ܳ
Խ
学
ઐ
߈

ੜԽ学
Biochemistry

২ӫཆ学
Plant Nutrition

ੴా　
Hiroyuki ISHIDA

ੴوܟ　ࢁ
Keiki ISHIYAMA

ࢠੜԽ学
Molecular Biochemistry

ণ　ాݪ
Masahiko HARATA

ງ　ஐ༸
Chihiro HORIGOME


ʢSRIS݉و༟　ࢁߴ
Yuki TAKAYAMA

߬ૉԽ学
Enzymology

খ　ஐٱ
Tomohisa OGAWA

ೋҪ　༐ਓ
Eugene FUTAI

∁　ሡจ
Masafumi HIDAKA

ΧσΟϠ・υΡʔσΟ
Khadija DAOUDI

Ԡ༻ඍੜ学
Applied Microbiology

Ѩ部　ܟӻ
Keietsu ABE

३　ࢠۚ
Jun KANEKO

Ѩ部　थ
Naoki ABE

ੜ༗ػԽ学
Applied Bioorganic Chemistry

ӿຊ　ݡ
Masaru ENOMOTO

߁　ࠇ༸
Yasuhiro MEGURO

২ࡉ๔ੜԽ学
Plant Cell Biochemistry

ૣ　ढ़
Toshihiko HAYAKAWA

খౡ　Ұ
Soichi KOJIMA

ਅ֩ඍੜػ学
Fungal Biotechnology

৽୩　ঘ߂
Takahiro SHINTANI

部　ত
Akira WATANABE

νϣ・εϥΠ
SILAI ZHANG

৯ఱવԽ学
Food and Natural Product Science

৯Խ学
Food and Biomolecular Science

ࢠխ　ాށ
Masako Toda

部　ߒ೭
Hiroyuki HATTORI

ӫཆ学
Nutrition

ന　ਔ
Hitoshi SHIRAKAWA

大࡚　༤հ
Yusuke OHSAKI

ΞϑΟϑΝ・βʔϥ・ΞΪελ
AFIFAH ZAHRA AGISTA

ఱવੜ໋Խ学
Bioorganic Chemistry of Natural 

Products

Լ　·Γࢁ
Mari YAMASHITA

Ұܟ　ࠑ
Keiichi KONOKI

　༝ැࢠ
Yuko CHO

研݉ʣࡍ༤大ʢ学　౻
Yuka KUDO

৯ػੳ学
Food Function Analysis

　ਗ਼ོ
Kiyotaka NAKAGAWA

Ӭ௩　߂و
Takahiro EITSUKA

ҏ౻　൏࠸
Junya ITO

Ե　ඦ߹߳
Yurika OTOKI

ςϥϔϧπ৯学
Terahertz Optical and Food Engineering

౻Ҫ　ஐ
Tomoyuki FUJII

ੴ　大ଠ
Daitaro ISHIKAWA

発߬ඍੜ学
Fermentation Microbiology

発߬ඍੜ学
Fermentation Microbiology

ຯ　উޒ
Katsuya GOMI

౻ా　ᠳو
Shoki FUJITA

Յෑ　ҍ
Jikian TOKASHIKI

J-ΦΠϧϛϧζ༉ࢷΠϊϕʔγϣϯ
J-Oil Mills Innovation Laboratory

J-ΦΠϧϛϧζ༉ࢷΠϊϕʔγϣϯ
J-Oil Mills Innovation Laboratory

　ਗ਼ོ
Kiyotaka NAKAGAWA

ढ़ʢ٬員ʣ　౻ࠤ
Toshiro SATO

Ճ౻　ढ़࣏
Shunji KATO

ෟ
ଐ
ෳ
߹
ੜ
ଶ
ϑ
ỹ
ồ
ϧ
υ
ڭ
ҭ
研
究
η
ϯ
λ
ồ

ෳ߹ੜଶϑΟʔϧυ੍ޚ部
Integrated Field Control Station

Ҭܭݯࢿը学
Regional Resource Planning

ʢ݉ʣ֯ ؽ　ా
Tsuyoshi SUMITA

ʢ݉ʣถᖒ　ઍՆ
Chinatsu YONEZAWA

ʢ݉ʣϚήδ・ϢεμσϢʔε・ϑϥϯγε
Magezi EUSTADIUS FRANCIS

ෳ߹Ҭੜ࢈γεςϜ部
Integrated Terrestrial Field Station

科学ڥഓ২
Environmental Crop Science

ా　ਸ਼
Mizuhiko NISHIDA

ాౡ　྄հ
Ryosuke TAJIMA

ϑΟʔϧυݍੜଶ学
Land Ecology

ʢ݉ʣখৼҰ
Shin-ichiro OGURA

ʢ݉ʣਂ ᖒ　ॆ
Michiru FUKASAWA

ϑΟʔϧυڥγεςϜੜ学
Sustainable Environmental Biology

ʢ݉ʣՃ౻݈ଠ
Kentaro KATO

ʢ݉ʣଟా　ઍՂ
Chika TADA

ʢ݉ʣా　߂߁
Yasuhiro FUKUDA

ʢ݉ʣଜӽ　;Έʢ学ࡍ研݉ʣ
Fumi MURAKOSHI

ϑΟʔϧυੜڞੜ科学
Forest Ecology

ʢ݉ʣಃࢁ　Ղٱ
Yoshihisa SUYAMA

ʢ݉ʣਂ ᖒ　༡
Yu FUKASAWA

ෳ߹ਫҬੜ࢈γεςϜ部
Integrated Marine Field Station

Ԋ؛ϑΟʔϧυੜੜ࢈学
Integrative Aquatic Biology

ా　࣮
Minoru IKEDA

౻Ҫ　๛ల
Toyonobu FUJII

ڞ
௨

άϩʔόϧ農学ڭҭϢχοτ
International Integrative Research and 

Instruction Unit

ΤΠϜζ・γΣϦϧ Ϧϯ
Cheryl Lynn AMES
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Laboratory

त　ڭ
Professor

।ڭत
Associate professor

ॿ　ڭ
Assistant professor

ॿ　ख
Research Associate

12

G r a d u a t e  S c h o o l

員ʢੜ໋科学研究科ʣڭྗڠ
Graduate School of Life Sciences

Ԡ༻ੜ໋ࢠղੳ
Applied Biological Molecular Science

ాத　ྑ
Yoshikazu TANAKA

ԣࢁ　࢘
Takeshi YOKOYAMA

ੜ໋ߏԽ学
Biostructural Chemistry

ʑ　ࠤ
Makoto SASAKI

കࢤް　ݪ
Atsushi UMEHARA

ࢠ情報Խ学
Analytical Bioorganic Chemistry

༗ຊ　തҰ
Hirokazu ARIMOTO

大ً　ڮߴ
Daiki TAKAHASHI

ಈଶࢠੑ׆
Bioactive Molecules

ੴ　ູ
Minoru ISHIKAWA

༑ॏ　लհ
Shusuke TOMOSHIGE

Ұ৳　౻ࠤ
Shin-ichi SATO

部　　Department άϧʔϓ　Group

࣍
ੈ

৯
࢈
ۀ


η
ϯ
λ
ồ

部　Department of Advanced Agriculture Systemsۀ農ੈ࣍

農ۀ・農ଜΠϯϑϥ։発　Development of Agriculture and Rural Infrastructure

ΤωϧΪʔࣗڅ　Energy Self sufficiency

εϚʔτ農ۀ　Smart Agriculture

ϑʔυ・ϚςϦΞϧ部　Department of Food Materials
৯։発　Food Development

৯ੳ・ධՁ　Food Analysis and Evaluation

ਫۀ࢈ݍ部　Department of Innovative Aquatic Industry
ਫجۀ࢈൫උ　Development of Advanced Infrastructure for Coastal Fisheries

ਫ࢈ϓϩμΫτ　Fisheries Production

部　Department of Environment and Biodiversity Conservation in Bioproduction༺׆ੜଟ༷ੑ・ڥ ҭ研究ڭ༺׆ੜଟ༷ੑ・ڥ
Research and Education for Environment and Biodiversity Conservation in Bioproduction

෮ڵ農学部　Department of Agricultural Science for Reconstruction
෮ڭڵҭ　Education of Agricultural Science for Reconstruction

෮ڵ研究　Agricultural Science and Technology for Reconstruction

ըӡӦ部　Department of Planning and Managementا ըௐ・ӡӦ　Planning Cooperation and Managementا

部　　Division Ϣχοτ　Unit

৯
ͱ
農
໔
Ӹ
ࠃ
ࡍ
ڭ
ҭ
研
究
η
ϯ
λ
ồ

農໔Ӹ　Agricultural Immunology

ச࢈໔Ӹ　Livestock Immunology

ਫ࢈໔Ӹ　Marine Immunology

໔Ӹ　Plant Immunology࡞

৯໔Ӹ　Food Immunology

ҩ農໔Ӹ࿈ܞ　Medical and Agricultural Immunology

҆શ・ػධՁ　Safety and Function Evaluation

৯݈߁ධՁ　Food and Health Evaluation

์ࣹޫੜ໋農学ධՁ　Synchrotron Light for Agri-Bioscience

Πϧε研究Ϣχοτ　Antibacterial and Antiviral Research߅・ە߅

ੜڥ࢈ධՁ　Ecological and Environmental Evaluation

ࣾ会࿈ܞ　Cooperation with Society
International Cooperation　ܞ࿈ࡍࠃ

ࣾ会࿈ܞ　Communication to Society

ըཧ　Research and Administrationا ըཧ　Project AdministrationIntا
ern
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部　　Department άϧʔϓ　Group

์
ࣹ
ޫ
ੜ
໋
農
学
η
ϯ
λ
ồ

部ܞ࿈学࢈
Department of Industry-Academia-Government Collaboration

ηϯλʔ
Center Director

学ज़・ࡍࠃ࿈ܞ部
Department of Academic and International Collaboration

Ҭݯࢿ・ۀ࢈部
Department of Regional Industry and Resources

ӡӦ委員会
Steering Committee

広報・ڭҭ部
Department of Public Relations and Education

ӡӦ・࿈ܞௐ部
Department of Operational Coordination and Cooperation

農சਫ࢈ηΫγϣϯ
Agriculture, livestock and fishery section

৯科学ηΫγϣϯ
Food science section

ੜ໋科学ηΫγϣϯ
Life Sciences Section
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1907（明40࣏）年 6݄ 東北ఇ国大学創立

1907（明40࣏）年 9݄ 農科大学がࡳຈに開設

191�（大ਖ਼  7）年 4݄ 農科大学を本学から分して北ւಓఇ国大学農科大学として設置

1939（ত和14）年 �݄ 農学研究所設置

1947（ত和22）年 2݄ 附属農場設置

1947（ত和22）年 4݄ 農学部（3学科7講座）設置

1949（ত和24）年 5݄ 新制東北大学設置

農学部֦ॆ改組（4学科21講座設置。さらに1976年までに3講座૿設）

1953（ত和2�）年 4݄ 大学院農学研究科（4専攻）設置

1956（ত和31）年 4݄ 附属水産実験所設置

1960（ত和35）年 4݄ 食ྐ化学科૿設（4講座）

1962（ত和37）年 4݄ 大学院農学研究科に食ྐ化学専攻૿設

1971（ত和46）年 4݄ 附属研究施設設置

1972（ত和47）年 4݄ 附属ແە২物実験施設設置

1974（ত和49）年 4݄ 附属ਤॻؗ農学分ؗ設置

19�1（ত和56）年 3݄ ์ࣹ性同位元素実験౩設立

19�4（ত和59）年 6݄ 動物ࣂ育実験౩設立

1992（ฏ成  4）年 4݄ 農学部改組（2学科5学系31講座4附属施設）

1993（ฏ成  5）年 3݄ 水産生物ࣂ育実験౩設立

1995（ฏ成  7）年 4݄ 大学院農学研究科環境修෮生物工学専攻૿設

২物環境応実験施設を設置

1996（ฏ成  �）年 5݄ 附属ւ༸生物資源教育研究センター設置（附属水産実験所改組）

1997（ฏ成  9）年 4݄ 資源生物科学専攻設置（農学専攻、ச産学専攻、水産学専攻、食ྐ化学専攻の再編整備）

199�（ฏ成10）年 4݄ 応用生命科学専攻設置（農学専攻、ச産学専攻、農芸化学専攻、食ྐ化学専攻の再編整備）

1999（ฏ成11）年 4݄ 資源環境経済学専攻設置、環境修෮生物工学専攻改組（農学専攻、環境修෮生物工学専攻の再編整備）

2000（ฏ成12）年 4݄ 農場、ւ༸生物資源教育研究センターを大学院農学研究科附属施設として設置

2003（ฏ成15）年 4݄ 大学院農学研究科改組（4専攻ˠ3専攻（資源生物科学専攻、応用生命科学専攻、生物産業創成科学専攻））改組

附属ւ༸生物資源教育研究センター、附属農場を附属複合生態フィールド教育研究センターとして設置

2004（ฏ成16）年 4݄ 国立大学法人法により、国立大学法人東北大学として設置

2009（ฏ成21）年 4݄ 附属先端農学研究センターを設置

2011（ฏ成23）年 4݄ 附属複合生態フィールド教育研究センターが文部科学লの教育関係共同ར用拠点に認定

2012（ฏ成24）年 4݄ 東北大学マリンサイエンス෮興ࢧԉ室を設置

2014（ฏ成26）年 4݄ 東北෮興農学センターを設置

2015（ฏ成27）年 4݄ 食と農໔Ӹ国際教育研究センターを設置

Ոச生産機能開発学د附講座を設置

ඍ生物資源学د附講座を設置

2016（ฏ成2�）年 6݄ 生物多༷性応用科学センターを設置

2017（ฏ成29）年 4݄ ੨༿ࢁ新キϟンύスへҠస

201�（ฏ成30）年 10݄ 発߬ඍ生物学د附講座を設置

2019（ฏ成31）年 4݄ +-オイルミルズ༉ࢷイノϕーション共同研究講座を設置

2020（ྩ和2）年 4݄ Ոச健康科学د附講座を設置

2021（ྩ和3）年 4݄ 次世食産業創造センターを設置

2021（ྩ和3）年 9݄ ์ࣹޫ生命農学センターを設置

2022（ྩ和4）年 4݄ 大学院農学研究科改組（3専攻ˠ2専攻（生物生産科学専攻、農芸化学専攻））改組

2023（ྩ和5）年 4݄ 動物೪ບ໔Ӹ学共同研究講座を設置

農学部00_ᗎ❶_ඵ[01-12].indd   13 2023/0�/04   �:41:55
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生物生࢈科学ઐ߈ɺओͱ͠ ͯ৯ྉ生࢈ͷରͱͳΔ植物ɺ動物ɺ海洋生物ʹؔ͢Δ生物
科学ͱ農業経済学Λத৺ʹڭҭڀݚΛ͍ߦɺ農ྛਫ࢈業ʹ͓͚Δ生物生࢈Λ࣮ફ͢Δઐ߈
Ͱ͢ɻ生物生࢈科学ઐ߈ʹɺ植物生命科学࠲ߨɺ動物生命科学࠲ߨɺਫݍ生࢈科学࠲ߨ
ͼͦΕΒʹؔ࿈͢Δྲྀ௨ٴ࢈ɺਫ࢈ɺச࢈物生࡞Λஔ͖ɺ農࠲ߨ�ͷ࠲ߨͼ農業経済学ٴ
経済学ʹؔ͢Δߴͳઐڭҭͱ農業ɺྛ 業ɺச࢈学ɺਫ࢈学ʹؔ࿈͢Δ෯͍ઌٕज़
Λ活用ͨ͠農ྛਫ࢈業ͷ҆ఆͨ͠生࢈ͱٕज़ֵ৽Λ͢ࢦ応用ڀݚΛ͍ߦ·͢ɻ

The maKor Agricultural Bioscience consists of education and research in biological 
sciences of plants animals and marine organisms and agricultural economics focused
on food production in the agriculture forestry and pshery industries� Students 
and faculty Xithin this maKor`s four departments of Plant Science Animal Science 
Marine Biosciences and Agricultural Economics carry out advanced education and 
applied research related to agriculture forestry livestocL science and psheries 
science Xhile employing a Xide range of technologies aimed at stable production and 
technological innovation for agriculture forestry and psheries�

農学部01_⏕≀⏕⏘科学ᑓᨷ_四[13-24].indd   14 2023/06/08   9:50:49
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Growth and development of horticultural crops such as fruit trees, 
vegetable crops, and ornamental plants are studied primarily at the phys-
iological and molecular levels. 
1. Improvement of taste, appearance, and functionality in horticultural 

crops.
2. Development of cultivation methods for offseason cropping.
3. Studies on stress tolerance in horticultural crops against global warm-

ing.
4. Development of cultivation methods which are environmentally-friendly 

and lower the costs.

ຖの食卓にの る̈́野ࡊや果物、ݟたり育てたりして しָむՖなど、人々
の生活に身ۙなԂ芸作物を研究対としている。
ओな研究目的ɿ

①ऩ֭物のຯや֎観、機能性を向上させる技術の開発。
② 生理生態的ಛ性を生かして、ै དྷはऩ֭できなかった時期に生産を行

う技術の開発。
③Թஆ化に対応するストレスにڧいԂ芸作物の開発。
④環境に༏しく、生産コストをえる培方法の開発。

ओな研究手法ɿ
①Ԃ芸作物の成に関わる߬素、Ҩࢠの解ੳ。
②Ԃ芸作物の成にదした培環境݅の解ੳ。

Ԃܳ学
Laboratory of Horticultural Science

Physiological and morphological analysis of the processes determining 
crop yield is being conducted, especially focusing on rice and soybean. 
Major research subjects are as follows:
1. Evaluation of crop productivity in farmers’ field in Japan and Southeast 

Asia,
2. Utilizing simulation model and remote sensing for crop production,
3. Studies on Soil-Plant- Atmosphere relations,
4. Morphological and physiological mechanisms regulating pre-germina-

tion flooding tolerance of soybean seed.
5. Agricultural reconstruction activities in Fukushima

イネやダイズなどの人間の食料や工業ݪ料となる作物を研究対とし、
その生理的・生態的なಛ性の解明を通じて種改ྑの提Ҋやऩྔ૿Ճ、
生産技術の改 をྑ目指している。研究手法は、作物体מりऔり調査、物質
生産動態解ੳ、機器を用いた生理・生態的ॾಛ性のଌ定、体内成分の分
ੳなどであるが、リϞートセンシングやシミュレーションϞデルのར用にもऔり
組Μでいる。研究ะ場やポット培で生育させた作物の΄か、実農Ոะ場
での調査も行い、ւ֎のフィールドでの活動もੵۃ的に行っている。

学࡞
Laboratory of Crop Science

Our research is focused on understanding the characteristics and gen-
esis of various soils, including "Andisol," which is widely distributed in the 
Tohoku region, to maintain and improve safe food production, to preserve 
the agricultural environment, and to mitigate climate change. Based on 
research on soil-plant interactions, we are investigating the dynamics of 
essential elements such as sulfur, manganese, silicate, phosphorus, and 
nitrogen in agricultural ecosystems, and risk reduction of toxic elements 
such as cadmium and arsenic. We also focus on the biological commu-
nities that drive nutrient dynamics in soils, and studies their diversity and 
relationship to soil fertility.

東北方に広く分している「ࠇϘク」をはじめとした、さまざまな
のಛ性や生成ա程を理解し、安全な食ྐ生産のҡ持・向上、農業環境の
อ全やީؾม動の؇和につながる研究をおこなっている。ʵ২物૬
、ࢎ作用の研究を基礎に置き、農業生態系におけるེԫやマンΨン、ケイޓ
リン、素などの養分動態解明、およびカドミムやώ素など有元素のリ
スクݮの研究を進めている。また、中の養分動態をۦ動する生物
。にண目し、それらの多༷性やංཊ度との関連性を研究しているू܈

ཱ学
Laboratory of Soil Science

ඒຯしくて健康にྑい果実の研究と開発
Research and development of sweet and healthy fruits

ౡݝԬொにおけるഴ類の培実験の෩。ܠ培できる作物のબࢶを૿やし、ಛ産の産出を
うૂ。

Wheat and barley cultivation experiments in Tomioka, Fukushima. We aim to increase the choices of
crops and produce local specialties.

PIN1 PIN2
V-PPase

Antiabscission

Sugar
Aux

Cell division

PIN2
Sugar metabolism

Cell death
V-PPase

Ethylene ABA

metabolism
Sink activity

Sugar

PIN1PIN1PIN1PIN1PIN1PIN1PIN1 PIN2
V-

PIN1PIN1PIN1PIN1

水ాにおける水Ҵのེԫܽ
Sulfur deficiency in rice

農学部01_⏕≀⏕⏘⛉学ᑓᨷ_四[13-24].indd   15 2023/06/08   �:50:51



16

Using rice and Brassica plants as the main experimental materials, we study 
the molecular mechanisms of plant reproductive systems by analyzing the genes 
participating in pollination and fertilization processes. We also attempt the devel-
opment of a novel breeding technique by DNA polymorphism analysis of genes. 
Additionally, for the first time in the world, we have determined the nucleotide se-
quence of the genome and have revealed the genome-wide SNPs of a large num-
ber of radish accessions in the world. In this laboratory, a lot of Brassica plants 
and related species are preserved as genetic resources and used for research.
1. Molecular genetic studies on self-incompatibility in Brassica
2. Study on tolerance genes to environmental stresses in rice and Brassica crops
3. Genome studies on Brassica crops for breeding and genetics

イネとアブラφ科২物をओな研究材料として、Ҩࢠとその機能に関す
る基礎研究とҨࢠมҟ解ੳによる育種技術の開発を行なっている。ओ
ཁな研究課題は、
①২物の生৩機構の分ࢠҨ学的研究
②イネおよびアブラφ類の環境ストレス性Ҩࢠの解ੳ
③アブラφ科作物のήノム研究
の3つである。①ではಛに、自Ո不和合性に関わるҨࢠの研究を行い、

そのมҟ機構や多༷性を明らかにしてきた。また、イネやアブラφ類の
種間の多数のS/Psを同定し、これらをマーカーとしてイネのྫྷ性やアブ
ラφ類のԘ性ݪҼҨࢠの同定を進めている。また、ダイコンにおいて、
世界に先ۦけてήノムԘ基配ྻを決定し、さらに世界のダイコンのήノム
ཏ的S/Pを明らかにしている。本研究室ではさらにアブラφ科作物とۙ
ԑ種をҨ資源として多数อ存し、研究にར用している。

২Ҩҭछ学
Laboratory of Plant #reeding and Genetics

In the field, plants are often attacked by several kinds of pathogens: phytopatho-
genic fungi, bacteria and viruses, causing severe losses in the yield of crop. In order 
to protect the plants against pathogen infection, it is very important to investigate 
plant-pathogens interactions at the molecular level and control the diseases in plants.
For better understanding them, we are currently studying on
1. plant immune system against fungal and viral pathogens, 
2. signal  transduction  pathway conferring R-gene-mediated resistance to the patho-

gens,
3. molecular  mechanism for symptom expression in pathogen-infected host plants,
4. evolution mechanisms of pathogens.

The chemical factors which regulate the host selection behav-
ior of phytophagous insects have been investigated. Influence of 
light on the physiology of insects has also been investigated.
1. Feeding and oviposition stimulants for phytophagous insects.
2. Host-finding mechanism of coleopteran phytophagous in-

sects.
3. Olfactory responses of phytophagous insects to plant vola-

tiles.
4. Attractants and repellents to stored product insects.
5. Lethal effects of short-wavelength visible light (blue light) on 

insects.

২物は自然界において༷々なපݪඍ生物（ࢳ状ە、バクテリア、イルス等）の攻ܸ
にさらされており、これによるපは農作物の生産にも大きなඃを与えている。これら
පݪඍ生物のײછから২物をอޢしていくためには、২物ʵඍ生物間の૬ޓ作用を
分ࢠレϕルで研究し、これを応用して২物පの発පϝカニズムを制ޚすることがඇ常
にॏཁとなっている。われわれの研究室では、২物イルスප（キュリϞβイクイルス）、
性߅根こぶපなどを題材とし、①২物のපࡊප（いもちප）、アブラφ科野ە状ࢳ
の分ࢠ機構、②২物のප応のシグφル達機構、③පݪඍ生物のײછઓུの
分ࢠ機構、④පݪඍ生物の進化機構について研究を進めている。

ࠛの多くは২物をӤ（دओ）として成することや、ある種のࠛはポリ
ネーターとして২物のՖคഔ介を行なうなど、ࠛ と২物には૬ޓに密
な関係がある。このようなഎܠのもと、本研究室ではࠛの行動を制ޚす
るアレロケミクスに関する化学生態学的研究を行なっている。ओな研究内
容は、のدओ২物୳ࡧ・બ行動に関与する機能解ੳが中
心で、とくに২物の化学Ҽࢠに対する農業やஷࠄのᄿ
覚・ຯ覚応の解明や、২物のに対する߅性機構の解明
などの研究を行なっている。

また、ࠛ の行動や生理応は、ޫ に大きなӨڹをडける。そこで、本
研究室が発ݟした੨৭ޫのࡴ効果を中心に、ޫ がࠛの生理機能に
与えるӨڹを解ੳするとともに、それをར用したޫによる新たなআ技
術の開発も行っている。

২පཧ学
Laboratory of Plant Pathology

Ԡ༻ࠛ学
Laboratory of Applied Entomology
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イネ（a）とアブラφ（b）のՖ、およびアブラφのப಄でՖคが৳びている༷ࢠ	c

Flowers of rice 	a
 and Brassica species 	b
. Elongation of pollen tubes into stigma tissues in Brassica 	c


Aɿ cucumber mosaic virus（CM7）ײછシロイψφズφ༿におけるہ部յࢮපൗ。
BɿCM7 のిݦࢠඍࣸڸਅ。
Cɿޫܬタンύク質Ҩࢠで標識したCM7 の確的な分
Dɿイネいもちපのපൗ。
Eɿいもちපەがイネのࡉ๔に৵ೖしている༷ࢠ。
A:  -ocal necrotic lesions in Cucumber mosaic virus 	CM7
-infected leaf of

Arabidopsis thaliana .
B: 7irion of CM7.
C:  Stochastic separation of viral genomes labeled with two different fluorescent

proteins.
D: Rice blast lesion.
E: )yphal invasion of Magnaporthe oryzae to leaf sheath of rice.

（ࣸਅࠨ）イνΰϋムシ前٭先端અのిࣸݦਅ。ϋムシは٭の先端でຯを認識できる。
（ࣸਅӈ）੨৭ޫরࣹによりகࢮしたショジョバエ。੨৭ޫにはࡴ効果がある。

-eft: Tarsus of strawberry leaf beetle: -eaf beetles can discriminate gustatory substances by the tarsus.
Right: Drosophila melanogaster killed by the irradiation of blue light
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We conduct forest molecular ecology research for the conservation 
of species and genetic diversity of world forest plants and endangered 
species. We are also studying forest microbes, including their community 
structure, distribution, relationship with climate change, and interaction 
with other organisms. Through these efforts, we aim to understand the 
ecology and diversity of living organisms left in the world and build the 
next generation that coexists with its richness.

世界の林২物・ઈ໓ةዧ種を対として、それらの種多༷性・Ҩ的
多༷性のอ全を目的とした林分ࢠ生態学的研究を行っている。また、
林ඍ生物を対として、それらのू܈構造・分・ީؾม動との関係・ଞ生
物との૬ޓ作用などを研究している。これらにより、世界にされた生物の
生態と多༷性を理解し、その豊かさと共生する次世の構ஙを目指している。

ྛੜଶ学
Laboratory of Forest Ecology

We have been studying plant functions associated with environmental 
adaptation and biotechnological application to agriculture, especially 
molecular mechanisms concerning plant productivity and breakthrough 
of molecular farming, to solve the global problems of food and energy 
shortages, as well as environmental threats. We are now focusing on the 
following projects in rice.
1. Molecular analysis of pollen development in conjunction with mitochon-

dria exemplified by cytoplasmic male-sterility and fertility restoration.
2. Molecular breeding of transgenic plants with novel characteristics and 

their biotechnological and environmental studies.
3. Development of novel plant biotechnological techniques.

4. Studies on plant cell agricul-
ture to achieve food produc-
tion using cell culture tech-
niques.

バイオテクノロジーをۦしながら、২物の環境ద応に関わるҨࢠに
目し、২物がでる不思ٞな生命現の組Έを解明し、それらのใ
をར用して有用ܗ質を与した新しいバイテク作物の開発研究を行ってい
る。২物生理学・২物ࡉ๔分ࢠ生物学・২物分ࢠҨ学・২物Ҩࢠ工
学・২物分ࢠ育種学などを含む領域ԣ断的分野で、基礎から応用まで২
物の広範ғな分野で新たな技術を用いた研究開発をѻっている。۩体的
にはイネを材料にして次のような研究・教育を行っている。

（1）Ֆค発達とミトコンドリアの環境ద応に関する分ࢠҨ学的研究
（2）有用ܗ質を与したバイテク২物の開発
（3）新たな২物Ҩࢠ工学技術の開発
๔農業の研究ࡉ๔培養による食料生産を目指す২物ࡉ （4）

学దԠ২ڥ
Laboratory of Environmental Plant #iotechnology

We study about reproductive and developmental biology of mammal 
(cattle, pig and mouse), and we also focus on improvement of reproduc-
tive and developmental engineering methods. We research about
(1) Mechanism of mammalian spermatogenesis and spermiogenesis.
(2) Controls of mammalian sperm functions. 
(3) Mechanism of fertilization and the early development. 
(4) Generation of novel experimental animals by genome editing.
(5) Effects on reproduction and development induced by early exposure 

of environmental chemicals.

生৩ࡉ๔とは、動物の体の中で、次世個体に発生する能力を有する
།Ұのࡉ๔種であり、産業動物の生産にܽかせないॏཁな研究対であ
る。動物生৩科学分野では、Ոசを含む΄ೕ動物（シ、ブタ、マスなど）
をओな対として、動物の体の中でະ分化な生৩ࡉ๔が機能的な配ࢠۮ

（ਫ਼ࢠとཛࢠ）へと分化・成熟する機構、配ࢠۮが有するήノム・エピήノ

ムใが次世個体へわる機構、さらには環境化学物質が配ܗࢠۮ成
や次世個体の発生・発達へと及΅すӨڹを解明し、これらの知ݟを産業
動物の生産の効化に応用することを目指して、ܗ態学、生化学、分ࢠ生
物学、さらにҰ部の個体表現型解ੳについては行動学的手法をར用して、
研究にऔり組Μでいる。

ಈੜ৩科学
Laboratory of Animal Reproduction and Development

「おコϝちΌΜ」ओな研究材料のイネとD/Aを
Ϟνーフにした当分野のマスコットキϟラクター
A mascot character of our laboratory, Oh-
,ome-chan, which represents a rice grain
and D/A double helix. Oh-,ome-chan means
“rice-child” in +apanese.

インドネシアのଳ林における調査（ࠨ）
（ӈ）林内のࢮރを分解するە類
（-eft）Field survey in tropical forests of Indonesia
（Right）Wood decay fungi that decompose dead trees in the forest

A. シਫ਼ࢠにおけるCatSper1の発現（）
B. マスਫ਼ࡉԣ断面におけるSO99の発現（）
A. -ocalization of CatSper1 in bovine sperm（green）.
B.  SO99 expression of mouse seminiferous tubule

cross-section（green）.
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The aim of animal breeding and genetics is to efficiently im-
prove the genetic performance of domesticated animals such 
as livestock, experimental animals, et al. To achieve this, we 
have been studying the genetic evaluation and breeding strat-
egies mainly for pigs and beef cattle. Our research subjects 
are as follows:
1. Theoretical study on restricted selection to achieve desired 

genetic changes.
2. Genetic evaluation criteria for reproduction, meat quality, 

and feed efficiency in pigs.
3. Genetic improvement for reproduction and meat produc-

tion in Wagyu.
4. Genetic evaluation using information on genomic markers 

in cattle and pigs.

食料生産のためのՈசから導ݘやコンύニオンアニマルに至るまで、
人類にとって有用なܗ質を持つ動物のҨ的能力をબൈによってより有
ӹな方向に導くことʕʕこれがࢲたち動物Ҩ育種学の研究に携わる者
の命である。そのために本研究室では、①Ոசの育種改ྑを効的に

進めるための育種理論の開発、②ブタのൟ৩性、質およびࣂ料ར用性
のҨ的能力における評価指標の開発、③和ڇにおけるൟ৩能力および
産能力の育種改ྑに関する研究、④ήノムใをར活用したブタおよび
シにおけるҨ的能力評価手法の開発、などにऔり組Μでいる。

ಈҨҭछ学
Laboratory of Animal #reeding and Genetics

The ruminant uses effectively the volatile 
fatty acid produced by the microbes 
which live in the rumen as main energy 
sources. Broad research works have 
been continuing on physiology of the 
ruminant, particularly on the mechanisms 
of the digestive, metabolic and endocrine 
systems. At present, we are studying on
1. Development of the digestive and en-

docrine systems around weaning time,
2. The physiology function on metabo-

lism, lactation, growth, and fattening,
3. Technology to reduce the emission of 

greenhouse gases such as methane

ᢸ動物は、前ң内にଉするඍ生物によって生産されるش発性ࢷ
をओཁなエネルギー源として効果的にར用している。やミルクなどのྑࢎ
質の食ྐを生産するᢸ動物のফ化・ ・ँ内分ൻなどのॾ機能のಛ
をਫ਼査し、その生物学的意義を解明するために、以下のようなテーマで、個

体から分ࢠレϕルまでの幅広い研究を体系的に行っている。
機構ޚの生理機能の発達とその制ڇ①
②ँ、ൻೕ、成、ං育に関与する生理機能調અ機構
③ϝタンなどの環境ෛՙ物質のഉ出制技術技術

ಈੜཧ科学
Laboratory of Animal Physiology

Our laboratory investigates nutritional characteristics and regulation of 
the metabolic, physiological and immune functions in domestic animals. 
Our studies have provided the evidence that nutrients, such as amino 
acids, vitamins, polyphenol, etc., have novel potency to improve the me-
tabolism in gene expression, organelles, cells, and whole bodies, and the 
results are applied the animal production in animal farms.
1. Biochemical and physiological functions of nutrients in domestic ani-

mals.
2. Characterization of nutritional metabolism in skeletal muscle, liver and 

immune organs of domestic animals.
3. Identification of nutrients to improve and prevent the decrees of pro-

ductivity under physiological/pathological stress condition.
4. Modification of omics and flux balance analysis for farm animals.
5. Application of novel animal feeding and management technics in ani-

mal farms.

Ոச・Ոۑのӫ養ँ機構のಛを解明するとともに、アミノࢎやϏタミ
ン類、ポリフΣノール類などのӫ養素の機能性を、個体・ࡉ๔・オルΨネラ・
Ҩࢠのレϕルで解ੳし、生産に応用する研究を行っている。
①各種ӫ養素のӫ養生化学的ಛ性およびँ動態の解ੳ

②ニϫトリのࠎ格ے、؊ଁ、໔Ӹ担当器におけるӫ養生理ँ解ੳ
③環境ストレスݮや໔Ӹシステム向上を担うӫ養素のࡧݕ
④オミックス解ੳやँフラックス解ੳの応用
ᶇ有効なࣂ養理技術の生産現場における実ূ

ಈӫཆੜԽ学
Laboratory of Animal Nutrition
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ಲロースと質分ੳ（やわらかさのଌ定）
Pork loin muscle and meat quality（tenderness）measurement

ᄡೕ試験中のڇࢠ
A calf in a suckling experiment

ං育試験中の和ڇ
+apanese Black cattle in a fattening experiment

ೕڇの育成（ࠨ）ڇとブロイラーώφ（ӈ）
それͧれの動物で必ཁなࣂ料がҟなる
Dairy calves（left）and broiler chick（right）
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動物の発育ա程における、組織およびࡉ๔の機能ܗ態ม化を理解する
ための基礎研究を通して、安定したՈச・Ոۑ生産を可能にするためのச
産学研究を行っている。ಛに、খ動物Ϟデルもۦした໔Ӹଁ器の機能
およびܗ態ܗ成に関する分ࢠプロセスを理解するための研究を通して、動
物の໔Ӹ機能ڧ化を可能にする分ࢠ標的のಛ定を目指している。ڇ、ಲ、
ܲの೪ບ組織に発達する໔Ӹ機構（೪ບ໔Ӹ）を研究の対とすることで、
産業動物の೪ບײછ（ ɿྫೕԌや下ཀྵ）を༧するための໔Ӹઓུ
を、೪ບ組織の໔Ӹࡉ๔およびଁ器を標的として構ஙすることを目的とし
ている。

動物生産科学の基礎的知識の上に、生物化学、ӫ養化学、ඍ生物学、
Ҩࢠ工学、໔Ӹ学、食分ੳ化学、食Ճ工学などの広範な知識を応
用して、ೕ・・ཛを高度ར用するための研究を行っている。これまでに、動
物生産物中の機能性の高い有効成分を୳ࡧし、化学的や߬素的に༠導
することで、食等への有効ར用を目指した研究を行ってきたが、最ۙでは、

Ϥーグルトなどのೕにར用可能なೕەࢎやϏフィズスەを表とする
プロバイオティクスや（ポスト）イムノバイオティクスの໔Ӹ調અ機能性に
目し、そのಛҟ的機能性Ҽࢠと໔Ӹ調અ機構の解明を通して、新規໔Ӹ
機能性食・ࣂ料等への有効ར用を目指している。農学研究科の基本で
ある「食」と健康科学に興ຯのある方は、ੋ ඇҰॹに研究しましΐう。

ಈػܗଶ学
Laboratory of Animal Functional .orphology

ಈ৯ػ学
Laboratory of Animal Food Function

Animals including human beings live their healthy life through an inter-
action with microorganisms, particularly commensal bacteria. Advances 
in the healthcare technology and living environment are based on the 
life-science research of bacteria. The mechanism of bacterial life cycle 
and their living systems are the most profoundly understood among all 
living creatures. However, strategies of bacteria to cope with the envi-
ronmental stress are still unknown. Our laboratory is interested in the 
bacterial metabolism and genetic systems to understand their responses 
to the environmental stresses including antibiotics, host-parasite interac-
tion, and nutrient (amino acids) starvation. Profound understanding of the 
bacterial life system helps development of the ways to control pathogenic 
bacteria.

զ ώ々トは༷ な々ඍ生物との૬ޓ作用を通して健康な生活をӦΜでいる。
生命科学領域の発展はҩྍ技術の進าや生活環境の改善等に大きくد
与してきた。この進展をࢧえてきた学問的基盤の全てはඍ生物、なかでも
組Έの理を対とした研究に端を発している。しかしながら、生きるەࡉ
解が最も進Μでいるەࡉですら、ࠁ と々ม化する環境（֎部環境ストレスなど）

にԿに対応して生きりをਤっているか、そのઓུのৄࡉは分かってい
ない。動物ඍ生物学の研究室ではこのەࡉの生きる組Έ、ಛに߅生物
質やӫ養ٌծなどの環境ストレスに対するەࡉの応システムについての
基礎的な研究から、පݪඍ生物制ޚを目指した基礎と応用研究を行っている。

ಈඍੜ学
Laboratory of Animal .icrobiology

Our research focuses on understanding the functional and structural 
maturation of tissues and cells during the process of animal development 
to contribute to animal science for improving the livestock and poultry 
productivity. In particular, our interest is to understand the molecular pro-
cesses of functional and structural formation in immune organs to identify 
target molecules that enhance immune activity in animals. Specifically, 
the aim of our research is to establish an immune strategy that protects 
livestock and poultry from mucosal infectious diseases (e.g., mastitis and 
diarrhea) by activating the immune system in mucosal tissues.

Our research interests include functions of animal products (milk, meat and eggs) 
with emphasis on probiotic and (Post) immunobiotic properties of lactic acid bacteria 
(LAB) and bifidobacteria, which are studied from the perspectives of food science, ap-
plied microbiology, and food & feed immunology.
1. Development of (Post) immunobiotic assay system for humans and animals by using 

intestinal epithelial cells
2. Screening of beneficail immunobiotic strains with adhesive activity to intestinal muco-

sa and immunoregulatory abilities by using originally developed immunobiotic assay 
systems

3. Culture-dependent and -independent approach to study interaction between human 
& animal gut microbiota and immunobiotic strains.

4. Functional analysis of immunogenics derived from immunobiotics
5. Application of immunobiotics/immunosynbiotics for physiologically functional foods 

and feeds

ύイエル൘に発達する݂（）およびリンύ（）
Blood vessel 	red
 and lymph vessel 	green
 developed in Peyer’s patches

分野のミッション
Mission of our laboratory

クリーンϕンν内でのەࡉのແૢە作
Aseptic procedure by using a clean bench
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This laboratory has been studying various aspects of land ecosystems, 
especially focusing on herbivores production (cattle and sheep) by graz-
ing. The aim of the studies is to perform the fundamental and applied re-
searches in order to establish the effective and highly productive system 
with due considerations to animal welfare, environmental conservation 
and biodiversity.
Main themes are as follows;
1. Studies of relationships among soil / microorganism, plant and animal 

in grazing land
2. Physiology of plants and animals in the grazing production
3. Behavior and welfare of herbivores

持ଓ的で倫理的なۙະདྷ型の์生産技術の構ஙを目指し、そのため
の基礎的及び応用的研究を行っている。์では、自生する野、
種された、さらには自生する本といった২物が生え、その上でシ、ώ
πジあるいはブタがࣂ育され、同時に野生動物が生活している。このような
多༷な生態系の中で、২物同士、動物同士および২物ʵ動物間の関係を、
生態学的（個体、個体ܠ、܈観レϕル）および動物行動学的（個体、܈レ
ϕル）に研究している。やೕを安価に大ྔ生産するプロダクトॏ視のச

産技術から٫し、์ 生態系が持つ物質॥環や生物多༷性の機能
をॏ視し、さらには生態系อ全や動物ࢱといった倫理性のある生産プロ
セスをॏ視した์生産技術の構ஙが目標である。

ʵಈੜ࢈ੜଶ学
Laboratory of Grassland-Animal Production and Ecology

Animals including human beings have spent their healthy lives using circulating 
bioresources smartly through interactions with microbes. However, pandemic outbreak 
of infectious diseases, collapse of food safety, environmental pollution, and energy de-
pletion have happened, once the circulating bioresource system has been interrupted.

Our mission is to solve disorder of animal condition or environmental hygiene 
caused by the microbes from the veterinary and microbiological viewpoints. Our 
research subjects are as follows. Elucidation of mechanisms of infection, growth, 
dormant infection, severity, microbe disruption by immune cells for protozoal, viral, and 
zoonotic infectious diseases; development of antimicrobial drugs using carbohydrate, 
peptide, metal nanoparticle; molecular epidemiology using genomes of protozoa and 
its symbiotic virus; establishment of animal waste treatment/recycle system by com-
posting and methane production; development of a new microbial fuel battery with low 
environmental burden.

ώトを含めた動物は、ඍ生物との૬ޓ作用の中で॥環する資源をΈに
ར用することで、健全な生活をӦΜできた。しかし、ͻとたびこの資源॥環
システムがः断されると、ײછのຮԆ、食の安全性の่յ、環境Ԛછ、
エネルギーのׇރ等のॾ問題が発生してきた。

本分野では、これらのඍ生物がもたらす動物のප態や環境Ӵ生のҟ常
等のॾ問題に対して、् ҩ学、ඍ生物学の視点から解決を目指す。۩体

的には、ݪ、イルス、人्共通ײછ性のපݪ体のײછ、૿ ৩、જ෬ײ
છ、ॏ化、໔Ӹ制ࡉޚ๔によるඍ生物ഁյの各機構の解明、、ϖ
プνド、ۚ 属φノཻࢠを用いたײ߅છༀの開発、ݪ及び共生イルス
を用いた分ࢠӸ学解ੳ、有機性ഇغ物のコンポスト化・ϝタン化による資
源॥環システムの構ங、環境ෛՙの新たなඍ生物೩料ిの開発等
を行っている。

ಈڥཧ学
Laboratory of Sustainable Animal Environment

We utilize various marine invertebrates as seafood with high commercial value. There has 
been a growing demand for the aquaculture production of several marine invertebrates by 
developing efficient methods in seed production, seedling release program, and aquaculture 
farming. In marine invertebrates, aquaculture technologies to control the sex and maturity 
will be a valuable tool to maintain sustainable production and produce high market value 
as seafood. Our laboratory aims to elucidate the reproductive mechanisms in bivalves and 
sea urchins and apply the basic knowledge to develop a new aquaculture industry as they 
are commercially important species in northern Japan. In our running research projects for 
bivalves, we investigate reproduction technology using cell culture, gene engineering, and 
genome editing to uncover gene functions involved in sex differentiation, maturation, and 
germline stem cell maintenance. For sea urchins, we are developing the technique of matu-
ration control to improve the size and quality of gonads, the edible part of the sea urchin.

ւ産ແ動物には産業価値の高い有用種が多く含まれ、ۙ 年はそれ
らの૿養৩（種බ生産、์ 流、養৩）に対するཁ望が高まっている。対
動物の性や成熟を制ޚする技術があれ、安定して次世を得られるうえ、
ӈする場合には高質な個体を育てるにもࠨ༤や成熟度が価値をࣁ
役立つ。当研究室では、北本でړ獲ྔおよび養৩生産ྔが多いೋຕ
類やニ類を対として、生৩機構を組織・ࡉ๔・分ࢠのレϕルで解き明
かし、高度な૿養৩技術に応用することを目指している。ೋຕでは、生

৩機構に関与するҨࢠの機能を解明して性౷ޚ技術を開発することを
目標として、Ҩࢠ導ೖやήノム編ूを用いた生৩工学技術の研究を行っ
ている。ニでは、可食部である生৩の質とྔを向上させるࣂ育手法の
開発を目指し、成熟制ޚに関する研究を行っている。

ਫݍಈੜཧ学
Laboratory of ARuaculture #iology
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多༷な২生下における์ڇのར用とઁ食行動の調査
An investigation of land use and grazing behavior of cattle in a diverse vegetation

（ࣸਅࠨ）クリプトスポリジムのオーシストの割断面のిݦࢠඍڸ像
（ࣸਅӈ）ϝタン発߬で活躍するඍ生物

-eft: Intracellular structures of Cryptosporidium parvum oocyst.
Right: Bacteria and archaea in the anaerobic digested reactor.

ϗタテΨイは1ྸࡀで性分化しࣁ༤ൺが1ɿ1となる。またཌ年以߱は性సがىこ
らない。
The :esso scallop sexually differentiates at one year old with a sex ratio of
approximately 1:1, and no sex reversal occurs after the following year.
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For the major goal of effective utilization of aquatic bioresources, we promote both 
basic and applied research, not only to elucidate the metabolism and functions of 
aquatic organisms but also to develop new industrial and pharmaceutical materials. 
We have been focusing on the chemical analysis of nutrients and components in ma-
rine organisms, maintenance, and improvement of freshness and quality of fish and 
shellfish. In addition, we have been studying the application of advanced technologies, 
such as synchrotron radiation, in the quality assessment of seafood products. We 
also evaluate the functional components of marine organisms (i.e., anti-oxidative and 
anti-allergic components), and the effects of environmental stress on the biochemical 
features of fish. We have been promoting research to utilize our limited marine re-
sources effectively as new industrial materials, pharmaceutical materials, and bioactive 
ingredients with the ultimate aim of contributing to the survival and welfare of mankind.

「ւのܙΈの有効ར用」を大きな目標に、基礎および応用研究を進めて
いる。研究対はඍ生物から動২物に至る多༷な水産生物で、それらのタ
ンύク質、ࢷ質、質、ແ機質、エキス成分、৭素およびϏタミン、各種健
康機能性成分など、種々の化学成分の組成、ँ、機能などの解明、新
規有用成分の発ݟと生理作用の解明などの研究を進めている。さらに水
産物の質評価について、์ ࣹޫなどの先端技術の応用にもऔり組Μで
いる。水産物は多༷な有用成分を含むので多面的な食機能をซせ持つ

が、その用్は食に限らない。新規の工業ݪ料、ҩༀݪ料、生理活
性成分として広く社会に役立つಓをくための研究を推進しており、人類
の生存とࢱに貢献することを究ۃの目的とする。

ਫݯࢿ࢈Խ学
Laboratory of .arine #iochemistry

Fisheries resources can be regenerated and be permanently yielded in 
the future if properly managed. Since stock size fluctuates due to environ-
mental changes and fishing pressure, the stock fluctuation pattern and 
fluctuation mechanism vary by species. In order to improve management 
measures for these fishery resources, it is necessary to understand the 
life history of each species and the biological production mechanism of 
the habitat.

In our laboratory, we mainly focus on coastal sea, and research life 
history that regulates the mechanism of biological production, interspe-
cies relationships with other species, relationships with environmental 
conditions, and responses to fishing pressure. In addition to field survey, 
we utilize advanced research technologies including otolith observation, 
otolith chemistry and environmental DNA analysis.

ਫݯࢿ࢈ੜଶ学
Laboratory of Fisheries #iology and Ecology

In subtidal rocky communities, kelp and fucoid forests 
have relatively high levels of primary production, of which 
productivities exceed those of tropical forests. These for-
ests also include myriad associated biota and collectively 
act as one of the most diverse and productive ecosystem 
in the world. For preservation of high productivity and 
sustainable fishery production in subtidal rocky commu-
nities, our studies focus on
1. species interaction between benthic herbivores and 

marine algae
2. photosynthesis and nutrient uptake of marine algae 

and
3. production and population dynamics of benthic her-

bivores and marine algae, leading to development of 
marine forestation and cultivation technologies.

沿ؠ؛域は、その面ੵがւ༸全体のわͣか0.1�にす͗ ない。しかし、
୯位面ੵあたりの生産力はଳӍ林の1ʙ5ഒとۃめて高く、ւ༸全体の
10�以上に及Μでいる。この高い生産力はコンブやϗンダϫラの間の
大ܗなւ܈མが担っており、多༷な生物૬からなる独自の生態系をࢧえ

ている。本分野では、沿ؠ؛域における高い生産力をҡ持し、Ӭଓ的な
生態系を構成するւと২ؠ؛業生産の場としてอ全するため、沿ړ
食動物の種間૬ޓ作用、生物生産機構、個体܈動態、ू܈生態学を総
合的に教育、研究する。そして、新たな場造成や養৩技術の創成をਤる。

ਫݍ২ੜଶ学
Laboratory of .arine Plant Ecology

水産資源は自己ߋ新的であるため、దに理をすれকདྷにわたっ
てӬଓ的なར用が可能である。資源のྔは環境ม化やړ獲ѹによってม
動するため、資源ม動ύターンとม動ϝカニズムは生物種によって༷々であ
る。これらړ業資源の理方策をݕ討するためには、それͧれの生物種の
生活࢙、および生ଉ環境の生物生産機構の解明が基盤となる。

本研究室では、ओに沿؛域を対として、生物生産の組Έを規定す

る生活࢙、ଞの生物種との種間関係、環境݅との関係、ړ業のѹ力に
対する応などについての研究を行ってる。フィールド調査、ࢢ場調査、
ધ調査にՃえて、ࣖ ੴの観・分ੳ、環境D/A分ੳを含めた先端研究技
術をۦする。そしてそれらをもとに、個体数ม動機構の解明と資源理
方策の構ஙにऔり組Μでいる。

水産物をඒຯしく食べるためにʵڕ介類の質分ੳ
質の分ੳࢷによる（GC-MS）ܭɿΨスクロマトグラフʵ質ྔ分ੳࠨ

ӈɿインピーダンスをར用した成分のඇഁյ分ੳ
Analysis of seafood quality
left: -ipid analysis by gas chromatograph-mass spectrometry 	GC-MS

right: /ondestructive and noninvasive analysis of components using a hand-held impedance sensor

調査　ӈɿঁू࠾ɿদౡにおけるマアφΰࠨ で࠾ さूれたスズキのࣖੴബย（20ࡀ）
-eft: Field sampling of conger eel in Matsushima Bay　Right: Otolith section of +apanese seabass（20
years old）caught in Onagawa Bay

:ࠨ :アラϝ場　ӈ ӤҠ動したキタムラサキニࡧམへ܈ϗιϝコンブ
6pper: ,elp forest of Ecklonia bicyclis
-ower: The sea urchin Mesocentrotus nudus migrated to a bed of Saccharina religiosa kelp
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Plankton and other organisms in lower trophic levels are playing an 
important role in establishing, maintaining and altering global environment 
as well as sustaining production of marine ecosystems. We are study-
ing plankton and benthos not only from the view point of sustainable 
resource utilization, but from biological oceanographic interests to clarify 
structure and function of marine ecosystems, and evaluate the effects of 
global warming and natural and anthropogenic disturbances on marine 
ecosystems. Research fields span from nearby coastal area to remote 
oceans such as North Atlantic and Antarctic Oceans, and deep sea. Ma-
jor topics include biology, ecology and molecular ecology of polychaetes 
and microalgae.

プランクトンやϕントスをはじめとする次生産の生物は、ւ༸生態系
の生産をࢧえると同時に、ٿ環境のܗ成、ҡ持、ม動に深く関わっている。
そのためࢲたちの研究室では、ւ༸生物資源のӬଓ的ར用という水産学
的観点からͩ けでなく、ւ༸生態系の構造と機能を解き明かすという生物
ւ༸学的興ຯや、ٿԹஆ化や自然・人ҝ的֧ཚのւ༸生態系へのӨ

。を評価するという応用的な面からもプランクトンやϕントスを研究しているڹ
研究ւ域はঁのようなٶݝの沿؛水域はもとより、ଠฏ༸、大༸、
インド༸、ೆ 域におけるプラン؛ւおよび深ւに及Μでいる。なかでも沿ۃ
クトンやϕントスの生物学、生態学、分ࢠ生態学などの研究で多くの成果
をあげている。

ੜւ༸学
Laboratory of #iological Oceanography

We investigate fish development and growth, and population genetics, 
to contribute to efficient aquaculture. Our research includes, 1) genomic 
and genetic analysis of flatfish development and metamorphosis, and 
developmental genetics and genome editing using experimental model 
systems such as medaka and zebrafish; 2) estimation of genetic param-
eters in quantitative traits in the guppy and its application for aquaculture 
fishes; 3) population structure of charr and southern horse mackerel for 
conservation of their resources; 4) development of efficient methods for 
analysis of biological sequences based on theoretical computer science.

水産૿養৩に役立てるため、ڕ類の発生・成の組Έ、およびू団構
造などについて研究を行っている。۩体的なྫとして、1）ώラϝ・カレイ類の
発生やม態を制ޚする分ࢠϝカニズムについてのήノム・Ҩ学的解ੳと、
ϝダカやθブラフィッシュをϞデルとした発生Ҩ学的・発生工学的な解ੳ、2）
グッピーを用い、体や環境ద応能力などのྔ的ܗ質におけるҨ的ύラ
ϝータ（Ҩや育種価）の推定と産業対種への応用、3）イϫφやೆ方
性アジ類のҨ資源のอ全のためのू団構造の解明、4）生物学的配ྻ
を効よく解ੳするためのࢉܭ手法に関する理論的な研究を行っている。

ւ༸ੜ໋Ҩ情報学
Laboratory of Fish Genetics

Through international marine research endeavors in collaboration with universities, government laboratories, 
museums, aquariums, and fisheries associations, my lab’s mission is to promote inclusive international marine 
sciences at the Graduate School of Agriculture, Faculty of Agriculture here at Tohoku University.
Research topics:
(1) Molecules to examine the expression and function of proteins, and molecular phylogenetics of marine inver-

tebrates.
(2) Cells to understand jellyfish defense and predation, patterns of gametogenesis and reproduction, and the 

ecological function of symbiosis between Cnidaria hosts and their Symbiodiniaceae.
(3) eDNA (Environmental DNA) to identify and monitor marine invertebrates (e.g., venomous jellyfishes and 

commercially important octopuses)

当研究室は、国内֎の大学、機関、博物ؗ、水ؗ、ړ業協同組合と連携し、国際的なւ༸科学を推
進することを目標としている。現ࡏऔり組Μでいるのは、ւ産ແ動物の多༷性と進化に関する研究で、有ಟ
のϋコクラή類、生物指標となるを持ったクラή類、水産業上のॏཁ生物であるタコ類を研究対生物と
している。これらのϞニタリングを通じて、有効な理方策について提ݴし、さらにこれらの生物の資源 とྔ分ύター
ンのม化から生じるॾ問題について༧ଌ・ܰ 。πールを開発している。۩体的な課題を以下に示すࢠ可能とする分ݮ
1） ήノムおよびタンύク質の解ੳを含Μͩマルνオミクスアプローνによる種間系౷の包ׅ的解明
成や生৩ઓུの解明ܗࢠۮ生物学的アプローνによる有ಟクラήの配ࢠ๔分ࡉ （2
3） ւ༸生物の分をϞニターし、কདྷ༧ଌを可能にする環境D/A分ੳπールの研究開発

ւ༸科学ࡍࠃ
Laboratory of International .arine Sciences
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（ӈ）ࢠటの༷࠾とEkman-Birgeによる（ࠨ）టఈのϕントス調査࠭؛ை時によるフランス沿ׯ
Benthos investigation at low tide in France（left）and mud sampling using Ekman-Birge grab sampler（right）

ਤ1　ώラϝのม態ࠨɿ ӈ対শなڕからࠨӈඇ対শなஓڕへ
Fig 1. Flatfish metamorphosis: transition from symmetric to asymmetric body plan

ਤ2　 高Թ性や成のબൈ試験に用いる
グッピー

Fig 2.  Guppy used for model experiments of
selective breeding ਤ3　2本の文ྻࣈのۃ大共通部分ྻのࣙॻॱྻڍ

Fig 3.  Enumerating maximal common subsequences of
two strings in lecoxigraphical order

ਤ2　 野֎でPCR（Bento-ab等）と次世
シーケンス解ੳ（/GS）のポータブル
技術（/anoporeのMinIO/等）を用
いることによって、環境D/Aによる沿
ݕ生態系の生物多༷性をਝに؛
出することが可能。（場所ɿถ国フロー
リダキーズ）

Fig 2. 6sing portable equipment for PCR
（e.g., Bento-ab）and next-generation
sequencing（e.g., /anopore MinIO/）
to rapidly assess coastal ecosystem
biodiversity.（-ocation: Florida ,eys,
6SA）

ਤ1　 コースࡏ学生が、eD/A（環
境D/A）分ੳのために環境か
ら࠾औしたւ水をᖤաしている。

（場所ɿՃໜ水ؗ）
Fig 1.  A student filters water for

eD/A（environmental D/A）
analysis.（-ocation: ,amo
Aquarium）

農学部01_⏕≀⏕⏘⛉学ᑓᨷ_四[13-24].indd   22 2023/06/08   �:50:56



23

ੜ  ੜ ࢈ Պ ֶ ઐ ߈ .AJOR of AGRICULTURAL #IOSCIENCE

35

120�5

206

Ҭܭݯࢿը学
Laboratory of Regional Resource Planning

In many Asian developing countries, the majority of the population is 
still dependent on agriculture. Agricultural and rural development is cru-
cially important to create employment opportunity, to increase income 
and to supply food. The development is, however, constrained by the lack 
of technologies, investment capital, human capital, market institutions 
and many other development resources. Our objective is to undertake a 
comprehensive policy study for the development of agrarian economies 
in Asia. The analytical tools of development economics on agriculture are 
employed and empirical studies based on field research take high priority. 
The fruits of the area studies regarding Asian countries are expected to 
form our noetic basis. Our major research items are as follows;
1. Comparative analysis between Asian countries and Japan regarding 

agricultural policy

2. Economic development and 
its impact in rural area of de-
veloping Asia

3. Distribution system or institu-
tions of agricultural products 
market and the role of agri-
businesses in Asian countries 
and Japan

4. International cooperation for 
Asian countries and the role 
of Japan

本分野では、食料・資源・環境問題の解決をਤるために必ཁな策・制
度のあり方について教育・研究を行っている。アジアに関する「域研究」
の成果と「開発経済学」の分ੳ手法を用いて実ূ的かつ理論的なऔり組
Έをࢤ向している。ओཁな研究課題は以下の4点である。
①農業策に関するアジアॾ国と本とのൺֱ研究
②アジアの開発్上域における経済開発とそのӨڹ

③アジアॾ国と本における農産物流通ࢢ場・制度とアグリϏジネスの役割
④アジアॾ国の国際協力における本の役割

本分野では、食料、資源、環境問題に国境をえた広い視野からऔり組
Έ、学生も発展్上国や先進国の現にෝいて研究を行うことが求
められる。国際協力やアグリϏジネスなどの分野で活躍したい学生のࢀՃ
を求めている。

։発学ࡍࠃ
Laboratory of International Development Studies

This laboratory aims to find balance between biosphere and agricul-
tural society. The main research subjects are as follows: Construction 
of society with harmony of environment and economy and Analysis and 
monitoring of biosphere by remote sensing and geographical information 
science. The Following are the major our research topics.
1. Appropriate allocation and utilization planning of rural village resources
2. Application of geographical information system for rural planning
3. Analysis of remote sensing imagery for crop monitoring
4. Monitoring of coastal area using remote sensing images
5. Integration of information technology and agriculture
6. Post-disaster reconstruction of agriculture

この分野は、社会技術の研究・開発の観点から、農業、農ଜ社会が面
している社会問題の解決を目指す教育・研究にऔり組Μでいる。社会技術
というのは、社会問題を解決するための科学、技術のことで、社会科学と自
然科学を融合した研究分野のことである。ओたる教育・研究内容は、環境
と経済の྆立する社会の構ஙを目指した新たな農ଜ社会システムの構ங、
環境Өڹ評価、リϞートセンシングやGIS による沿؛域を含む複合生態系
やར用等に関するものである。持ଓ可能な農林水産業のためのใ

技術のར用研究にもऔり組Μでいる。

学ࡁܦڥ
Laboratory of Environmental Economics

Most of the environmental problems are caused by human activities. Not only the 
natural science viewpoint but also the socio-economic viewpoint is indispensable for 
the fundamental solution of the environmental problems. We aim to achieve both con-
servation and utilization of the agricultural environment and natural resources by using 
social science approaches such as environmental economics. Through field survey and 
data analysis to understand environmental conservation preferences and technology 
choices, we are exploring better environmental policy design and consensus building.
The current research topics are as follows:
・Study on biodiversity conservation and food supply in agricultural land
・Economic valuation of ecosystem services
・Study for the enhancement of happiness via foods and communication
・Research on management of wildlife-human conflicts
・Comparative study on organic farming development
・Technological and organizational innovation for environmentally friendly agriculture

環境問題の多くは人間活動にىҼしており、環境問題の根本的な解決
には、自然科学的な視点のΈならͣ 、社会経済学的な視点をܽかすことは
できない。本分野では、環境経済学をはじめとする社会科学的なアプロー
νを用い、農業環境や自然環境のอ全とར用の྆立を目指し、教育・研究
にऔり組Μでいる。社会調査やデータ解ੳを通じて、環境อ全に対するબ
好や技術બを明らかにすることで、よりྑ い環境策の制度設ܭや合意
。しているࡧ成のあり方を୳ܗ

۩体的な研究内容は下記の通りである。
・農における生物多༷性のอ全と食料供څに関する研究
・生態系サーϏスの՟ฎ価値評価
・食生活と研究
・野生動物と人の共生研究
・有機農業ৼ興の国際ൺֱ
・環境อ全型農業における技術と組織のイノϕーション

ロώンギϟ民のฉきऔり調査
Rohingyas interview

リϞートセンシングը像の解ੳྫ
An example of remote sensing image analysis

ਤ2　ࢠ供たちによる水ా生物調査
Fig.2  Children’s ecosystem survey on rice

field

ਤ1　ւ֎の有機農業視
Fig.1  Field trip and discussion for organic

rice in the E6
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Ԋ؛ϑΟʔϧυੜੜ࢈学
Laboratory of Integrative ARuatic #iology

Environment around us has been changing as shown in global warm-
ing and deterioration of biodiversity. Under such conditions, how shall we 
conserve the environment which supports food production? Laboratory 
of Environmental Crop Science, located in Kawatabi Field Center, aims at 
development of sustainable crop cultivation technology which is harmo-
nized with environment.

In order to achieve this objective, we are conducting field-based stud-
ies on the interactions between crop production and environment as 
follows. 
1. Productivity and sustainability of organic paddy fields, especially fo-

cusing on winter flooded paddy fields. The influence of winter flooded 
paddy fields on the biodiversity and environment in agroecosystems.

2. Effect of soil amend-
ments to reduce pest 
damage on paddy rice 
without using pesti-
cides.

3. Development of high 
throughput phenotyp-
ing of crop root system.

4. Technology for utilizing 
organic resources for 
resource-recycling ag-
riculture

ٿԹஆ化、生物多༷性の下などのࢲたちをめ͙ る環境は大きくม
化しようとしている。そのような中で、ࢲたちの「食」をࢧえる農業はどうある
べきか。培২物環境科学分野では、大࡚ࢢ໐ࢠԹઘにある複合生態
フィールド教育研究センターを拠点として、「環境にやさしく」、「持ଓ的で」、

「生産性の高い」作物生産システムの構ஙを目指して、次のような研究を
「フィールド」をϕースに進めている。
① 「生きもの」と共生する有機培技術、ಛに「;ΏΈͣたΜ΅」とݺれ

るౙ期に୷水する水Ҵ培技術の生産性とその持ଓ性、そして水ాの
生物૬や環境に及΅すӨڹの解明

② 農ༀによらͣ に水Ҵのපඃをܰݮするための改ྑ資材の効
果の解明

③作物の根系を評価する高効手法の開発
④ 資源॥環型農業のた

めの有機資源の活用

科学ڥഓ২
Laboratory of Environmental Crop Science

Our laboratory offers high quality education to graduate students and the 
opportunity to study and conduct research on various issues from farm to 
fork within the historical context of the Japanese rural village and in compar-
ison with experiences of other nations. As part of the educational training, 
we use basic theory of social science including agricultural economics, 
farm management science and rural sociology with emphasis on people’s 
lifestyles and social and market institutions both domestic and international. 
Our main fields of education and research are as follows:
1. Various issues on world food, agriculture and rural village
2. Development and innovation of farm management
3. Agricultural marketing and rural industrialization
4. History and logic of rural community change
5. Development and creation of sustainable agriculture, agricultural policies

本および先進ॾ国・域を対として、農業生産、Ճ工、流通、ൢ ച、
食料ফඅといったフードシステムに関わるॾ問題や、「農」と「食」の基盤で
ある農ଜのҡ発展に関わるॾ問題について、農業経済学、農業経Ӧ学、
農ଜ社会学など社会科学の基礎理論を踏まえ、ࢢ場、制度、生活༷ࣜ等
の多༷な社会関係や各国ൺ をֱॏ視する視点から教育・研究を行っている。
ओな教育・研究内容は以下のとおりである。

①現世界の食料・農業・農ଜ問題に関する教育・研究
②農業経Ӧ発展とイノϕーションに関する教育・研究
③農産物マーケティング・農ଜ産業化に関する教育・研究
④農ଜ社会ม動のྺ࢙と倫理に関する教育・研究
ᶇ持ଓ可能な農業の構ஙと農業策・制度に関する教育・研究

農ܦۀӦ学
Laboratory of Farm #usiness .anagement and Rural Development

This laboratory is located in the Onagawa Field Center. 
The surrounding Sanriku coastal area, where the Oyashio 
and Kuroshio currents meet, is a highly productive ecosys-
tem and one of the most important fishing grounds in the 
world. Studying the diversity of the coastal environment, 
the diversity of species, the genetic diversity within species, 
and the impact of human activities on these in this area will 
provide fundamental knowledge to elucidate the complex 
production systems in the coastal zone, and will be a guide 
for the conservation and sustainable use of the coastal 
environment. We aim to contribute to the conservation and 
sustainable use of marine living resources by understanding 
the dynamics of the environment and organisms as well as 
the evolution and genetic population structure of marine or-
ganisms in Onagawa Bay and other coastal marine areas.

この研究室は、ঁ フィールドセンターに設置されている。पғのࡾ方沿
成されており、世ܗைが出会うことで、生産性の高い生態系がࠇ域は、ைと؛
界有数のړ場となっている。このエリアにおける沿؛環境ならびに種や種内のҨ
的多༷性、そしてこれらに対する人間活動のӨڹを明らかにすることは、沿؛域

における複ࡶな生産システムを解明するための基礎的知ݟとなり、沿؛環境のอ
全と有効ར用を考える上での指針となる。ࢲたちは、ঁ を含む༷々な沿؛ւ
༸域における物質および生物の動態ならびに沿؛生物種の進化やू団構造を明
らかにし、水産資源のอ全と持ଓ的ར用に対して貢献することを目標としている。
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フィールドセンターのౙ期୷水・有機培水 「ా;ΏΈͣ たΜ̈́ 」
Winter-qooded organic paddy field in ,awatabi Field Center

いち͝ を対としたスマート・フー
ドνΣーン・システム構ஙの実
ܠ業の調査෩ࣄূ
A survey on the demonstration
project of the smart food
chain system for strawberry

ਤ1． ࡾ沿؛ւ域におけるओཁな物理プロセスとঁ生態系の
動向にӨڹを与える༷々なཁҼ

Fig.1.  Some physical processes prevailing along the Sanriku coastal
waters and factors affecting the balance of the Onagawa
coastal ecosystem.

ਤ2． D/A分ੳで明らかになった本沿؛のカレイ類
のҨ的グループ

Fig.2.  Genetic population structure of a qatfish species
along the coastal area of +apanese Archipelago.
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Through application and development research based on university 
seeds regarding the animal mucosal immunology, we will search for ma-
terials (e.g., beneficial microorganisms and metabolites) that improve the 
immune function of mucosal tissues in livestock and poultry, and develop 
strategies to prevent and treat mucosal infections (e.g., diarrhea) in the 
field of animal production.

છの多ײ、の健全育成を可能にすべくۑにཔらないՈச・Ոࡎە߅
発部位であるՈச・Ոۑの೪ບ組織に備わる໔Ӹ機能を向上させるため
の素材（ ɿྫ有用ඍ生物・ँ物）を開発する。また、その社会実装を目的
とした応用ʗ開発ステージの研究を通して、Ոச・Ոۑの೪ບײછ（ ɿྫ
下ཀྵ）を༧・ྍ࣏するための技術を成させる。

農ۀࡦ学ʢ࿈ܞʣ
Laboratory of Agricultural Policy

ಈ೪ບ໔Ӹ学ڞಉ研究࠲ߨ
Animal .ucosal Immunology

The prevalence of undernourishment (hunger) is increasing, and it accounts for 
almost 10% of the global population. Furthermore, it is concerned that climate 
change and other environmental factors cause negative impact on global agricul-
ture and food security. This lecture provides an outline of global food and agricul-
tural production system towards the SDGs as well as global agricultural trends. 
Moreover, it gives careful consideration to agricultural policies in the United Nations/
international organizations, and major countries in order to examine the surround-
ing international circumstances and the direction that Japanese agriculture should 
move towards. We focus on understanding basic characteristics of global food 
security and agricultural policy measures, and improving the ability of global food 
security and policy analysis.

世界では、世界人ޱの΄΅1割に૬当する人々がٌծに しۤΜでおり、
その割合は૿Ճ向にある。また、ީؾม動やそのଞの環境ཁҼが食料
生産やフードセキュリティに与えるѱӨڹがݒ೦されている。本講座では、
世界の食料・農業を踏まえつつ、SDGsをめ͙ る世界の食料・農業問
題の所ࡏをѲするとともに、関係する国連・国際機関の動向やओཁ国の

農業策をݕ しূ、本農業をめ͙ る国際環境とࠓ後の進むべき方向につ
いて考する。۩体的には、世界のフードセキュリティ、策手ஈとその基
本的性格を理解し、世界のフードセキュリティや農業策に関する分ੳ能
力の向上をਤる。

農林水産策研究所があるբが関合同ிࣷ̐ ߸ؗ
Policy Research Institute, Ministry of Agriculture, Forestry
and Fisheries, Government Building /o.4 at ,asumigaseki

ະ

ະ

ະ

ೕो߅体が合成される授ೕ期のೕથ組織
Mammary glands where milk antibodies are produced during lactation
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AGRICULTURAL CHEMISTRY

৯ྉٴͼ༗用物࣭ͦΕΒͷ生物生࢈ʹؔ͢Δߴͳઐڭҭͱ৯ͷόΠΦςΫϊϩδー
Λ活用ͨ͠ಠతͳ࠷ઌͷڀݚΛ͍ͯͬߦΔɻ·ͨɺ৯ྉ༗用物࣭生࢈ʹؔ͢Δٕज़
ֵ৽ʹ͢ݙߩ ɺ͘農学ʹ͓͚Δૅج学ज़分ٴͼ৯造業ༀ業ͷڀݚ։ൃ部
ɺٴࠃͼํ࣏ࣗମͷڀݚݧࢼ࢈業քʹ͓͍ͯɺࡍࠃతͳࢹ͔ΒڀݚՌͷൃ৴ͱ
ࣾձ࣮Ͱ͖ΔਓΛཆ͍ͯ͠ΔɻՃ͑ͯɺόΠΦςΫϊϩδーόΠΦαΠΤϯスͷઌ
ٕज़Λ活用͠৽ͨͳ生物࢈業ͷΛੈքతਫ४ͰਪਐͰ͖ΔਓΛཆ͍ͯ͠Δɻ

The division of Agricultural Chemistry provides speciali[ed education and training 
relevant to biological production systems of foodstu⒎ and other benepcial substances
and conducts leading-edge research on food biotechnology� In order to contribute 
to technological innovation of basic agriculture and the food manufacturing and 
pharmaceutical industries this division actively trains students in e⒎ective Xays 
to disseminate research pndings that can be ground-truthed by governments on 
local and national levels and by industry� 8e are cultivating eYperts in advanced 
biotechnologies and biosciences to be implemented in society to promote the 
creation of a neX departments in bioindustries from an international perspective� 

େ学Ӄ

Graduate School 
of Agricultural 
Science
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The life of humankind depends on the autotrophic abilities of higher plants. At 
present, the plants are being subjected to rapid changes in climate, atmospher-
ic compositions and land use caused by the activities of human societies. To 
coexist with the plants, we need to understand the fundamental responses and 
acclimation of the autotrophic system of higher plants to the global changes.

From these view points, we are studying on environmental responses and 
acclimation of photosynthesis, and utilization of nutrients especially carbon and 
nitrogen, at the levels of the molecular to whole-plant biology.

২物ӫ養学分野では、イネなどのओཁ作物を材料に২物ಛ有の機能、とくに
ޫ合成や素のٵऩ同化、同化産物の体内分配やར用のϝカニズム、それらと
環境との関係を୳ることをϝインテーマとしている。研究は、健全でۉҰな২物を
育てることから࢝まり、༷ 々な手法を用いた研究が展開される。ඇഁյ組織による
クロロフィルޫܬ解ੳ・Ψス交ଌ定などの生理学的手法、GFP ޫܬイϝージン
グ、ి ・๔生物学的手法、タンύク質の分ըࡉの分ըなどの๔খ器ࡉ、観ݦ
ਫ਼・໔Ӹ学的ݕ出などの生化学的手法、ܗ質స体の作出やҨࢠ発現を
調べる分ࢠ生物学的手法、さらにフィールドূݕ試験などである。Կを明らかにす
るかによって研究手ஈがબれ、マニュアルがない場合も多い。作物の生産性
の向上を研究の出ޱ目標としている。

২ӫཆ学
Laboratory of Plant Nutrition

߬ૉԽ学
Laboratory of Enzymology

Functions of eukaryotic genes are governed by the structure of chro-
matin consisting of genome DNA and histones and also by the interaction 
of chromatin with structures in the cell nucleus. These gene regulation 
mechanisms are called as “Epigenetics”. Epigenetics is responsible for 
various biological phenomena, including cell development, differentiation, 
senescence, cancer, diseases. Recently, epigenetics is tried to apply also 
to the field of agriculture. For example, epigenetic mechanisms are inves-
tigated to improve production of agricultural organisms and to evaluate 
functions of food ingredients in human health. We have investigated epi-
genetic mechanisms through analyzing nuclear actin family proteins and 
histone variants.

ࢠੜԽ学
Laboratory of .olecular #iochmistry

Enzymes and proteins maintain our health and life-sustaining ability, 
while they contribute to the diversified biological functions of living organ-
isms, and produce a variety of metabolites in fermented microorganisms. 
Our researches focus on the structure-function relationship and molecular 
evolution of enzymes in specialized biofunctions (Fig. 1) such as snake 
venom (venomics), pearl biomineralization and biosynthesis systems of an-
tibiotics, and also in human diseases (Fig. 2) including Alzheimer’s disease, 
cancer, and Parkinson’s disease to develop new biomaterials and drugs. 
We also develop the modified enzymes or molecular probes such as nitrate 
sensor sNOOOpy, which is applicable to monitor nitrate level in cancer 
cells (Fig. 3). In our laboratory, we determine the structure of enzymes 
using X-ray protein crystallography. We also analyze activities of enzymes 
biochemically or in cells using yeast and mammalian cultured cell lines.

߬素・タンύク質は、ࢲたちの生命・健康をҡ持し、༷ 々な生物の機能に関わり、ඍ生物ँや発߬ա程では༷々な有用物質を
生Έ出している。当分野では、ϔϏಟやਅचバイオミネラリθーション、߅生物質生合成系など「生物のಛघ機能」（ਤ1）、あるい
はアルπϋイマー、؞、ύーキンιンපなどの「࣬ප」（ਤ2）に関わる߬素・タンύク質の構造と機能、分ࢠ進化にண目し、これらの
機能や分ࢠ機構の解明と新たなバイオマテリアルや創ༀへの展開、有用物質生産のための改ม߬素や新規分ࢠプローブ（ਤ3）
の開発研究を行っている。9ઢ݁থ構造解ੳなどタンύク質の立体構造解ੳ、試験内での生化学的手法、マルνオミクス解ੳ、
߬や培養ࡉ๔でのࡉ๔生物学的手法をۦして、߬ 素・タンύク質の構造と機能の૬関を解明する研究・教育を行っている。

D/Aとώストンによって構成されるクロマνンの構造、およびクロマνンと
にॏཁな役割を果たしている。こޚ作用がήノム機能制ޓ๔核との૬ࡉ
のような、クロマνン・ࡉ๔核によるήノム機能制ޚは「エピジΣネティクス」
とよれ、発生・分化・化・࣬ පなどの高次生命現と密に関連しており、
またエピジΣネティクス機構のഁはΨンなどの࣬පをҾきىこす。最ۙでは、
農ச水産物の生産や育種や、食機能性評価にエピジΣネティクスを応
用することも進Μでいる。したがって、エピジΣネティクスの分ࢠ機構を解明し、

人ҝ的な制ޚ方法を୳ࡧすることは、農学・ҩ学・ༀ学分野への幅広い応
用につながる。本分野では、エピジΣネティクス機能の解明とその応用を目
的として、研究を行なっている。

フィールドセンターの「Ҩࢠ組え作物専用ִ΄場 	ִ΄場
 」の全ܠ。当研究室で
は、文部科学および環境লよりୈҰ種用規程のঝ認を得て、ִ ΄場内の開์系水ా	ԫ৭
ҹ
を用し、Ҩࢠ組えイネである「Rubiscoա生産イネ」のऩྔ評価試験を行っている。
A panoramic view of the "Isolated Farm for Genetically Modified Plants 	Isolated Field
" of the 
,awatabi Field Center. In our laboratory, with the approval of “Type 1 6se Regulations” by the 
Ministries of Agriculture, Forestry and Fisheries and of the Environment, we are conducting yield 
evaluation tests of “the transgenic rice overproducing rice" using an experimental paddy field 	yellow
arrows
 in the Isolated Field.

ޚ機能制ࢠ๔核への֊的なD/AऩೲによるҨࡉ
Epigenetic regulation by the hierarchical structures of genome in the cell nucleus

ਤ1ɿ生物のಛघ機能（ϔϏಟ	A
とਅचバイオミネラリθー
ション	B
）に関わる߬素・タンύク質とその高次構造

ਤ2ɿ߬ を用いたЍセクレターθ発現系。ώトЍセクレター
θによるアミロイドЌの生成を、߬ の生育等で評価
できる。

ਤ3ɿώトࡉ؞๔)e-aࡉ๔中のs/OOOpy。経時的にม
化するࡉ๔内のࢎԘೱ度をݕ出できる。

Fig. 1: Enzymes and proteins related to the specialized 
biological functions including snake venom 	A
 and 
biomineralization 	B
, and their 3D structures.

Fig. 2: Amy lo idogenes is  recons t i tu ted  in  yeas t . 
Ѝ-secretase activity was monitored by yeast 
growth and reporter enzymes.

Fig. 3: s/OOOpy in a human cancer cell line, )e-a cell. 
/itrate concentration increasing at intervals.

ਤ1

ਤ2

ਤ3
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Plant productivity depends on both of the carbon gain through photosynthesis and the ni-
trogen acquisition from the soil. Almost all organisms on earth rely on assimilation of inorganic 
substances by plants. Inorganic nitrogen in soil is absorbed by roots and converted into amino 
acids, which are used to synthesize a variety of biomolecules including protein and nucleic 
acids. Plant growth itself is limited by nitrogen availability; however, excessive levels of nitrogen 
fertilization in agricultural land can lead to environmental pollution. Using the major crop rice 
and the model plant Arabidopsis, we investigate molecular mecha-
nisms of nitrogen uptake, assimilation, and recycling and interaction 
between nitrogen and carbon metabolisms. Besides such basic 
research, applied research is also conducted toward improved ni-
trogen use efficiency and improved crop productivity. Our approach 
includes techniques of molecular and cellular biology, biochemistry, 
histochemistry, and physiology as well as genetic engineering.

২物の;たつの同化機能、すなわち、ޫ 合成による素同化とから
上の生命活動ٿする素同化は、ऩしたແ機素を有機物にมٵ
の源であるとともに、২物の生産性をࢧえるॏཁな応である。そのうち
素同化は、২物自体の生育を律する制限ཁҼであるが、աな素ං
料の与は環境ԚછのݪҼとなる。ࢲたちは、ओཁ作物であるイネとϞデ
ル২物シロイψφズφを材料に、素のٵऩと同化、同化した素のリサ

イクル、素ँと素ँの૬ޓ作用等、素同化に関連するॾ現
の分ࢠϝカニズムを解明する基礎研究と、২物の生産性や素ར用効
を人ҝ的に改ྑするための応用研究をฒ行して行っている。分ࡉࢠ๔生
物学的手法、Ҩࢠ組え、生理生化学的解ੳ、組織化学的解ੳ等、
ద用可能なテクニックをۦし研究を進めている。

২ࡉ๔ੜԽ学
Laboratory of Plant Cell #iochemistry

Microbes including bacteria and fungi possess diverse biological functions respon-
sible for their prominent productivity of industrially valuable substances. From the view-
points of biochemistry and molecular biology, our research and education intend to 
apply the microbial functions to agriculture, food, environment, chemistry, and medical 
fields. Microbial bioconversion contributes not only to the global ecosystems but also 
to many industrial processes that convert bio-polymers (polysaccharides, proteins, 
nucleotides, and lipids) to various products. Our research and education are well con-
nected to interdisciplinary science and technology including the broad range of agricul-
tural science. Our research focuses on structure and function of microbial cell surface 
(cell wall and membrane), metabolism, and regulation of cellular functions. We are also 
interested in microbial enzymes of industrial demands, and patho- gens of animals and 
plants.

本分野は、ඍ生物がもつ多࠼なँ系と༏れた物質生産能力の生化
学的、分ࢠ生物学的基盤を究明し、ඍ生物の機能とその生産物を農業、
食、化学、環境、健康分野に応用するための研究と教育を行っている。
ඍ生物（ಛにەࡉ・ਅە）の多༷な物質มは、ٿ規の物質॥環に
多大なӨڹを与え、さらには、最大の生物産業である農業生産により供څ

される生体高分ࢠ（質、タンύク質、核ࢷ、ࢎ質）をมするプロセス基
盤でもある。その点からも、広範な農学領域の中で、पล学問領域と密
に関連づけた研究教育をਤっている。

Ԡ༻ඍੜ学
Laboratory of Applied .icrobiology

Our main interests are the total synthesis of natu-
ral products with agriculturally or medicinally import-
ant biological properties and their structure-activity 
relationship to contribute the advancement of basic 
organic chemistry as well as the development of 
practical agrochemicals and medicinal drugs. Our 
synthetic targets include:
(1) natural products with agricultural importance 
such as insect pheromones, phytohormones, her-
bicidal and insecticidal substances; and (2) natural 
products with medicinal importance such as anti-
cancer, antiviral, and antimicrobial substances. We 
are also interested in the development of efficient 
synthetic strategies and methodologies.

農ༀやҩༀへの展開が期できるඍྔ生物活性ఱ然有機化合物の全
合成と構造活性૬関研究、および効的な合成ઓུや合成手法の開
を行っている。それらを通して、基礎有機化学の発展に貢献するとともに、
実用的なༀࡎの開発を目指している。ओな合成対ఱ然物は以下の通り
である。

①ࠛフΣロϞンなどの生態૬関物質、ࡴ活性物質
物質ە߅、イルス物質߅、物質؞߅②
③২物ϗルϞン関連物質、আ活性物質
④クオラムセンシング્物質

ੜ༗ػԽ学
Laboratory of Applied #ioorganic Chemistry
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イネの根におけるACTP,1キφー
θによるアンϞニム態素の
ޚऩ制ٵ
ACTP,1 kinase-mediated down-
modulation of ammonium uptake 
into rice roots

バイオリアクターによるඍ生物の߬素生産試験
Enzyme production experiments of microorganisms by bioreactors

生物活性ఱ然物の合成ྫ
Examples of our natural products synthesis
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Novel physiological functions of selected vitamins and beneficial food 
constituents have been studied using experimental animals, cell culture 
systems, and human subjects.
1. Novel physiological functions of vitamin K and biotin; (a) clarification of 

the role of vitamin K2 (MK-4) on anti-inflammation activity and testos-
terone synthesis, (b) clarification of molecular mechanisms involved in 
the beneficial role of dietary biotin on lifestyle-related diseases.

2. Clarification of physiological roles of food ingredients and their metabo-
lites that can activate xenobiotic receptors.

3. Clarification of the pathophysiological role of bitter taste receptors on 
the onset of diseases.

4. Investigation of the beneficial compounds and mechanisms of fer-
mented rice and wheat bran products using experimental disease 

model animals.
5. Elucidation of the effects 

of food ingredients on 
renal function and blood 
pressure.

ӫ養素や機能性食成分が生体に及΅すӨڹとその作用機構の解明
を目的とした教育と研究を行っている。すなわち、各種࣬ױϞデル動物（
ප、高݂ѹ、卒中、認知、サルコϖニア）やҨࢠ改มマス、など
を用いた試験と、その分ࢠレϕルでの機構解明には培養ࡉ๔系を用いて
解ੳを行っている。۩体的には、
①Ϗタミン,、Ϗオνン、ϏタミンB6などのϏタミンの新規機能の解明

②ड容体型సࣸ調અҼࢠを活性化する食成分の生理機能の解ੳ
③ۤຯड容体が࣬ප発へ及΅すӨڹの解明
④発߬ถ͵か、および発߬খഴ;すまに含まれる健康機能性物質の୳ࡧ

とその作用機ংの解明
ᶇ食成分がਛ機能・݂ ѹに及΅すӨڹの解明、などである。

ӫཆ学
Laboratory of Nutrition

Immunity is one of the core systems in our body. To establish better 
health, research and development about immunomodulatory molecules 
has been greatly concerned. The aims of our laboratory are (i) to investi-
gate immunological functions of food-, microorganism-, and natural prod-
uct-derived molecules, and (ii) to apply such molecules for prevention and 
treatment of allergy and age-associated diseases. To this end, we have 
been engaged in the following projects: 1. Identification of molecules with 
anti-inflammatory/anti-allergy effects in food, microorganisms and natural 
products, and elucidate its action mechanisms, 2. Identification of food 
allergens and preparation of hypoallergenic foods, and 3. Elucidation of 
pathological mechanisms of allergy and age-associated diseases and 
establishment of model systems for assessment of functional molecules.

食やඍ生物、ఱ然物に含まれる成分には༷々な生理作用があり、健康
ҡ持や࣬ප༧に有効である可能性が示されている。Ұ方で、食がݪ
Ҽとなってىこる食物アレルギʵや、Ճྸ性࣬ױの発૿Ճが大きな
社会問題となっている。զ々の分野では、「食、ඍ生物、ఱ然物に含ま
れる໔Ӹ機能性分ࢠ」の活用による「アレルギʵやՃྸ性࣬ױの発༧
や解༠導」を目的として、以下の研究を行っている。

①໔Ӹ機能性、ಛに߅Ԍ・߅アレルギー作用を持つ食・ඍ生物成分
やఱ然物༝དྷ成分の同定とその作用機ংの解ੳ

②食アレルήンの同定やアレルήン化ストラテジーの確立
③アレルギーやՃྸ性࣬ױのݪҼ解明や࣬ױϞデルの確立

৯Խ学
Laboratory of Food and #iomolecular Science

Eukaryotic microbes such as yeasts and filamentous fungi are playing 
a pivotal role in Japanese fermentation industries, for example, sake, 
shoyu (soy sauce), and miso (soybean paste) manufacturing. These mi-
crobes have a wide variety of essential functions for industrial use. We are 
studying the cellular functions of those microbes at the molecular level 
and developing cryptic and novel functions by recombinant DNA tech-
niques. The main research topics are as follows.
1. High production of useful proteins by koji mold Aspergillus oryzae
  ・ Transcriptional regulation mechanism of useful enzyme genes
  ・ Quality control mechanisms of mRNA and secreted proteins
2. Screening of useful enzymes and proteins using genome information of 

koji mold Aspergillus oryzae

  ・ Novel enzymes for degrading 
unused biomass

  ・ Drug-resistant mechanisms of 
filamentous fungi

3. Research for adaptation to nu-
trient environments using yeast 
Saccharomyces cerevisiae as a 
model

  ・ Proteolysis required for adapta-
tion to nutrient environments

わが国の発߬産業でॏཁな役割を果たしているਅ核ඍ生物のカϏ（ಛ
にە߿）や߬のҨࢠ資源ならびにήノムใをもとに、有用物質生産
に関与するҨࢠ発現制ޚやタンύク質機能を体系的に解明して、グロー
バルなࡉ๔機能の理解と改มにより生産性の向上を目指した基盤的かつ
応用的な研究教育を行っている。また、ະ知・ະར用のҨࢠ機能を୳ࡧ・
解明して、環境問題を解決するための技術開発や産業に応用するための

研究教育も行っている。ओな研究としては、ە߿の各種有用߬素Ҩࢠ
の発現制ޚ機構、mR/Aの質理とタンύク質のબผ༌ૹ・質理
機構、環境ద応に必ཁなࡉ๔内タンύク質分解機構、ࢳ状ەや߬を॓
ओとした有用タンύク質ならびにೋ次ँ産物の高生産、ະར用バイオマ
スの新規分解߬素、ࢳ状ەのༀࡎ性機構などに関する研究にऔり組Μ
でいる。

ਅ֩ඍੜػ学
Laboratory of Fungal #iotechnology

ਤ．フローサイトϝーターによる໔Ӹࡉ๔の解ੳ
Fig. Flow cytometric analysis of immune cells

Ϗオνンは、アデニルࢎシクラーθ（ADC:）
を活性化させ、ਫ਼ࡉ๔におけるஉ性ϗル
Ϟンの産生を上ঢさせる。
Biotin enhances testosterone production 
in testis -eydig cells via the activation of 
adenylate cyclase 	ADC:
.

マイクロマニピュレーターを用した߬の࢛
分ࢠ解ੳ
:east tetrad analysis using a micromanipulator
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৯ػੳ学
Laboratory of Food Function Analysis

Our research targets are highly bioactive natural products, especially 
marine natural toxins. The major works are screening, isolation, structural 
determination and elucidation of biosynthesis, target proteins, and biolog-
ical functions.
1. Tetrodotoxin: Analytical methods (LC/MS), novel natural analogs, ori-

gin, biosynthesis, toxin binding protein and electrophysiology.
2. Diarrheic shellfish toxins: Roles of okadaic acid binding protein in 

sponge and significance of structural conversion and accumulation in 
bivalves.

3. Paralytic shellfish toxins: Mechanism for non-toxic mutation of toxin 
producing dinoflagellate, and synthesis of biosynthetic intermediates 
and their identification.

4. Other marine toxins: Biosynthe-
sis of kainoids (domoic acid and 
kainic acid) and mode of action 
of polycavernosides.

5. Bioactive compounds from ma-
rine organisms and microorgan-
isms.

6. Electrophysiological recordings 
of voltage-gated sodium chan-
nels for elucidating mode of ac-
tion of marine natural products.

、ࡧい生理活性を有するఱ然有機化合物、ಛにւ༸生物ಟを中心に、୳ڧ
୯、構造決定、生合成動態、作用機構の研究を行っている。また、高活性
分ࢠ化合物が作用する標的ന質を同定し、構造や機能を研究している。
①フグಟ類ԑ体の-C/MS による分ੳ法の開発と新規類ԑ体の୯、構

造決定、生理活性評価、ى源生物の求、༠導体作および生合成経
路の推定

②クロイιカイϝン中のオカダ݁ࢎ合タンύク質の生理機能、およびೋຕ

中の下ཀྵ性ಟのม・ੵ機構
③ຑᙺ性ಟ生合成中間体の化学合成と同定、生合成経路の推定、有ಟ

Ӕฬໟのແಟมҟ体出現ϝカニズム
④カイノイド類	ドϞイࢎとカイニンࢎ
の生合成中間体の同定と生合成経

路の推定、ւ中ಟݪҼ物質ポリカバノシド類の作用機ং
ᶇ食中ಟݪҼ物質及び有用生理活性物質の୯、構造決定
ᶈిؾ生理学的手法によるఱ然有機化合物の作用機構解ੳ

ఱવੜ໋Խ学
Laboratory of #ioorganic Chemistry of Natural Products

The control of food processing is not easy, be-
cause many food materials are multi-component, 
heterogeneous, and structured systems. We are 
carrying out the research “watch and create” for 
the health of human beings and circumstances. 
Terahertz-wave (THz-wave), which is the electro-
magnetic wave between infrared and microwave, is 
an unclear region even now. We are also interested 
in non-destructive monitoring with the electromag-
netic wave from ultraviolet to far-infrared radiation. 
Non-thermal processing, such as high hydrostatic 
pressure treatment, is significant in the food indus-
try. We are studying on various creative technology 
on the field of food science, and engineering.

テラϔルπ食工学分野では、テラϔルπをओとしたޫセンシング技術
をって観したり、高ѹなどのϢニークな食Ճ工技術をってものづ
くりをしたりして、ώトの健康と環境の健康に役立つ研究を目指している。ಛ
に、大規プロセスでซ発する多༷な物理的・化学的ॾม化を食独ಛ

の制݅下で最ద化するために（食は多成分からなり、複ࡶなม化の
ա程を経て作られる）、現の定ྔ的༧ଌと、装備・システム・質の設ܭ・
制ޚに関するॾ問題を、広い視野からऔり上げている。

ςϥϔϧπ৯学
Laboratory of Terahertz Optical and Food Engineering

Studies on chemical structures, physiological significances and me-
tabolisms of food components as well as bioactive natural products are 
currently being addressed in our laboratory to explain their health effects 
on humans. Some novel molecules and functions of food constituents 
have been discovered, and new foodstuffs and products have been de-
veloped.
1. Development of new methodologies for quantifying lipids, fatty acids, 

vitamins, carotenoids, flavonoids, and other food constituents including 
their metabolites in humans and experimental animals.

2. Sensitive analysis of lipid hydroperoxides in blood and cell tissues in 
hyperlipidemia, diabetes, and senile dementia patients, using Chemilu-
minescense-HPLC and LC-MS/MS.

3. Molecular mechanism and application of tocotrienols as a telomerase 
inhibitor and anti-angiogenic compound.

4. Structural elucidation and function of deoxyfructosyl amino lipids as a 
amino-carbonyl reaction product in diabetic plasma.

5. Anti-hyperglycemic function of amino sugars found in mulberry plant.
6. Neuroprotectional function 

of marine plasmalogen in 
improvement of Altzheimer 
disease.

当分野では、食ྼ化や生体の機能োに関与するաࢎ化ࢷ質につ
いて、そのਖ਼確な定ྔに必須なաࢎ化ࢷ質の高७度標を合成し、さら
にはաࢎ化ࢷ質をҟ性体レϕルで定ྔできる質ྔ分ੳ法を開発してきた。
աࢎ化ࢷ質の分ੳに必ཁなҰ連の解ੳ技術の成をਤっており、これら
の解ੳ技術をۦして、食のࢎ化ྼ化の機構や、ώトの࣬ප（動຺ߗ化、
高݂、認知、؞など）におけるບࢷ質աࢎ化のϝカニズムを解明し、こ

れらのޚに向けて食機能成分の活用をݕ討している。食機能のݕ
討では、生体内でのٵऩとँ、Ҩࢠ発現の調અ、ࡉ๔機能の修০な
どにॏ点を置いて進めている。また食成分の有効活用に資するՃ工技
術の開発も行っている。۩体的には、աࢎ化ࢷ質、化ࢷ質、食༉ࢷ類、
ค༉ࢷ、プラズマローήン、ϏタミンE、カロテノイド、クルクミノイド、Ѝ -オ
リβノール、ポリフΣノール、アβ、ピロロキノリンキノンなどの研究をしている。
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2-TOF質ྔ分ੳ装置による生物ಟの分ੳ
Analysis of biotoxins using 2-TOF MS

高ѹॲ理を施すとՃしなくてもܲཛがݻڽする
Egg treated by high hydrostatic pressure� left: 400 MPa, 5 min� center: 500 MPa, 5 min� right: 600 MPa, 5 min.

ӷ体クロマトグラフ / 質ྔ分ੳ装置による食
成分や生体サンプルの解ੳ
Analysis of food and physiological samples using 
-C-MS/MS system
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The koji molds including Aspergillus oryzae have been long used in 
traditional Japanese fermentation industries and thus are recognized as 
one of the most important industrial microorganisms in Japan. In this lab-
oratory, we aim to promote the research on molecular biotechnology in 
the koji molds through studies on regulatory mechanisms for industrially 
important gene expression and on development of novel cellular functions 
by genetic engineering techniques.
1. Regulatory mechanisms for hydrolytic gene expression in the koji 

molds and their related species. 
2. Development of high yield production systems for industrially valuable 

proteins and metabolites using Aspergillus oryzae as a host.

3. Construction of gene 
knockout library of 
Aspergil lus oryzae
and its application to 
molecular studies.

Ḃەはわが国の発 ・߬ৢ 造産業において最もॏཁなඍ生物のҰつで「国
、ともশされており、わが国のバイオテクノロジーの源流であるとともに「ە
附講座では、わが国د後も世界をリードしていくべき研究対である。本ࠓ
を表するඍ生物であるḂەとそのۙԑࢳ状ەのҨࢠ機能の解ੳと新
規機能開、Ҩࢠ発現制ޚに関する先端的研究と有用物質高生産シ
ステム構ஙを通して、わが国の産業ඍ生物学の༏位性を高めるとともに、
কདྷの学術・産業を担う学生やए手研究者の育成をਤることを目的として

おり、以下のようなテーマで研究を推進している。
1．Ḃەおよびそのۙԑەの有用߬素Ҩࢠの発現制ޚ機構の解ੳ
2．Ḃەによる有用物質高生産システムの開発
3．Ḃەのཏ的Ҩ

ライブラリーגյഁࢠ
の構ஙとその活用

発߬ඍੜ学دෟ࠲ߨ
Laboratory of Fermentation .icrobiology

Edible oils and fats are oxidized during processing and stor-
age, and their undesirable oxidation leads to early disposal or 
lowering of food quality. However, mechanistic insight into such 
oil oxidation reactions is still insufficient, disturbing the effective 
utilization of edible oils and fats. Thus, further understanding of 
oil (lipid) oxidation reactions has been an urgent issue.

In J-Oil Mills Innovation Laboratory, we are developing new 
methodologies that enable qualification/quantification of un-
known lipid oxidation products, and are challenging to compre-
hend lipid oxidation products that result from cooking or oil stor-
age. Through the control of oil oxidation, we believe that novel 
utilization of edible oils and fats could be developed.

食用༉ࢷは複ࡶなࢎ化応がىこることが知られていますが、その応
をѲすることはしく、現状े分な理解が得られていない。そのため、༉
をརࢷされるに至ったり、༉غの持っている機能を生かしきれないままഇࢷ
用した食の質下が生じたりしている。وॏな༉ࢷをより有ӹにར用
できる方法を開発することは、ඇ常にॏཁな課題である。

本講座では、༉ࢷのར用によって生成するࢎ化ࢷ質を解ੳできる新たな

分ੳ技術を確立させ、ࢎ化によって生成される成分をѲすることをୈҰ
目的とする。そして、制ޚすべきࢎ化のポイントを明らかにし、༉ࢷの新たな
応用可能性を୳ࡧする。本औり組Έにより、これまでݟ出されていなかった
༉ࢷの活用手法および新技術開発を提供することが可能となり、上記の
課題解決に貢献できると考えている。

J-ΦΠϧϛϧζ༉ࢷΠϊϕʔγϣϯڞಉ研究࠲ߨ
J-Oil .ills Innovation Laboratory

ະ

ະ

ະ

イϝージアφライβーをར用したḂ
発現解ੳࢠのҨە
Gene expression analysis of the 
koji mold using an image analyzer

༉ࢷはࢎ化の （݅や
ޫ）によってҟなるࢎ化物
を生成する。զ々は種々
のࢎ化物がどのようにし
て生成するのかの解明を
目指す。
Oil oxidation generates 
characteristic oxidation-
products based on the 
oxidation mechanisms 
	heat or photo
. We are 
challenging to understand 
how oil 	lipid
 oxidation 
proceeds.
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The Plant Science Department is affiliated with nine laboratories: Crop 
Science, Horticultural Science, Soil Science, Plant Breeding and Genet-
ics, Plant Pathology, Environmental Plant Biotechnology, Applied Ento-
mology, Environmental Crop Science, and Forest Ecology.

The principal subjects in this department are related to crop cultiva-
tion and biotechnology. In other words, the curriculum and the research 
methodology include studies at the individual plant level for crop produc-
tion, the molecular level for gene manipulation, and the field and global 
levels for environmental analysis.

In the first semester, the outline of the academic curriculum and the 
research techniques are introduced through lectures such as Modern 
Agriculture and Agricultural Science. In the third semester, the students 
are taught basic topics such as “An Introduction to Plant Science,” 
which serve as background for more specialized lectures such as Plant 
Developmental Physiology, and Plant Genetics. The fourth semester 
comprises mandatory subjects such as Plant Production Science, Veg-
etable Science, Basic Soil Science, Plant Pathology, and Entomology. In 
the fifth and sixth semesters, the students have to study 1 compulsory 
subject: An Experimental Method. Through this subject, students learn 
the experimental methods which cover above mentioned laboratories. In 
May, July, and September, the students undertake a field practice pro-
gram at Kawatabi Field Science Center in Osaki City. In the seventh and 
eighth semesters, the students complete their graduation thesis.

ٿ規で人ޱが૿Ճしଓけ、ۙ いকདྷ、食ྐ不が問題となるこ
とが心配されている。農作物は人間の食料として不可ܽなものである。ま
た、২物はࢎΨスをٵऩしࢎ素を์出するので、多くの生物は২物に
ґ存して生活している。すなわち২物はٿ環境のอ全にもܽかせない
ものである。

২物生命科学コースでは、個体、Ҩࢠ、分ࢠレϕルでの農作物の
༷々な現、多༷な生物同士やそれらをऔりרく環境との関わりなど、幅
広く২物のライフサイエンスを教育・研究している。イネやダイズの生産性
評価とその改善（作物学）、果थ、野ࡊ、Ֆきの生産や質、ストレス
性の向上（Ԃ芸学）、と২物の૬ޓ作用、Րࢁփ、有化学
物質（立学）、২物ήノムใをར用した有用ܗ質のҨ機構の
解明（২物Ҩ育種学）、イルスなどのපݪ体のපݪ性と২物໔Ӹ

機構の分ࢠ基盤（২物ප理学）、ࠛ の生理・生態に作用する化学
的・物理的Ҽࢠとআ（応用ࠛ学）、Ҩࢠ組え技術をۦし
たҨࢠの機能解明と組え২物の開発（環境ద応২物工学）、持ଓ
的な培・施ං理、農業と環境の૬ޓ作用（培২物環境科学）、
林২物、ઈ໓ةዧ種、林ඍ生物の生態・多༷性・อ全（林生態学）
について研究している。

1年次においては、「現における農と農学」などの講義を通じて本コー
スの教育・研究内容のུ֓が説明される。2年次の前期は、専門教育科
目として২物発生生理学や২物Ҩ学などの、専門をࢧえる基礎教育
科目の講義が中心となる。後期からは২物生産科学、野ࡊԂ芸学、基
礎学、২物ප理学、ࠛ 学などの専門科目が必修となる。3年次か
らはߋに専門的な科目として、食用作物学、২物育種学各論、林生
態論、培২物環境科学などを学ぶ。3年次の学生実験も必修となって
おり、২物のܗ態、生育生理、成分分ੳ、D/A 解ੳ、Ҩࢠ組え、
ࠛ・පݪඍ生物の分類やಛ性、分ੳなどが行われる。また、5、7、
9݄の3ճにわたり、大࡚ࢢの複合生態フィールド教育研究センター
において農作物の生産を中心としたフィールドでの実習が行われる。4年
次には各研究室に配属され、各個人に設けられた研究課題にऔり組Μ
で卒業論文をまとめる。২物生命科学コースは、上記の9分野が協力し
て担当する。

卒業後は、大学院に進学する学生が多いが、卒業生の多くは農林水
産লやಓݝの試験研究機関や行機関、食や種බなどのアグリ
Ϗジネス関連企業で活躍している。

২ੜ໋科学ίʔε
Plant Science

ੜ  ੜ ࢈ Պ ֶ Պ DEPART.ENT of APPLIED #IO-SCIENCES

২物生命科学コース学生実験
Experiment training courses

培実習
Cultivation training of crops in a field

罹病性品種
(Susceptible 

cultivar)

トウモロコシ (Zea mays)

キュウリモザイクウイルス
(cucumber mosaic virus)

抵抗性品種
(Resistant 
cultivar)

߅性トϞロコシ種がもつ২物໔Ӹシステムによるプログラムࡉ๔ࢮを介したイルス߅性
応。
7irus resistance response mediated by program cell death which was conferred by plant 
immune system in resistant cultivar of ;ea mays.
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The Agricultural Economics Department confronts the problems of re-
sources, environment and food which are essential for the very existence 
of mankind. For the research and education of approaching these prob-
lems, our department studies social sciences, mainly economics, and 
also historical science, ethics, as well as social engineering. From the 
global viewpoint, not only Japan but also Asian agriculture are subject to 
our research and education. The mission of our department is to develop 
the sustainable production system of agriculture and social system, in 
other words, to scientifically contrive pertinent policies, institutions, and 
local community systems which enable to maintain and reproduce the 
sustainable biosphere.

In the first year, new students who want to join our department are 
requested to nurture interest in the various problems of food, agriculture 
and rural communities through learning the introductory subjects, e.g., 
‘Agricultural Science for Social System and Environment.’ In the second 
year, students are assigned to learn the prerequisite subjects of ‘Micro 
Economics,’ ‘Macro Economics,’ ‘Political Economy,` and ‘Business 
Administration.’ Students are expected to broaden and deepen their un-
derstanding of the problems mentioned above and their historical back-
grounds through learning elective subjects like ‘Agricultural History of Ja-
pan’ and others. Moreover, it is highly recommended to obtain practical 
communication skills in English and preliminary skills for analysis through 
learning ‘Economic Statistics’ and others. In the third year, students can 
take elective major subjects of ‘Environmental Economics,’ ‘Agricultural 
Policy,’ ‘Remote Sensing and GIS,’ ‘Development Economics,’ ‘Com-
parative Study on Agricultural System,’ etc. ‘Field Survey on Agriculture 
and Rural Society’ aims at the training of field research and report writ-
ing. During the third year, each student is obligated to take all seminars 
provided by the 4 laboratories. Through the seminars held in the manner 
of participation and practice, each student is expected to develop un-
derstanding and analytical skills of the major subjects and to prepare the 
study for his or her graduation thesis. In the fourth year, each student 
must select one seminar and attach oneself to the seminar’s laboratory 
to complete their graduation thesis. As overseas students are increasing 
these days, students often have the opportunity of studying with them in 
the class of seminar during the third and fourth year.

This course discharges its mission in broad and tight collaboration 
with central and local administrations, organizations of agriculture, private 
companies and overseas universities. Graduated students are working 
for these institutions or entities, for example, agricultural cooperatives or 
its affiliated entities, Ministry of Agriculture, prefectural offices, govern-
mental financial institutions, commercial banks, trading companies, etc. 
Students who want to elevate the level of expertise proceed to graduate 
programs.

農業経済学コースは、人類の生存にかかわる資源・環境・食料問題に
ついて、経済学を中心とする社会科学的手法に基づき、ྺ 学、倫理学࢙
さらに社会技術（ιーシϟルエンジニアリング）なども視野にೖれて、研究・
教育にऔり組Μでいる。本のΈならͣ アジア圏を含めたグローバルな視
点から農業をとらえ、環境と調和した「持ଓ的農業生産・農ଜ社会システ
ムの構ங」、すなわち「持ଓ的生命系のҡ持・再生産」のための策・制
度・域システムのあり方を求している。

まͣ 1年次で学生は、農学と社会・環境・倫理などのೖ門的専門教育
を学び、社会科学的視点からの食料・農業・農ଜのॾ問題への関心をᔻ
養し、コースのબを目指す。2年次には、ミクロ経済学、マクロ経済学、
࣏経済学、経Ӧ学等の基礎を必修科目としてしっかりと学ぶとともに、
本農業࢙などの学習を通じて資源・環境・食料問題の存ࡏとそのྺ࢙
的എܠの理解にめる。理論的分ੳのための経済౷ܭ学ฒびに英語
等の֎国語の習得もॏ視される。3年次には、それまでの基礎学習を活

かして、環境経済学、農業経Ӧ学、農業経済策学、広域資源調査学、
開発経済学、ൺֱ農業論などの専門科目をબ必修科目として学ぶ。
同時に、各学生は4つの研究室のθミφールࣜܗのԋ習にすべてࢀՃ
することが義けられ、ࢀՃ型の実践的学習を通して、専門領域の理
解を深めるとともに4年次の卒業研修に備える。また、農ଜ調査実習で
フィールドにおける実調査を体験するとともに、レポート作成のトレーニ
ングをडける。4年次には、4つの研究室のθミの中からҰつをબし、こ
れをओ࠵する研究室に所属し卒業研修として卒業論文の成にめる。
3年次・4年次には、֎国人留学生との共修の機会もある。

当コースは、、方公共団体、農業関係機関・団体、企業、ւ֎
の大学などと密な関係をอちながら研究・教育を推進している。卒業生
は、農業関係機関・団体、ۜ 行・社等の民間企業、農林水産লはじめ
中ԝ・方の機関などにब職している。また、大学院に進学し研究
者、専門Ոのಓを目指す者もগなくない。

農ࡁܦۀ学ίʔε
Agricultural Economics
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これからの農ଜ像を考える元ॅ民と学生
Discussion about the future of rural community by residents and students

環境経済学の対
Research topics of Environmental Economics

人工Ӵによる観ଌը像の解ੳ
Analyzing an image from a satellite

インドにおける現調査
Field survey in India
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The Department in Applied Animal Science has nine different special-
ized laboratories: (1) Animal Reproduction and Development, (2) Animal 
Nutrition, (3) Animal Breeding and Genetics, (4) Animal Physiology, (5) 
Animal Functional Morphology, (6) Animal Microbiology, (7) Animal Food 
Function, (8) Grassland-Animal Production and Ecology and (9) Sus-
tainable Animal Environmental Science. The Applied Animal Science 
Department provides teaching and training programs in animal science 
and technology, and focuses on animal science concerned with the 
production and application of farm animals and experimental re- search 
animals. A brief description of each specialized laboratory is given below 
arranged as specialized subjects:
(1) Animal Reproduction and Development. Reproductive biology and 

developmental technology for production of farm animals.
(2) Animal Nutrition. Nutritional characteristics in domestic animals with 

the aid of comparative biochemistry.
(3) Animal Breeding and Genetics. Genetic improvement of reproductive 

and production traits in livestock populations.
(4) Animal Physiology. Physiology of the ruminant, particularly on the 

mechanisms of the digestive, metabolic and endocrine systems.
(5) Animal Functional Morphology. Elucidation of the molecular mecha-

nism involved in the functional and structural maturation of immune 
organs and its application to the prevention of infectious diseases in 
livestock.

(6) Animal Microbiology. Bacterial genetic engineering, bacterial flora and 
zoonotic diseases.

(7) Animal Food Function. Wide range of research on fermented food 
science, food and feed immunology in animals and human by using 
probiotics/(post)immunobiotics.

(8) Grassland-Animal Production and Ecology. Forage production, graz-
ing management, behavior and welfare of domestic and wild animals.

(9) Sustainable Animal Environment. Controls of infectious diseases 
including zoonoses and recycling systems of organic wastes from an-
imals.
From the first to the sixth semester, a combination of basic and spe-

cialized subjects is taught. In the fifth and sixth semesters, courses in 
experimental methods provide fundamental skills that are needed for the 
undergraduate-level research thesis. In the seventh and eighth semes-
ters, each student studies on topics in one of the nine laboratories to 
complete an undergraduate-level research thesis required for graduation. 
Some undergraduate-level research theses are sufficiently outstanding 
such that they may be published in international scientific journals.

動物生命科学コースは9つの分野（動物生৩科学分野、動物ӫ養生
化学分野、動物Ҩ育種学分野、動物生理科学分野、動物機能ܗ態
学分野、動物ඍ生物学分野、動物食機能学分野、ʵ動物生産
生態学分野、動物環境理学分野）が担当し、産業動物や実験動物の
生産・ར用に関する動物科学についての研究を行うとともに、講義や実
習による教育を行っている。

۩体的な研究テーマとしては、1．産業動物の作出や૿産をओ目的と
した生৩生物学および発生工学的技術の開発、2．体内でのӫ養素の
ಇきとӫ養素によるँ調અの組Έについて、個体・ࡉ๔・Ҩࢠレ
ϕルでの解明、3．産業動物のൟ৩能力、ࣂ料のར用効、成度、
ൻೕ能力、߅ප性等におけるҨ的改ྑの研究、4．ᢸ動物のফ化・

 ・ँ内分ൻ機能の解明、5．໔Ӹଁ器の機能およびܗ態ܗ成に関する
分ࢠϝカニズム解明とՈசײછ༧への応用、6．ඍ生物の世界につ
いてのҨࢠ工学、共生ඍ生物、人्共通ײછの研究、7．プロバイ
オティクスʗ（ポスト）イムノバイオティクスを用いた高機能性ೕやࣂ
料素材の開発と活性発現機構の解ੳ、�．産業動物のࣂ料生産、์ 、
行動とࢱに関する研究、9．人्共通ײછを含めた産業動物のײ
છの制ޚとഉᔔ物のॲ理・ར用の研究を行っている。

1年次から3年次修ྃまでに基礎科目とともに専門科目を履修する。
実際に研究にऔり組むための実践的な技術を学ぶために3年次には学
生実験に大きなൺॏを置いたカリキュラムを組Μでいる。4年次からは配
属研究室にて、各自の卒業研究にऔり組む。

ಈੜ໋科学ίʔε
Animal Science

マスのडਫ਼ཛ
Fertilized egg of mouse.

大規における์Ոச理実習
Practice of grazing livestock management in a large scale grassland.

νーズ造実習
Cheese making practice.
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Oceans occupy about 70% of the Earth’s surface and comprise a 
broad, deep, and mysterious world, with an important influence on the 
global environment and providing us with food. Marine organisms are 
adapted to the respective environment, and thus their physiology and 
ecology are very different from those of terrestrial organisms. As food, 
many marine organisms have unique chemical substances which are 
not found in the terrestrial counterparts. Some of these substances are 
usable for promotion of human health, and have been attracting much 
attention in recent years.

The Applied Marine Biology Department is run by the staffs of 7 lab-
oratories: Aquacultural Biology, Fisheries Biology and Ecology, Marine 
Plant Ecology, Marine Biochemistry, Integrative Marine Biology, Biological 
Oceanography, and Marine Life Science and Genetics. The members of 
these laboratories are researching and providing lectures in the following 
fields: genetics, physiology, chemistry and ecology of marine and fresh-
water organisms.

The first and second year programs provide liberal education lectures 
and the first few of many specialized lectures. The third year program 
provides mainly specialized lectures and Fishery Science Practice which 
is aimed to teach the fundamental experimental skills required for re-
search works towards the graduation research and includes visits to 
various fisheries related facilities in northeastern Honshu (the main island 
of Japan). After Fishery Science Practice, junior students are going to 
join one of the laboratories and prepare for their graduation thesis. Stu-
dents take two field courses in their second and third years. These are 
conducted at the Onagawa Field Center with an emphasis on Marine 
Production. Senior students are required to devote most of their time 
towards their graduation research.

This department has two versions: the one taught in Japanese, and 
the other with all lectures in English for the international students joining 
directly from the high schools in their home country.

ւはٿ表面の70�をめるとともに、ฏۉ深度3�00mと深くて広
いਆൿにつつまれた世界である。ւはわれわれがॅむٿの環境をҡ持
するॏཁな役割を担うとともに、́ ೕ類やڕ類、ແ動物（類、ニ、
イカ、タコ、エϏ、カニなど）、ւ、プランクトンなど、実にさまざまな生物を
育Έ、われわれにوॏな食料をもたらしている。ւの生物はւというಛघ
な環境にద応して生活しており、上生物とはその生理、生態は大きくҟ
なる。また、これらの生物は、上生物にはないಛघな成分を有し、Ұ部
は健康૿進作用を示すことで目されている。

ւ༸生物科学コースには7分野があり、ւ༸や୶水域に生活する動
২物を対としてҨࢠレϕルから生態系レϕル、さらには生物資源の
有効活用に至るまで、Ҩ学、生理学、生態学および化学等を基礎とし
た研究・教育が行われている。

1年次には「現における農と農学」などの講義を通じて本コースの
教育・研究内容のུ֓が説明される。2年次の前期はҨ育種学など
専門をࢧえる基礎教育科目の講義・実習、後期には類機能学、水産

化学、水生理生態Ҩ学などの専門科目が必修となる。3年次からは
さらに専門的な科目として水産૿৩学、水産資源生態学、水圏২物生
態学、Ҩ資源学、生物ւ༸学、ւ༸生物工学、プランクトン学、水圏
ແ動物学、ڕ類学、水圏২物学、水産ར用学などが必修となる。
学生実験（必修）はແ動物学、ڕ類学、分ࢠ生物学、Ҩ学、ු ༡
生物学、水圏環境学、水圏২物学、生理学・組織学、化学・ඍ生物学な
どからなる。実験を通じて水圏生物の分類、体の構造、機能、各種分ੳ
機器のऔりѻい、また、水圏生物、水圏環境を対にして、生物の体成
分や環境中の物質の化学的分ੳ法の基礎を学ぶ。2年次と3年次は生
産フィールド実習を通じて沿؛生物の多༷性とอ全についても学ぶ。学
֎施設（水ؗ、ࢢڕ場、食工場など）のݟ学も行われる。3年次の
学生実験終ྃ時期には各研究室にԾ配属され、4年次には各個人に課
せられた卒業研究にऔり組む。

また本コースでは国際ւ༸生物科学コース（AMB）も開講し、留学生
（学部生）を対に英語による講義・実習を行っている。

ւ༸ੜ科学ίʔε
Applied .arine #iosciences
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域でのւのજ水調査ؠ上ɿࠨ
ӈ上ɿ深ւఈӪきのړ獲物
ू࠾ڕ域でのஓׁׯ下ɿࠨ
ӈ下ɿ水産食工場での試食
Top left: Scuba survey of algae at a rocky 

shore
Top right: Fishes caught by a deep-sea dragnet
Bottom left: Sampling of juveniles at a tidal qat
Bottom right: Sampling at a seafood processing 

company
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The Biological Chemistry Department consists of seven laboratories 
as listed below, and is responsible for education and research in the 
fields of biotechnology and life science. The research fields cover plants, 
animals, microbes (bacteria and fungi), biopolymers, and bio-active com-
pounds produced by organisms. We study the regulatory mechanisms of  
biological functions and the structures of bioproducts. We firmly intend to 
apply the research to our society. In order to carry out our research and 
education, we employ many approaches such as biochemistry, organic 
chemistry, omics technology, molecular biology, cell biology, and mathe-
matical analyses to our study.
1. Plant Nutrition: Photosynthesis, nitrogen nutrition, and biomass pro-

duction in higher plants
2. Molecular Biochemistry: Molecular mechanisms of chromatin and 

nuclear organization regulating genomic/cellular functions and applica-
tion of these mechanisms to agricultural and medical fields.

3. Applied Microbiology: Microbial (bacteria and fungi) metabolism, bio-
conversion, and their application to industry

4. Enzymology: Molecular description of enzymes and proteins related to 
the 'specialized capability of lives' and 'diseases', especially, venom-
ics, biomineralization, Alzheimer's disease, and cancer.

5. Applied Bioorganic Chemistry: Synthesis of biologically active natural 
products and their structure-active relationship

6. Plant Cell Biochemistry: Cellular functions and communication mecha-
nisms in the primary metabolism of nitrogen in rice

7. Fungal Biotechnology: Cellular functions of eukaryotic microbes such 
as yeast and filamentous fungi, and development of cryptic and novel 
functions by recombinant DNA technique
From the first to the sixth semester (by the third year), our curriculum 

intends to learn basic science covering broad biochemical research 
activities and to develop students' flexible competence that enables 
students to study interdisciplinary research fields. By the sixth semester 
(by the third year), students take lectures such as biochemistry, enzy-
mology, microbiology, molecular biology, biotechnology, plant physiology, 
plant biochemistry, bioorganic chemistry, and analytical chemistry. In the 
fifth and sixth semesters (in the third year), the biochemical experiment 
course provides fundamental experimental skills that are required for the 
graduation thesis in the fourth year, and the experiment course takes 
almost half of the third year curriculum. In the fourth year (the seventh 
and eighth semesters), each student conducts research for a graduation 
thesis in one of the seven laboratories.

生物化学コースは7つの分野（২物ӫ養学、分ࢠ生物化学、߬ 素化
学、応用ඍ生物学、生物有機化学、২物ࡉ๔生化学、ਅ核ඍ生物機
能学）が担当し、本学部におけるバイオテクノロジー、ライフサイエンス教
育・研究の中心的役割を担っている。研究対は、২物（イネなど）、動物

（人間を含む）、ඍ生物（ە߿、ەࡉ、߬ など）およびそれらの生産する
有用生体高分ࢠや生理活性有機化合物など多ذにわたり、生物の示す
༷々な生命現の制ޚϝカニズムの解明、生物が生産する物質の構造
や機能の解明、生物の持つજࡏ的物質生産機能の開発・応用などを通
して、人類の豊かなະདྷの創造に貢献することをڧく指向している。༷ 々
な生命現や生物の生産する物質の構造・機能などを明らかにするため
に、ήノム科学、分ࢠ生物学、ࡉ๔生物学、Ҩࢠ・タンύク質工学、有
機化学、数理解ੳ技術などの最新の手法をۦし、Ҩࢠ・タンύク質
レϕルはもとより、分ࢠレϕルまで۷り下げて、現・機能を本質的に
理解することを目指している。

۩体的な研究テーマとしては、（1）২物のޫ合成、環境応、素
ँの分ࢠϝカニズムを解明してコϝなどの農作物のऩྔ、質を向上させ
ること、（2）生物のಛघ機能や、ࡉ๔のҨࢠ発現機構を解明して、Ψ

ンやਆ経࣬ױなどのྍ࣏ༀの開発に応用すること、（3）ඍ生物のँ
系や物質生産機能を߬素レϕル、分ࢠレϕルで解明して、ҩྍ、発߬、
環境問題などに応用すること、（4）生物の生産するఱ然生理活性物質
の化学合成と構造の改มにより、新規ҩༀや農ༀなどの開発にܨげ
ることなどである。

生物化学コースの広範な研究を実施するための基礎力を身につけ、
境界領域を含む༷々な研究分野にॊೈに展開できるように、3年次まで
に生物化学、߬ 素学、ඍ生物学、分ࢠ生物学、生命工学、২物生理・
生化学、有機化学、分ੳ化学など基礎的な理科系科目の修得をॏ視す
るとともに、実際に研究を行うための実践的な実験技術を培うために、3
年次には学生実験に大きなエイトを置いている。

卒業生の と́Μど全てが大学院前期2年の課程に進学し、その内の
数໊が後期3年の課程で博士の学位をऔ得している。大学院修ྃ後は、
それͧれの研究分野で学Μ こͩとを活かせる職業、ྫ え、ҩༀ・農ༀ会
社、種බ会社、化学会社、ৢ 造会社、食・ҿ料会社、公的研究機関、
大学などにब職している。

ੜԽ学ίʔε
#iochemistry

Ԡ ༻ ੜ  Խ ֶ Պ DEPART.ENT of APPLIED #IOLOGICAL CHE.ISTRY
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．上 ɿ ਅचバイオミネラリθーションに関わるタンύク質の発現と構造ࠨ
態ܗのミトコンドリアג9มҟࢠ下 ɿ ߬Ҩࠨ
ӈ上 ɿ Ҩࢠ組えで作した高CO2環境でԢに生育するイネ．
ӈ下 ɿ 生分解性プラスνックを分解するەࡉ．
6pper left : Pearl shell biomineralization, and 3D structure and expression of related proteins.
-ower left : Mitocondrial morphology of yeast with gene 9 mutation.
6pper right : Transgenic rice plants that grow better than non-transgenic rice at elevated CO2

concentrations.
-ower right : Bacterial cells decomposing bio-degradable plastics.
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The Chemistry and Life Science Department is consisting with 9 
laboratories i.e., Food and Biomolecular Science; Nutrition, Bioorganic 
Chemistry of Natural Products; Food Function Analysis; Terahertz Op-
tical and Food Engineering; Bioactive Molecules*; Applied Biological 
Molecular Science*; Analytical Bioorganic Chemistry*; and Biostructural 
Chemistry*. Five laboratories belong to Graduate School of Agricultural 
Science and the other 4 laboratories (with asterisk) belong to Graduate 
School of Life Sciences. This department focuses on biologically active 
natural products and the functional components derived from food and 
natural products, particularly their structure elucidation, quantitative anal-
ysis, nutritional and physiological functions. Targets of our education and 
researches are biochemical understanding of biomolecules; proteins; 
fats; carbohydrates; nucleic acids; vitamins; natural toxins; and drugs. 
Students learn biological and chemical approaches, e.g. biochemical 
experiments, genetic analysis, cell culture experiments, animal experi-
ments, organic synthesis, and detailed structural analysis using analytical 
instruments like nuclear magnetic resonance spectrometer and mass 
spectrometer. 

First and second year programs are consisted with interdisciplinary 
education and specialized education, and provided in Kawauchi-Kita 
Campus. The objective of interdisciplinary education is to provide fun-
damental knowledge like chemistry, physics, and biology. Specialized 
education brings about an advance in knowledge of physical chemistry, 
bioorganic chemistry, analytical chemistry, microbiology, nutritional chem-
istry, biochemistry, enzyme chemistry, and food chemistry. Third year 
program provides more specialized lectures and students experiment 
at Aobayama Campus. Student experiments aim to learn fundamental 
experimental skills, which is required for graduation thesis research. Con-
tents of student experiment include lipids, carbohydrates, proteins, gene 
testing, nutrition (animal experiment), enzyme, microorganism, organic 
synthesis and instrumental analysis. Senior students belong to each lab-
oratory and concentrate their research issues for graduation thesis.

生命化学コースは、食化学、分ࢠใ化学ˎ、応用生命分ࢠ解ੳ
ˎ、ӫ養学、活性分ࢠ動態ˎ、ఱ然物生命化学、生命構造化学ˎ、食
機能分ੳ学、テラϔルπ食工学の9分野が担当し、ओに化学的方
法をって食や生体分ࢠの構造と機能の関係について教育と研究を
行っている。大学院では、5分野が農学研究科に所属し、4分野（ がˎ
いた分野）が生命科学研究科に所属する。現ࡏ進められている研究には、
食成分としてॏཁなࢷ質の構造と機能、食や生体内におけるաࢎ
化ࢷ質の生成機構及びその化・࣬ にはそߋ、との関わり合いの解明ױ
のࢭ法としてのࢎ߅化機構の解ੳと開発、食成分の໔Ӹ系に及΅
す機能解ੳ、食物アレルήンの同定および໔Ӹ化学ಛ性の解ੳによる
食物アレルギʵの研究、ന質の機能解ંとその高度ར用法の開発、
Ϗタミンを࢝めとする༷ な々ӫ養成分の機能の解明と生活習׳පの༧、
ຯ覚生理の研究、健康૿進に資する食の開発、多ࡎ性ࠀەの
ためのە߅性化合物の分ࢠデβイン、ڧ力な生物活性を示すఱ然有機

化合物を対とした実用的かつ効的な全合成研究、食中ಟのݪҼ物
質となる自然ಟの同定と構造決定、分ੳ方法の開発、生物活性発現機
構の解明、物理化学的手法を用いた食成分の評価法の開発、࣬ ױ
に関与するタンύク質に作用する分ࢠの創などがある。2年次までの
学生は、専門教育の理解に必ཁな基礎的知識を身にけるための化学、
物理学、生物学などの全学教育科目と、物理化学、生物有機化学、分
ੳ化学、ඍ生物学、ӫ養化学、生物化学、߬ 素化学、食化学の専門
教育科目の講義を履修する。3年次では、ޕ前中はओに専門に関わる
講義をडけ、ޕ後は学生実験を行う。学生実験は1年間を通して、ࢷ質、
質、ന質、Ҩࢠ、ӫ養（実験動物）、߬ 素、ඍ生物、有機合成、機
器分ੳに関する実験を行い、各分野で行う卒業研究に必ཁな基礎実験
技術を習得する。4年次では、各分野に所属して、各個人のテーマにつ
いて卒業論文研究を行う。

ੜ໋Խ学ίʔε
Chemistry and Life Science

Ԡ ༻ ੜ  Խ ֶ Պ DEPART.ENT of APPLIED #IOLOGICAL CHE.ISTRY

-C-MS/MSで定性、定ྔ分ੳを行う。
2ualitative and quantitative analysis of key compounds is performed using -C-MS/MS.

生理活性物質のਫ਼ա程では、ݮѹೱॖや各種クロマトグラフィーを用いる。
For purification of bioactive compounds, rotary evaporator and several column 
chromatography equipment are used.
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ੜ ໋ Պ ֶ
ݚ ڀ Պʢ݉ʣ

GRADUATE SCHOOL of LIFE SCIENCES

Our research aims to elucidate the molecular mechanisms of proteins, particularly 
those relating to diseases, from a structural viewpoint. Furthermore, we apply the re-
vealed molecular characteristics to design novel functional materials. The following are 
current projects.
1. Study of the molecular mechanisms of toxic proteins in pathogenic microorganisms
2. Application of the structure determination method on a biomacromolecule
3. Structure and functional analysis of proteins relating diseases
4. Structure based functional alteration of proteins
5. Structural and functional analysis of new antibiotics for measuring infectious diseases
6. Study of the translational regulatory mechanism

本分野ではɼ࣬ ࢠに関連するタンύク質を中心とした༷々な生体高分ױ
化合物にয点を当て、その分ࢠ機構をクライオిݦࢠඍڸ解ੳや9ઢ݁
থ構造解ੳなどの最先端の分ࢠ解ੳ手法を用いて解明することを目指し
ている。また、明らかになった機能を生かした応用研究も展開している。ओ
な研究テーマを以下に示す。

（1）පݪ性ඍ生物のಟ素タンύク質の分ࢠ機構の解明

をར用した新規構造解ੳ手法の開発ࢠ大分ڊ（2）
（3）創ༀを目指した各種࣬ױ関連ന質の構造機能解ੳ
（4）構造ใに立٭したന質の機能改ม
生物質の構造・機能解ੳ߅છ対策に向けた新規ײ（5）
機構の解明ޚ核生物の༁制ݪ（6）

Ԡ༻ੜ໋ࢠղੳ
Laboratory of Applied #iological .olecular Science

40

9ઢ݁থ構造解ੳ法により決定したTtuAB複合体の構造（ࠨ）とクライオ
解ੳにより決定したリϘιーム複合体の構造（ӈ）ࢠ୯ཻڸඍݦࢠి
Crystal structure of TtuAB complex 	left
 and cryo-EM structure of 
ribosome 	right
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The Arimoto Group studies biologically active small molecules that 
contribute to human healthcare. Research in the lab is currently focused 
on three major areas: autophagy-mediated degradation of disease-re-
lated substrates by the AUTAC technology, development of antibacterial 
agents against vancomycin-resistant strains, and organic synthesis of 
natural products. We utilize diverse chemical and biological techniques 
including eukaryotic and bacterial cell cultures, biochemistry, molecular 
biology, organic synthesis, and nuclear magnetic resonance spectrosco-
py.

当分野は、農学のڧΈである「化学と生物学の境界領域」で研究を進
めている。現ࡏのओཁ研究テーマは、3つに大ผできる。ୈҰに、બ的
オートフΝジー研究とその応用としてのA6TAC技術である。A6TACはࡉ
๔内に存ࡏする࣬ݪױҼタンύク質、ミトコンドリアなどを自ࡏに分解でき、
創ༀの新技術として目をूめている（Mol Cell, 2019


次に、バンコマイシン性ەを標的とするࡎە߅の研究がある。多ࡎ
性ەに有効なༀࡎが望されているが、自然界からの新規߅生物質の発

達は年のバンコマイシン研究の経験を活かして、新ༀ創ࢲ。はしいݟ
にઓしている。

ୈࡾのテーマは、有機合成の研究である。ピンφࢎ、ケンドマイシンなど
ఱ然物全合成がطに達成された。合成研究は、当分野の創ༀ研究をࢧえ
る基盤ともなっている。

ࢠ情報Խ学
Laboratory of Analytical #ioorganic Chemistry

ੜ ໋ Պ ֶ ݚ ֶ Պ ʢ݉ʣ GRADUATE SCHOOL of LIFE SCIENCES

Total synthesis of biologically active natural products plays an import-
ant role for understanding biological processes at molecular level. The 
major efforts of our group are directed toward the practical total synthesis 
of marine natural products with novel molecular architecture and import-
ant biological activity. In order to carry out these syntheses, new synthetic 
methodologies and strategies have been extensively investigated. Our 
efforts also are devoted to clarify structure-activity relationships and mo-
lecular mechanism of biological activities of these natural compounds. 
These studies will lead to design and synthesis of new bio-functional mol-
ecules that modulate the function of biological targets.

生物が生産するೋ次ँ産物（ఱ然物）は、人知を越えたಛҟな化学
構造とॏཁな生物活性を示すことから、有機合成化学のνϟレンジングな
標的分ࢠであるͩ けでなく、新しいҩༀީิ化合物や分ࢠレϕルでの生命
現解明のπールとして、創ༀやケミカルバイオロジー研究においてॏཁな
役割を担っている。本分野では、複ࡶな化学構造とݦஶな生物活性を有
するւ༸ఱ然物の効的全合成、そのための新しい合成応と合成ઓུ

の開発を中心に研究を行っている。さらに、構造類ԑ体の合成と構造活性
૬関の解明を通して、ఱ然物を྇կする新たな生物機能分ࢠの創と生
命科学研究への応用を目指して研究を進めている。

ੜ໋ߏԽ学
Laboratory of #iostructural Chemistry

全合成にऔり組Μでいるւ༸ఱ然物（カリブւ型シΨトキシンC-CT9-1とポルνミン）
Current synthetic target molecules （Caribbean ciguatoxin C-CT9-1 and portimine）

We would like to extend the healthy lifespan of human by utilizing 
chemical biology techniques. For this final goal, we are currently studying 
bioactive molecules to induce degradation of the disease related proteins, 
chemical biology to understand the molecular mechanisms of bioactive 
molecules, improvement in physicochemical properties and pharmacoki-
netics of bioactive molecules, and so on.

With the several methods including organic synthetic chemistry, mo-
lecular and cellular biology, medicinal chemistry and computer chemistry, 
every student will design the bioactive molecules, synthesize them, and 
evaluate their biological activities.

Research Topics
1. Design, synthesis and biological evaluation of bioactive molecules to 

induce degradation of the disease related proteins via ubiquitin-protea-

some system
2. Target identification of bioactive molecules by chemical biology tech-

niques
3. Strategies for improving aqueous solubility by modifying molecules us-

ing certain methods that would decrease intermolecular interaction

本研究室は、健康ण命のԆを最終目標にした生体機能分ࢠのケミカ
ルバイオロジー研究を実施する。۩体的には、࣬ に関連するタンύク質ױ
の存ྔࡏをݮগさせる生体機能分ࢠの開発や、ケミカルバイオロジー的な
手法を用いた生体機能分ࢠの新しいϝカニズム解明、生体機能分ࢠの体
内動態を改善する分ࢠ設ܭの提Ҋなどを目指す。

当研究室では、有機合成化学、分ࡉࢠ๔生物学、創ༀ化学、ࢉܭ化学
などの専門領域を複数活用するいわΏる学際研究を実施する。各自が分
๔生物実験を担当し、生命科学研究においてࡉࢠ有機合成、分、ܭ設ࢠ
。ॏなೋ流の研究者を目指すو

ಈଶࢠੑ׆
Laboratory of #ioactive .olecules

に関連するタンύク質ױ࣬
の存ྔࡏをݮগさせる生体
機能分ࢠ
The bioactive molecule to 
induce degradation of the 
target protein

A6TACによる࣬ݪױҼのオートフΝジー分解
Autophagic degradation of disease causing targets 	gray: down left
 by an A6TAC molecule
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本国内からഉ出されるԹ室効果Ψスのྔは11ԯ5,000ສトン（2020
年基準、ೋࢎ化素ࢉ）で、そのうち農業分野からのഉ出ྔは3,220ສ
トンと2.� を̀めています（2022年度本国Թ室効果Ψスインϕントリใ
ॻ）。シなどのᢸՈசのফ化内発߬༝དྷのϝタンは農業分野のࠂ
Թ室効果Ψスの24 （̀2020年度、ೋࢎ化素ࢉ）をめるため、ச
産分野ではϝタンをݮするࣂ料の開発や、ϝタン産生ྔが高いまたは
いڇのಛ定などの研究が行われています。これらの研究を遂行するた
めには、ϝタン産生ྔに応じた個体ຖの生理的なಛを明らかにする
ことも必ཁです。

ໟ和種は、本国有の用種に認定され、国内でං育されていࠇ
る和ڇの と́Μどがこの種類であり、質はࢷ交ࡶの面で༏れる。
世界的に目されている高質のڇとして、༌出ྔが年々૿Ճして
います。ࠇໟ和種のං育前期、中期、後期にଌ定されたϝタンഉ出ྔ、
݂ӷ中のँ産物・ϗルϞン・アミノࢎのೱ度、ルーϝンӷ性状および
؊ トଁランスクリプトーム解ੳなどの生理的なँใを用いて、ϝタ
ン産生と生理的ಛとの関係を解明しました。これらの݁果より、高ϝ
タンഉ出ڇはϝタン産生によるエネルギーଛࣦを うิため、体内のアミ
ノࢎをੵۃ的に活用しており、インスリンが݂中から組織へのアミノࢎ

のҠ行を促進している可能性が示ࠦされました。Ұ方、؊ଁでは、ϝタン産
生ྔの૿大にい、ँ関連Ҩࢠの発現が調અされ体内のグルコー
スೱ度をҡ持すると考えられます。

本研究でϝタン産生との関係が明らかになった生理的ύラϝーターは、
国内でࣂ育されているࠇໟ和種のϝタンഉ出ྔを༧ଌする指標として活用
できることが期されます。

ݚ ڀ ɾ ڭ ҭ τ ϐ ο Ϋ ε RESEARCH � EDUCATION TOPICS

ϝλϯഉग़ྔ͕ଟ͍ࠇໟछڇͷੜཧతͳಛ͕໌Β͔ʹ
Physiological characteristics of Japanese Black cattle with high methane emissions revealed

ᚯɹঘڭ ݐतɹɹઐ ɿ ಈੜཧ学
Sanggun ROH Research Field : Animal Physiology

զが国には、カドミム（Cd）やώ素（As）などの有元素によるԚછ農
があり、中の動態解明や作物のٵऩݮが食の安全に向けた課
題となっています。作物のCd含ྔやコϝ中ແ機Asの国際基準値がۙ年
設定され、国際的にも大きな関心がدせられています。野教授は、
中の有元素の動態に関与するマンΨン（Mn）/మ（Fe）ࢎ化物にண目して、
ס૩にうMnࢎ化物の༹解とMnࢎ化物ٵଂ態ը分の༹出という
ಛҟな現をݟ出し、そのϝカニズムがによるMnࢎ化物の還元に
よることを࢝めて示し、有元素の環境動態における新たな視点を開きまし
た。また、ࠇϘクにおいてMn/Feࢎ化物にٵଂした有元素のܗ態を
評価できる新ந出法を提Ҋし、有元素の供څ源としてのMn/Feࢎ化物
のد与を解明する研究に活用されています。Ԛછ対策に関して、ある
種のۚ属ԘをへՃえるとプロトンを์出するಛ性にண目して環境に༏
しくCdআڈ効の高いચড়ࡎをબ定するとともに、可ൖ型のચড়ഉ
水ॲ理装置や؆қഉ水ॲ理法を開発して、実用性の高いオンサイト
ચড়技術を確立しました。また、水ҴのAsとCdの同時ݮに向けて、మ
関連資材の高いAs༹出制能を明示し、9ઢٵऩ端ۙ構造法を用い
てθロ価మにおける༹性Asེ化物の生成を同定して、そのAs༹出
制ϝカニズムを࢝めて解明しました。これらのAsٵऩ制資材と୷水培
のซ用法、最దな水理法、Cdٵऩイネとઅ水培の組合せなど、現

場に即した培理技術を開発しました、これらは、国際食規格ҕ員会
における本ଆ討ٞ資料として活用、農水লの対策指針に記載され、ࠓ
後のී及が期されます。

தʹ͓͚Δ༗ݩૉͷಈଶͱ࡞ٵऩݮʹؔ͢Δڀݚ
ʢ����ຊංྉ学ձʣ

Dynamics of hazardous elements in soil and reduction of crop absorption (Society Award of Japanese Society of Soil 
Science and Plant Nutrition, Japan, 2022)

ɹ೭ ڭतɹɹઐ ɿ 学
Tomoyuki MAKINO Research Field : Soil Science

発表論文 （1） 野知೭ɿං料学（2022） 246-243 ,93、ࢽࡶ （ං料学会ड論文）

発表論文

（1） ,im M, Masaki T, Ikuta ,, Iwamoto E, /ishihara ,, )irai M, 6emoto :, Terada F, Roh S. 2022. Physiological responses and adaptations to high methane production in 
+apanese Black cattle. Scientific reports, 12:11154.

（2） ,im, M., Masaki, T., Ikuta, ,., Iwamoto, E., 6emoto, :., Terada, F. and Roh S. 2022. Changes in the liver transcriptome and physiological parameters of +apanese Black 
steers during the fattening period. Scientific reports, 12（1）ɿ4029．
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2014
2015

⽔管理(湛⽔,間断灌漑の⽇数および節⽔）と
⽞⽶ヒ素濃度およびカドミウム濃度の関係

X線吸収端近傍構造法による鉄資材を施⽤した
⼟壌におけるヒ素の形態分析

コシヒカリ 低カドミウム品種

突然変異体の新規低カドミウム品種

⽔稲栽培における
ヒ素とカドミウムの
同時低減技術の開発
（資材, ⽔管理, 品種）

水理（୷水、間断ᕲᕱの数およびઅ水）とݰถώ素ೱ度およびカドミムೱ度の関係
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エダマϝをはじめとする੨果物のඒຯしさは、さやうまΈ等の成分ଌ定
や評価はൺֱ的容қですが、ॊらかさや͝ࣃたえといったテクスνϟや内部
構造の評価・数値化はࠔでした。本研究は、์ ࣹޫ施設SPring-�をར
用し、エダマϝの内部構造解ੳを実施しました。

9ઢCT（Computed tomography）は、物質の内部構造をඇഁյで可
視化する手法として用いられています。9ઢ位૬ࠩCTは、9ઢの持つと
しての性質をར用し、物質をಁաする際に物質の密度に応じてىこる位૬
のม化を分ੳすることで、物質内部の密度ࠩを可視化することができます。
SPring-�のB-20B2でエダマϝの9ઢ位૬ࠩCTをଌ定し、内部の密度
ࠩを可視化することに成 しޭ
ました。密度の領域に
目して3次元ը像を構ஙする
と、エダマϝの内ଆに目状
に存ࡏする通ಓ組織がࡏݦ
化しました（ਤ1）。9ઢ位૬
ࠩCTは২物組織をඇഁյ、
ඇછ৭で観することができ
ることから、生物試料のଌ定
手法としてඇ常に有効である
とݴえます。次に、ᣐで時間

のҟなるエダマϝについてଌ定したとこΖ、ᣐで時間0分ではҰ༷に高密度
状態であるのに対し、ᣐで時間に応じて密度化する༷ࢠが観されました

（ਤ2）。密度のҧいを指標とすることでエダマϝのඒຯしさのཁҼである内
部構造を評価することができました。

本研究は、農学研究科のྡにݐ設中の次世์ࣹޫ施設・φノ
テラス（2024年度Քಇ༧定）のར活用を目指したフィージϏリティスタディ
のҰ環として、২物生命科学コース・ۚ 下ᡨฏॿ教、生命ٶ、ଇ教授تࢁ
化学コース・౻Ҫஐ教授とのコースԣ断的な共同研究として実施しました。

ͷඒຯ͠͞ʹ์ࣹޫͰഭΔ౾ࢬ
X-ray phase-contrast CT of edamame using synchrotron light

∁ɹሡจ ॿڭɹɹઐ ɿ λϯύΫ࣭学
Masafumi HIDAKA Research Field : Protein engineering

ネットϫークをுり८らせ、২物の根と共生関係ࢳەは中にە根ە
をஙくことで林生態系のҡ持にॏཁな役割を果たしています。ە根ەの
を介した২物間のシグφル達は世間の目をूめていますが、科学ࢳە
的なデータはগないのが現状です。

シグφルはਆ経系をもつ生物ؾి けͩでなく、あらΏる生物でシグφル
達にわれており、ە類でも実験室内のࢳەやキノコでి位やキノコ間で
のシグφル達がۙ年ଌ定されていますが、野֎でە類のిؾ的シグφル
達がܭଌされたྫはありませΜでした。

本研究では、野֎の林の上に発生したە根ەオオキπネタケ
（-accaria bicolor）のキノコ6個にిۃを設置することで、ە類のిؾ的シ
グφル達を示ࠦするデータを野֎でॳめてܭଌしました。

キノコにిۃを設置した後は と́Μどి位がܭଌされませΜでしたが、
2間のଌ定中には߱Ӎがあり、߱ Ӎが࢝まってしらくするとキノコのి位
が大きくม動し࢝め、߱ Ӎ後もి位活性はҡ持されました。

߱Ӎ後のి位が安定した時のデータをい、時系ྻデータに基づくҼ
果解ੳを行ったとこΖ、ి 位のม動ύターンにキノコ間で有意なҼ果関係
がݟつかりました。Ҽ果関係はڑ的にۙいキノコ同士 ど́ڧく、またキノ
コ間のҼ果関係には方向性がある可能性が示ࠦされました。ྫ えキノコ
1のి位ม化はキノコ2に即座に（1ඵ後など）Өڹを与えますが、ٯにキノ
コ2のి位がキノコ1にӨڹを与えるには数ඵかかっていました。つまりキノ

コ間にはిؾ的なシグφル達があるが、その達には方向性があることを
示ࠦするデータです。

ӍޙͷΩϊίͷిؾతͳձΛଌఆ
Mushrooms and their post-rain, electrical conversations

ਂᖒɹ༡ ॿڭɹɹઐ ɿ ྛඍੜੜଶ学
Yu FUKASAWA Research Field : Forest Microbial Ecology

発表論文 )idaka, M.� Miyashita, S.� :agi, /.� )oshino, M.� ,ogasaka, :.� Fujii, T.� ,anayama, :. )igh Resolution 9-ray Phase-Contrast Imaging and Sensory and Rheometer Tests in 
Cooked Edamame. Foods, 11（5）, 730 （2022）.

発表論文 Fungal Ecology・Electrical potentials in the ectomycorrhizal fungus -accaria bicolor after the rainfall event.・:u Fukasawa, Daisuke Akai, Masayuki 6shio, Takayuki Takehi

ਤ2　ᣐで後のエダマϝの位૬ࠩCTの断ը像。密度をٙࣅカラーで表示した。ਤ1　密度領域を可視化することでࡏݦ化した通ಓ組織

キノコに設置されたిۃ
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農林水産業には、域・ٿ環境へのӨڹをݮしつつも人૿ޱՃに
対応する生産性の向上が求められており、持ଓ的かつ環境อ全的な食料
生産システムの構ஙが命題となっている。ಛに、個々の生態系のΈならͣ
ྡする生態系やそれらを݁ぶ流域、空域、人間生活域を含む高次の複
合生態フィールドにおいて、環境に調和する生物生産システムを構ஙする
ことが広く求められている。

農学研究科では、ฏ成15年4݄、域およびւ域での生物生産の研究
拠点であった附属農場を複合域生産システム部（フィールドセンター）、
附属ւ༸生物資源教育研究センターを複合水域生産システム部（ঁ
フィールドセンター）と改শして౷合し、さらに、複合生態を俯瞰的に研究す
る複合生態フィールド制ޚ部をઋ（Ӎٶキϟンύス）に新設して「複合生
態フィールド教育研究センター」を開設した。

フィールドセンター（4研究分野）は、2,215 ha（東ژઍా区の
2ഒ）という広大なフィールドに林・・ߞがバランス くྑ配置され、
大学附属農場としては全国Ұの規をތっている。ঁ フィールドセンター（̍
研究分野）はפ流（ை）とஆ流（ࠇை）が出会う世界ࡾ大ړ場のҰつであ

るࡾ沿؛に位置し、持ଓ的な水産業に向けた教育研究を展開している。
さらに、複合生態フィールド制ޚ部（1研究分野）では、これらࢁからւに至
る多༷な農林水産業に関して、リϞートセンシング技術等による高次元で
俯瞰的な視点および社会経済学的な視点から教育研究を行っている。

また、ʵঁʵઋの3点を݁ぶ領域を農学研究科のキϟンύスの
Ԇ上と考え、ྡ す
る国公立試験研究機
関の生物生産フィー
ルドと域連携フィー
ルドをܗ成し、さらには
生態系をҟにするւ
֎学術交流協定校の
生産フィールドとの間
と研究ネットϫークを
。成しているܗ

Ӊからٿを観ଌする人工Ӵによるը像などを用いて・水域の複合生態系のϞニタリ
ング、環境ෛՙのフィールド制ޚなどにかかわる研究を促進している。ߤ空機などの高度から
の観ଌ手法もとりいれながら、空間ใ科学の農学への応用研究を幅広く手ֻけている。持
ଓ可能な農林水産業のためのใ機器の活用にもऔり組Μでいる。

林・・農の域を対とした複合域生産システム部と沿؛・ւ༸の水域を対と
した複合水域生産システム部と連携をとりながら、上空からのフィールド研究を推進している。
複合生態フィールド調査のために、ٿ観ଌӴデータ等のར用と解ੳ手ஈとしての理
ใシステムの構ஙを実施し、複合生態フィールド科学の創設を行っている。GISιフトΣア、リ
Ϟートセンシングデータ解ੳιフトΣアを教育研究のために整備している。

ؔ ࿈  ৫ ɾ ෟ ଐ ࢪ ઃ ɾ େ ܕ ػ ث AFFILIATED INSTITUTIONS 
and FACILITIES
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ઋࢢपลの人工Ӵによる観ଌը像

附属複合生態フィールド教育研究センターの組織

ෳ߹Ҭੜ࢈γεςϜ෦ʢچෟଐɾϑΟʔϧυηϯλʔʣ

複合域生産システム部（フィールドセンター）は、ઋから北
70km、ԞӋྊ຺ࢁにする大࡚ࢢ໐ࢠԹઘ区を中心に、Ճඒ
ொ、ࢢݪ܀の21ࢢொに広がり、総面ੵ2,215haは東北大学ෑ面ੵの 
�6 を̀め、大学農場としては全国Ұの規をތる。前身は明17࣏年に
設置された܉܉അ育成場であり、ઓ後、東北大学にҠされたのち、ত
和21年には農学部附属農場、ฏ成15年には附属複合生態フィールド教
育研究センター複合域生産システム部となり現ࡏに至る。センター内に
はブφなどの自然林とスギなどの人工林、自然と人工、ू 的な
ാと水ాが配置されている。自然との調和を基本としながら、先端技術を
導ೖし環境ෛՙをܰݮする食料生産とそれに関わる教育・研究が行われて
いる。教育面では学部学生のための農林ச産に関わる生産フィールド実
習など、大学院学生のためには複合生態フィールド科学専門実習などを実
施し、学部及び大学院生への研究指導が行われている。また、文部科学
লの教育関係共同ར用拠点として、全国の大学生・高専生や֎国人留学
生を対に、「食」と「食をࢧえる環境」とのつながりとそのॏཁ性を学ぶ講
義・実習が行われており、域のখ中高生やॅ民、社会人を対とした公
開セミφーなども࠵されている。研究室は、培২物環境科学、ʵ動
物生産生態学、動物環境理学、林生態学の4分野があり、中ࢁ間
の多༷な自然環境を活かして林ʵʵߞ（ാ・水ా）にわたる幅広い
フィールド研究を展開している。また、本センターのܙまれた自然環境を活か
して、国際生物ܭըのススキݪやඇアロフΣン質ࠇϘクの国際ࣜ
断面、自然環境อ全域や学術ࢀ考อޢ林、ೕڇ、和ࠇ）ڇໟ和種、
本֯種）、および໗༽の์ࣂ養システム、組え২物ִะ場、ؾ
ிؾ観ଌ所、観ଌߺ、ి観ଌ所などが設置されており、本
学のΈならͣ 国内֎の研究者に広くར用されている。農・林・ச産業におい
ても、自然がもつড়化能力を越えた生産を行うことにより、ٿ環境のѱ化
がҾきىこされている。それは୯Ұな生態系内で生産活動の経済性のΈ
を求し、ྡ する複合生態系へのӨڹ評価をଵったためである。本セン

ターでは、目的とする生産生態系のΈならͣ 、人間生活域をも含めたྡ
する生態系へのӨڹを評価し、複合生態系としてのバランスのとれた生物
生産体系の確立を目指している。

ࣸਅࠨ上ɿ上空からݟた複合域生産システム
部のݐ物とะ場．
ࣸਅӈɿ̡フィールド環境学 r林フィールド講義．
ࣸਅࠨ中ɿ̡২物生命科学コースの生産フィール
ド実習 イrネのऩྔ調査実習．
ࣸਅࠨ下ɿ̡フィールド環境学 rシ์での
食育の実習．
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໔Ӹ෦
作物、Ոச動物および水産生物に基本的に備わっている生体ޚ

システムについて分ࢠレϕルでの基礎研究を行い、農ச水産物の健全
育成と໔Ӹ機能性食開発に資する基盤技術を開発する。新学問領
域「農໔Ӹ学」を創出し、ҩ農໔Ӹの発展的分野融合も推進しながら、
কདྷの農໔Ӹ研究を担うए手研究者を育成する。

҆શɾػධՁ෦
農໔Ӹシステムにかかわる環境および生体に含まれる有物質（農ༀ、

ఄ・出・評価するとともに、食の度ݕ生物質など）のม動を߅ ຯ成分
や健康ҡ持૿進にد与する機能性成分や生体へのӨڹを、次世์
ࣹޫ施設も活用して評価する技術を開発する。さらに、本システムを有
効に農ச水産物の生産・高度化にద用するために、生産環境中の生物
的・化学的ཁҼを断・評価するҰ次産業技術基盤を構ஙする。

ࣾձ࿈ܞ෦
センターで開発した新技術の有用性を連携先の農場や国内֎の企

業等で実 しূ、それによって生まれる新技術の化をਤる。また、イン
ターン制度や学生のւ֎ݣ、国際共同教育を活用して技術開発から
化に至るまでのプロセス理等を先導的に行えるグローバル人材
を育成することにより、社会に貢献する。

ըཧ෦ا
センターにおけるプロジΣクト全体の企ը理と研究成果の公開促進

を担当する。

本センターは、作物、ச産、水産など農学分野が対とするओཁ研究領域にお
いて、生体ޚ・໔Ӹ機構に関する研究を分野ԣ断的に展開することにより、ༀ
のΈにཔらない農ச水産物の健全育成、およびそれにより生産された食のࡎ
安全性・機能性について、総合的に分ੳ・評価する新たなシステムの開発を行うこ
とを目的に、ฏ成27年4݄に農学研究科内のセンターとして設立された。ୈҰ期
5年の大きな成果を基盤として、2020年4 よ݄りୈೋ期5年が開࢝された。新た
に学内連携を含めϢニット構成を発展的に再構ஙし、ҩ農໔Ӹの分野ԣ断的な
力基盤と์ࣹޫར用をऔりೖれた次世生命農学により、食と農໔Ӹの国際ڧ
教育研究をさらに推進し、世界をリードする次世型農業の発展に貢献する。セ
ンターは「農໔Ӹ」、「安全・機能評価」、「社会連携」および「企ը理」の4部
門で構成され、センターが目指す新たなフードシステムの構ஙに必ཁな知的・技術
基盤の創成と国際的に活躍できる高度人材の育成を行う。この目標を達成する
ために、センターではւ֎の先導的トップクラスの連携大学とए手研究者・院生
の活発な研究交流を推進している。当センターϗームϖージɿ http://www.agri.
tohoku. ac.jp/cfai/index.html

৯ͱ໔Ӹ国ڭࡍҭڀݚηϯλʔ

ෳ߹ਫҬੜ࢈γεςϜ෦ʢঁϑΟʔϧυηϯλʔʣ

複合水域生産システム部（ঁフィールドセンター）は、ࡾリアスࣜւ؛ೆ端部のঁொに位置している。附属ւ༸生物資源教育研究センターを改組
సして発した水産生物に関する教育研究施設である。とւとがする沿؛生態系のར用とอ全というॏཁ課題に対してグローバルな観点からऔり
組むことのできる人材を育成することを目標としている。

本システム部は、ை（פ流）とࠇை（ஆ流）が出
会う複ࡶなւ༸環境や多༷なւ༸生物など、ઈ好
の教育・研究݅にܙまれている。このような݅
のもとで、学部学生と大学院生に対する実習・講義
を行っている。ಛに学部1年生から3年生を対と
した学生実習では、実習ધ「ւ生」を活用し、生物
を自らू࠾することによってւ༸生物の多༷性を
実ײし、ւ༸生物のอ全と効的生産を྆立して
いくための生物生産システムに関する体系的な実
習を行っている。本学以֎の教育研究機関による
ར用度も高く、学術的にも༏れた研究成果が生Έ
出されている。 ਤ2. 実習ધ「ւ生」にりࠐΈ、実習フィールドに向かう学生ॾ܅ਤ1. 本システム部の本ؗと؟前に広がるঁ

άϩʔόϧ学ڭҭʢϢχοτʣ
農学研究科・農学部のւ༸コース・グローバル

農学教育（Ϣニット）の4年間の英語学位プログラム
（AMB）では、ւ༸学科に関連する幅広いւ༸意
識と研究࠽能にڧΈを持つ留学生の育成を目指して
いる。さらに、学生はݦඍڸ学（実体ݦඍڸ、ి ࢠ
およびさまざまな水生生物の系౷発（（SEM）ڸඍݦ
生分ੳ等のスキルを習得する。本人学生・院生に
対しても、専門科学英語能力の向上にऔり組Μでい
る。

W6R-T6 Symposium 2023 in Wageningen, /ederland.

ਤ1. AMB学生は、環境から࠾水し、ᖤաする。そ
の後、PCR、qPCR、次世シーケンス解ੳ

（/GS）の技術（Illumina,/anopore 等）を
用いて、環境D/Aによる多༷性をਝにݕ
出し、野֎で生物調査や実験等を行う。 ਤ2. 2021年のAMB卒業生
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ηϯλʔۀ࢈৯ੈ࣍

์ࣹޫੜ໋学ηϯλʔ

高ྸ化、աૄ化に対し、農林水産・食産ࢠに進むগٸ
業の発展と自然共生による生物多༷性のҡ持を྆立させ、持
ଓ可能で自立した東北域を構ஙするための研究・教育を行う
ことを目的として、ྩ 和3年4݄に設立された。東北෮興農学セ
ンター（ฏ成26年4݄設立）、生物多༷性応用科学センター（ฏ
成2�年6݄設立）および食研究開発プラットフΥーム（ฏ成
26年3݄設立）を౷合し、大規自然ࡂからの෮興、生物多
༷性を活かした生態系調和型生物生産技術および食料資源
のՃ工・分ੳに関する最先端技術をऔりೖれるとともに、附属
複合生態フィールド教育研究センター、工学研究科、ະདྷ科
学技術共同研究センター等と連携しながら、産業界との共創に
より新技術の社会実装を促進して、農林水産・ச産・食産業
等の生物関連産業改革の活路となる研究教育・技術開発を目
指している。

東北大学大学院農学研究科附属์ࣹޫ生命農学センター（Center 
for Agricultural and -ife Sciences using Synchrotron -ight� 
A-Sync）は、2021年9݄に設置され、現ࡏは40໊の教員がࢀըしてい
ます。食料・健康・環境を中心とした農学・生命科学領域のॾ課題に対して
次世์ࣹޫ施設/anoTerasuなどを活用してऔり組むことにより、農学
研究科の研究教育および産学連携を推進することをओな目的として活動
を行っております。์ࣹޫ技術ར用については、東北大学国際์ࣹޫイ
ノϕーション・スマート研究センター（SRIS）およびޫ科学イノϕーションセン

ター（PhoSIC）とも連携しています。また、当֘領域において学際的・国際
的に活躍できる人材の育成を行うことも目的のҰつとしています。

次世食産業創造センターのྩ和5-6年度ӡӦ体制
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次世์ࣹޫ施設/anoTerasu成༧ਤ（PhoSIC提供） ์ࣹޫ生命農学センター組織ਤ
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ؔ ࿈  ৫ ɾ ෟ ଐ ࢪ ઃ ɾ େ ܕ ػ ث AFFILIATED INSTITUTIONS 
and FACILITIES

ಈڀݚ౩
動物研究౩は、খ動物研究施設（マス、ラット、サギ）、Ոச研究施設

（シ、ώπジ、Ϡギ）、Ոۑ研究施設（ニϫトリ）、動物ँ機能・ܗ態解ੳ
施設およびଯං施設から構成されています。ライフサイエンスに必ཁな基
礎的技術を学ぶ場であるとともに、生命現の解明や安全で健康的な食
に関する基礎研究、そして食をࢧえるՈச・Ոۑのࣂ養理や生৩発生
工学の基礎研究を行う施設として、「東北大学における動物実験等に関す
る規程」を९कし、3R（Replacement, Reduction, Refinement）のݪଇ
をଚॏしてӡӦされています。

২࣮ݧϑΟʔϧυ
2.73haの২物実験フィールドは、ะ場（ാ16面（内果थ3面）、

水ా1� 面、ポット培場2面）と、ՃԹΨラス室3౩、ແՃԹカΨラス
室�౩、室4౩、自然ޫ型খ型フΝイトトロン29౩（内 P1型16౩）、
人工ޫ型খ型フΝイトトロン10౩、人工ޫ型୯৭ޫ多連培養室1౩、
২物生育制ޚ実験施設・調査室などがあります。イネ、ダイズ、༷ 々な
Ԃ芸作物や果थ等の培と生産に関する実験を行っています。

զが国のۙ農学は、明7࣏年開設のۨ場農学校と明9࣏年に開設さ
れたࡳຈ農学校が源流である。ࡳຈ農学校は後になり東北ఇ国大学農
科大学となった（明40࣏年）。ࡳຈ農学校の施設は、クラークのݴ༿をかり
ると「講ಊ、文ݿ、化学࿃所及び生ెࣷにして、࣏下の北部なる方ܗの
構内にࡏりてはਖ਼ிとਖ਼対」していたとݴう。東北ఇ国大学から北ւಓఇ
国大学が分独立して（大ਖ਼7年）、Ұ時的に本学に農学教育の拠点が
ࣦわれたが、ୈೋ次世界大ઓ後զが国の食料問題の解決と東北方の
農林水産業のৼ興などを意ਤしてত和22年4݄に本学農学部が創設され、
ซせて同年9݄に農学部ਤॻ室が設置された。ここから農学分ؗのྺ࢙
が࢝まった。ত和25年農学部のӍٶ区Ҡసにいਤॻ室もӍٶ区
にҠసし、その後ত和34年の農学部ਤॻֻ、ত和49年の農学部分ؗを
経て、ত和53年に農学分ؗとなった。そしてฏ成29年に੨༿ࢁ新キϟン
ύスにҠసし、੨༿ࢁコϞンズのҰ֯に総面ੵ5,700ᶷ、Ӿ覧席数
370のਤॻؗとして新たなスタートをった。

“農学とはԿͧや”。本農学の源流に、東北のީؾ෩、農業をバッ
クにした新しい教学をつくるべきである。これらの本学農学部設立時から
の課題に対するミッションをӄにཅにࢧえてきたのが農学分ؗであり、ྩ 和
4度の時点でのଂॻは、和ॻ97,000、༸ॻ63,000ܭ、
のॻ੶・資料がであり、年間�,000160,000 しି出されている。

զが国の農学の流れを຺ と々डけܧいでいる本学農学部においても、
զが国の国際的なプレθンスの૿大にい国際的視点もܽかせなくなった。
農学分ؗはྩ和4年度の時点で2,300種類の༸ࢽࡶを所ଂするととも
に、ి 。ジϟーφルの整備にも力をೖれているࢠ

人間性のଚ厳と学問の自༝をॏΜͣる学෩の下、幅広く多࠼な教育を
展開する農学部において、農学分ؗは学術ใ基盤としての役割を果た
してきた。੨༿ࢁ新キϟンύスҠసを機に、ࠓ後は農学部のΈならͣ 学際
的学問領域において多面的なใ基盤となるべくҰาを踏Έ出したとこΖ
である。

農学分ؗのؗ内各エリアの内、先ͣ自ओ的な学びと交流のためのラー
ニング・コϞンズエリアには、グループでの共同作業やアクティブ・ラーニング
にదしたテーブル等を有し、備えけのใ機器なども活用しながら学習す
ることができる。次にॻՍ上部のライトがҹ的なӾ覧室エリアでは੩ऐ
な空間が֦がるとともに、ޫ࠾豊かなロフトのカンター席では目の前の自
然をײじながらؾ持ちよく学習することができる。また、開์的なਧきൈけフ
ロアのランジは、知的ܹとなる多種多༷な分野の資料を備え、ؾ分స
にもదした知的空間となっている。最後に各キϟンύスਤॻؗのࡧや思
デポジットとなる共用ॻݿは、50ສがऩ容可能なి動ू密ॻՍを備え、
リクエストにより各キϟンύスへのデリバリーにも対応している。

農学分ؗはقઅをײじる自然ܠ観の中で、人々が学び、ܜい、交流する
場としての੨༿ࢁ新キϟンύスの共有であり、幅広く多࠼な教育を展開
する農学部において農学分ؗは学術ใ基盤としての役割を果たしている。

東北大学ෟଐਤॻؗ学ؗ
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֎ࣂҭ࣮ݧ
3面の野֎水૧と2౩の߃Թ装置が

あります。୶水ڕのҨ育種実験、ඍ
類の培養、また培養Ӥ料によるೋࡉ
ຕのࣂ育実験等を行っています。

২ڥԠ࣮ࢪݧઃ
本施設では২物の環境応の研究を行っています。9室の২物環境制ޚ室と2室の

培養室があり、これらの装置では、Թ度、ޫ 度、૬対Թ度、およびӫ養素ೱ度などのڧ
ਖ਼確な制ޚが可能となっています。そのうち4室はණՏ期や産業革命以前のいೋࢎ
化素ೱ度から現ࡏの3ഒまでの高いೋࢎ化素ೱ度の設定も可能です。そのଞ、Թ
度制ޚ可能なޫ合成ଌ定室もあります。それらの設備をۦし、ٿ上のさまざまな環
境を定した݅での২物の培やそれらの環境にద応するܗ質స体২物の作出
が行われています。

大ثػܕੳࣨ
/MR（7arianおよびBruker 600M)z）、高分解能質ྔ分ੳܭ

（+EO- +MS-700）、ESI-TOF/MS（Bruker micrOTOF-2 ᶘ）、
-C/MS/MS（AB SCIE9 API2000）、安定同位体ൺ質ྔ分ੳܭ

（Thermo Fisher Scientific DE-TA 7 Advantage）等の装置
を備え、ओに有機化合物の同定や構造解ੳに用いられています。
研究科内のΈならͣ 、TSCを通して֎部からのडୗ分ੳも行います。

์ࣹੑಉҐݩૉ࣮ࢪݧઃ
์ࣹ性同位元素実験施設は、ඇ密෧์ࣹ性同位元素（RI）を用した農学および生

命科学研究を行うことのできる์ࣹઢ施設で、3)、14C、32P、35S、125Iなど、22種類のЌ、
Ѝ核種が用可能です。実験室は7室あり、4室のҰ般実験室にՃえ、২物、水産物、
動物のࣂ育実験のための২物ඍ生物実験室、水実験室、動物実験室の3実験室が
あります。২物ඍ生物実験室にはΨラス室がྡしており、動物実験室にはখ動物用
の動物ࣂ育フードが設置されているࣂ育室がྡしています。ଌ定室にはӷ体シンνレー
ションカンター、マイクロプレートRI・グロー発ޫଌ定システム、ήルマニム導体ݕ出器、
Radio)P-Cを備えており、༷ 々なRI核種のܭଌが可能です。

ࣨڸඍݦࢠి
査型ిݦࢠඍڸ（立S6�000）、ಁ ա型ిݦࢠඍڸ（立)-7650）のଞに試料

の前ॲ理機器として、ルトラミクロトーム（6-TRAC6T S）イオンスύッタ、カーϘンコータɻ 、
オスミムコーター、水化ॲ理装置、ਅ空ৠண機、ౚ݁ס૩機があります。২物組織・
動物組織・ࠛ ・ඍ生物・等の観を行っています。また、農学研究科 けͩではなく、
東北大学のଞ部ہ、ଞ大学、民間企業の方にもར用されております。
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全ܠ（The whole view） Թ実験室（The homeothermal laboratory߃
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ࠃ ࡍ ަ ྲྀ ڠ ఆ ߍ INTERNATIONAL ACADE.IC COOPERATION AGREE.ENTS

国ڠྲྀަࡍఆߍҰཡɹ�Χ国ɾ�Ҭػ�� ʢؔ大学ؒڠఆؚߍΉʣ
International Academic Cooperation Agreements

Ϥʔϩούɾ北ΞϝϦΧɾೆ ΞϝϦΧ
Europe,North America, South America

ΞδΞ
Asia

໊ߍఆڠ
Partner  Universities

Ҭ・ࠃ
Region � Country

農科大学ߍभ大学ࡁ
College of Agriculture, Jeju National University

ࠃؖ
Korea

台北ҩ学大学ӫཆ学部
College of Nutrition, Taipei .edical University

台
Taiwan

தࠃւ༸大学ʢ大学ؒڠఆʣ
Ocean University of China 	University Level Agreements


தࠃ
China

༲भ大学ʢ大学ؒڠఆʣ
Yangzhou University 	University Level Agreements


தࠃ
China

北ۀژ大学ʢ大学ؒڠఆʣ
#eijing University of Technology 	University Level Agreements


தࠃ
China

Ϙΰʔϧ農科大学ʢ大学ؒڠఆʣ
#ogor Agricultural University 	University Level Agreements


ΠϯυωγΞ
Indonesia

ύδϟδϟϥϯ大学ʢ大学ؒڠఆʣ˞
Padjadjaran University 	University Level Agreements


ΠϯυωγΞ
Indonesia

ΨδϟϚμ大学ʢ大学ؒڠఆʣ˞
Gadjah.ada University 	University Level Agreements


ΠϯυωγΞ
Indonesia

ϋαψσΟϯ大学農学部
Faculty of Agriculture, Hasanuddin University

ΠϯυωγΞ
Indonesia

ϒϥΟδϟϠ大学ʢ大学ؒڠఆʣ
Universitas #rawijaya 	University Level Agreements


ΠϯυωγΞ
Indonesia

μοΧ大学 ੜ科学部
Faculty of #iological Science, Unitersity of Dhaka

όϯάϥσγϡ
#angladesh

（˞は関係部ہ）

໊ߍఆڠ
Partner  Universities

Ҭ・ࠃ
Region � Country

Ϗΰ大学ཧ学部
Faculty of Science, University of Vigo

εϖΠϯ
Spain

ηϏϦΞ大学ʢ大学ؒڠఆʣ˞
University of Seville 	University Level Agreements


εϖΠϯ
Spain

ϫʔήχϯήϯ大学ಈ科学研究科
Graduate School 8ageningen Institute of Animal Sciences

Φϥϯμ
Netherlands

ϢτϨώτ大学 ڥੜ学研究ॴ
Utrecht University Institute of Environmental #iology

Φϥϯμ
Netherlands

˞ఆʣڠਓؒͷ҆શอো研究ॴʢ大学ؒ・ڥ࿈大学ࠃ
United Nations University Institute for 
Environment and Human Security 	University Level Agreements


υΠπ
Germany

Ξϧθϯνϯཱࠃೕەࢎ研究ॴ
Centro de Referencia para Lactobacilos

Ξϧθϯνϯ
Argentina

ςΩαε̖̱ ̢大学農学ੜ໋科学部
College of Agriculture and Life Sciences, TeYas A�. University

ΞϝϦΧ
U.S.A

ΧϦϑΥϧχΞ大学σʔϏεߍ農ڥ科学部
Colleges of Agricultural and Environmental  Sciences, University of 
California, Davis

ΞϝϦΧ
U.S.A

ήϧϑ大学農学部
University of Guelph, Ontario Agricultural College

Χφμ
Canada

த　ࠃ
China

εϖΠϯ
Spain

υΠπ
Germany

ΠϯυωγΞ
Indonesia

台　
Taiwan

ࠃ　ؖ
Korea

Φϥϯμ
Netherlands

Χφμ
Canada

όϯάϥσγϡ
#angladesh

Ξϧθϯνϯ
Argentina

ΞϝϦΧ
U.S.A
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ਐ ࿏ ঢ় گ ա̏ڈ STATUS of GRADUATE STUDENTS
	OVER THE PAST THREE YEARS


学部ଔۀੜ Graduates

大学院ʢത࢜՝ఔલ2ظͷ՝ఔʣमྃੜ Graduate School 	.aster Program


大学院ʢത࢜՝ఔ3ظޙͷ՝ఔʣमྃੜ Graduate School 	Doctoral Program


農林・水産・建設
Agriculture, Husbandry and Fisheries

食料品・飲料等
Food related industries

化学・石油製品
Chemical industries

その他製造業
Other industries

運輸・通信・公共事業
Transportation/Communication/Public works

金融・保険・不動産業
Finance/Insurance/Real estate

教育
Education

非営利団体
Non-Profit Organization

公務員
Civil service 

その他の業種
Other

進学
Going on to doctoral program

研究生等
Research student etc.

農林・水産・建設
Agriculture, Husbandry and Fisheries

食料品・飲料等
Food related industries

化学・石油製品
Chemical industries

その他製造業
Other industries

運輸・通信・公共事業
Transportation/Communication/Public works

金融・保険・不動産業
Finance/Insurance/Real estate

教育
Education

学術・開発研究機関
Research institutes

非営利団体
Non-Profit Organization

公務員
Civil service 

その他の業種
Other

進学
Going on to doctoral program

研究生等
Research student etc.

農林・水産・建設
Agriculture, Husbandry and Fisheries

食料品・飲料等
Food related industries

化学・石油製品
Chemical industries

その他製造業
Other industries

運輸・通信・公共事業
Transportation/Communication/Public works

金融・保険・不動産業
Finance/Insurance/Real estate

教育
Education

学術・開発研究機関
Research institutes

非営利団体
Non-Profit Organization

公務員
Civil service 

その他の業種
Other

研究員等
Research student etc.

6

1

3

3 6

1

4

3
1

修ྃ生
Number of graduates

2�

16

14

23

9

2

6 13
10

14

29

5

修ྃ生
Number of graduates

141

11

119

17
2

112

1
35

1

卒業生
Number of graduates

163

5

1

1
7

1

2

1

修ྃ生
Number of graduates

1�

11

19

12

14
4 4 6

16

10

29

5

修ྃ生
Number of graduates

130

119

15

8

1
1
1

4
1

4
2

卒業生
Number of graduates

156

1
1

1

6

1

2

2

1

修ྃ生
Number of graduates

15

17

10
4

7

9

3
1

6

11

15

19

1

修ྃ生
Number of graduates

103

121

6 34 14
2

33

卒業生
Number of graduates

147
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ྩ和3年3  ݄March, 2021

ྩ和3年3  ݄March, 2021

ྩ和4年3  ݄March, 2022

ྩ和3年3  ݄March, 2021 ྩ和4年3  ݄March, 2022

ྩ和4年3  ݄March, 2022

ྩ和5年3  ݄March, 2023

ྩ和5年3  ݄March, 2023

ྩ和5年3  ݄March, 2023
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৬員ʢ20234݄1ࡏݱʣ Sta⒎ 	as of 1st April, 2023


۠　
Categories

तڭ
Professors

।ڭत
Associate Professors

ॿڭ
Assistant Professors

ॿख
Research Associates

ಛ।ڭत ಛࢣߨ ಛॿڭ
ͦͷଞͷ৬һ

Administrative /
Technical Staff

ܭ
Total

Պɾֶڀݚ ෦
Graduate School / Faculty �� �� �� � � � � �� ���

ෟଐෳ߹ੜଶϑΟʔϧυڭҭڀݚηϯλʔ
Field Science Center � � � �� ��

ֶؗ
Tohoku University Agricultural Library � �

ܭ
Total

�� �� �� � � � � �� ���

۠　
Course

ೖֶఆһ
Student Quota

�次ݱһ
1st-year students

�次ݱһ
2nd-year students

�次ݱһ
3rd-year students

�次ݱһ
4th-year students

ܭ
Total

ੜੜ࢈ՊֶՊ
Applied Bio-Sciences

২ੜ໋Պֶίʔε
Plant Science �� �� �� �� ��

ֶࡁܦۀίʔε
Agricultural Economics �� � �� ��

ಈੜ໋Պֶίʔε
Animal Science �� �� ��̡ �ʳ ��̡ �ʳ

ւ༸ੜՊֶίʔε
Applied Marine Biology �̡ �ʳ ��̡ �ʳ ��̡ �ʳ ��̡ �ʳ ��̡ ��ʳ

Ԡ༻ੜԽֶՊ
Applied Biological Chemistry

ੜԽֶίʔε
Biochemistry �� �� �� �� ��

ੜ໋Խֶίʔε
Biological Chemistry ��̡ �ʳ �� ��̡ �ʳ ��̡ �ʳ

ֶՊະॴଐ
Others

���̡ �ʳ � ���̡ �ʳ

ܭ
Total

��� ���̡ �ʳ ���̡ �ʳ ���̡ �ʳ ���̡ �ʳ ���̡ ��ʳ

学　部
6ndergaduate students

学ੜʢ20234݄1ࡏݱʣ Students 	as of 1st April, 2023


۠　
Course

ೖֶఆһ
Student Quota

�次ݱһ
1st-year students

�次ݱһ
2nd-year students

ܭ
Total

ੜੜ࢈Պֶઐ߈
Agricultural Bioscience �� ��̡ ��ʳ ��̡ �ʳ ���̡ ��ʳ

ܳԽֶઐ߈
Agricultural Chemistry �� ��̡ �ʳ ��̡ �ʳ ��̡ �ʳ

߈ੜՊֶઐݯࢿ
Biological Resource Sicences �̡ �ʳ �̡ �ʳ

Ԡ༻ੜ໋Պֶઐ߈
Life Sciences � �

ੜۀ࢈Պֶઐ߈
Bioscience and Biotechnology for Future Bioindustries �̡ �ʳ �̡ �ʳ

ܭ
Total

��� ���̡ ��ʳ ���̡ ��ʳ ���̡ ��ʳ

大学院博士課程前期̎ 年の課程
Master's Program

۠　
Course

ೖֶఆһ
Student Quota

�次ݱһ
1st-year students

�次ݱһ
2nd-year students

�次ݱһ
3rd-year students

ܭ
Total

ੜੜ࢈Պֶઐ߈
Agricultural Bioscience �� ��̡ �ʳ ��̡ �ʳ ��̡ ��ʳ

ܳԽֶઐ߈
Agricultural Chemistry �� �̡ �ʳ �̡ �ʳ ��̡ �ʳ

߈ੜՊֶઐݯࢿ
Biological Resource Sicences �̡ �ʳ ��̡ �ʳ ��̡ �ʳ

Ԡ༻ੜ໋Պֶઐ߈
Life Sciences �̡ �ʳ ��̡ �ʳ ��̡ �ʳ

ੜۀ࢈Պֶઐ߈
Bioscience and Biotechnology for Future Bioindustries �̡ �ʳ ��̡ �ʳ ��̡ �ʳ

ܭ
Total

�� ��̡ �ʳ ��̡ ��ʳ ��̡ ��ʳ ���̡ ��ʳ

大学院博士課程後期̏ 年の課程
Doctoral Program

৬ һ ٴ ͼ ֶ ੜ  FACULTY DE.OGRAPHICS

ʲ　 はr֎国人留学生を示し、内数である。
ʲ　  r indicates the number of international students included in counts.
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■施設位置図

大学院農学研究科・農学部（仙台地区）
動物研究棟
附属複合生態フィールド教育研究センター
複合生態フィールド制御部

附属複合生態フィールド教育研究センター
複合陸域生産システム部（川渡地区）

附属複合生態フィールド教育研究センター
複合水域生産システム部（女川地区）

〒 986-2242 宮城県牡鹿郡女川町小乗浜字向 3-1
TEL（0225）53-2436

〒 989-6711 宮城県大崎市鳴子温泉字蓬田 232-3
TEL（0229）84-7311

農学研究科および附属施設の位置図

■仙 台 地 区

川渡地区

仙台地区

女川地区

http://www.agri.tohoku.ac.jp/jp/access/amap/index.html

●交通案内

▼地下鉄
地下鉄仙台駅から地下鉄東西線「八木山動物公園行」に乗車し、
「青葉山駅」下車後、南 1出口よりキャンパスモールを西側に
約 400m。

青葉山新キャンパス

青葉山地区 川内地区

星陵地区

仙台駅

広瀬通駅

勾当台公園駅

北四番丁駅

北仙台駅

北仙台駅

仙
台
駅

広瀬通り

青葉通り

県庁
市
役
所

国道 48 号線
至山形

至古川

片平地区

五橋駅

至東京

広瀬川

青葉山駅

川内駅
国際

センター駅

愛宕駅

青葉山地区 川内地区

星陵地区

仙台駅

広瀬通駅

勾当台公園駅

北四番丁駅

北仙台駅

北仙台駅

広瀬通り

青葉通り

県庁
市
役
所

国道 48 号線

片平地区

五橋駅

青葉山駅

川内駅
国際

センター駅

愛宕駅

〒 980-0845 仙台市青葉区荒巻字青葉 468-1
TEL（022）757-4003

大町大町
西公園駅西公園駅 青葉通青葉通

一番町駅一番町駅

ઋ

Ӻ

Sendai Sta.

ܗࢁࢸ
for Yamagata

ݹࢸ
for Furukawa

ژ東ࢸ
for Tokyo

広
Hirose river

青葉ࢁ区
Aobayama Campus

区
Kawauchi Campus

ྕ区
Seiryo Campus

ઋӺ
Sendai Sta.

௨Ӻ
Hirosedori Sta.

ޯެԂӺ
Koutoudaikouen Sta.

北࢛൪ஸӺ
Kita-yobancho Sta.

北ઋӺ
Kita-sendai Sta.

北ઋӺ
Kita-sendai Sta.

広௨Γ
Hirose Ave.

青葉௨Γ
Aoba Ave.

ிݝ
Prefectural O⒏ce市ॴ

City O⒏ce

ಓ48߸ઢࠃ
Route 48

ยฏ区
Katahira Campus

Ӻڮޒ
Itsutsubashi Sta.

੨༿ࢁӺ
Aobayama Sta.

Ӻ
Kawauchi Sta.

国ࡍηϯλʔӺ
International Center Sta.

ѪౠڮӺ
Atagobashi Sta.

大ொެԂӺ
Omachi Nishi-koen Sta. ੨༿௨Ұ൪ொӺ

Aoba-dori Ichibancho Sta.

੨༿ࢁ৽Ωϟϯύε
"PCBZBNB�NFX�$BNQVT
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■施設位置図

大学院農学研究科・農学部（仙台地区）
動物研究棟
附属複合生態フィールド教育研究センター
複合生態フィールド制御部

附属複合生態フィールド教育研究センター
複合陸域生産システム部（川渡地区）

附属複合生態フィールド教育研究センター
複合水域生産システム部（女川地区）

〒 986-2242 宮城県牡鹿郡女川町小乗浜字向 3-1
TEL（0225）53-2436

〒 989-6711 宮城県大崎市鳴子温泉字蓬田 232-3
TEL（0229）84-7311

農学研究科および附属施設の位置図

■仙 台 地 区

川渡地区

仙台地区

女川地区

http://www.agri.tohoku.ac.jp/jp/access/amap/index.html

●交通案内

▼地下鉄
地下鉄仙台駅から地下鉄東西線「八木山動物公園行」に乗車し、
「青葉山駅」下車後、南 1出口よりキャンパスモールを西側に
約 400m。

青葉山新キャンパス

青葉山地区 川内地区

星陵地区

仙台駅

広瀬通駅

勾当台公園駅

北四番丁駅

北仙台駅

北仙台駅

仙
台
駅

広瀬通り

青葉通り

県庁
市
役
所

国道 48 号線
至山形

至古川

片平地区

五橋駅

至東京

広瀬川

青葉山駅

川内駅
国際

センター駅

愛宕駅

青葉山地区 川内地区

星陵地区

仙台駅

広瀬通駅

勾当台公園駅

北四番丁駅

北仙台駅

北仙台駅

広瀬通り

青葉通り

県庁
市
役
所

国道 48 号線

片平地区

五橋駅

青葉山駅

川内駅
国際

センター駅

愛宕駅

〒 980-0845 仙台市青葉区荒巻字青葉 468-1
TEL（022）757-4003

大町大町
西公園駅西公園駅 青葉通青葉通

一番町駅一番町駅

大学院農学研究科・農学部ʢ仙台区ʣ
ෟଐෳ߹ੜଶϑΟʔϧυڭҭ研究ηϯλʔ
ෳ߹ੜଶϑΟʔϧυ੍ޚ部

〒980-8572 仙台市青葉区荒巻字青葉468-1
TELʢ022ʣ757-4003

Graduate School of Agricultural Science,
Faculty of Agriculture Tohoku University

Integrated Field Control Station

468-1 Aramaki Aza Aoba, Aoba-ku, Sendai
980-8572, JAPAN
TEL 	022
757-4003

ෟଐෳ߹ੜଶϑΟʔϧυڭҭ研究ηϯλʔ
ෳ߹Ҭੜ࢈γεςϜ部ʢ区ʣ
Թઘ字๗ా232-3ࢠ大࡚市໐ݝٶ 989-6711〒
TELʢ0229ʣ84-7312

Field Science Center 	Kawatabi

232-3, Yomogida, Narukoonsen, Osaki, .iyagi
989-6711, JAPAN
TEL 	0229
84-7312

ෟଐෳ߹ੜଶϑΟʔϧυڭҭ研究ηϯλʔ
ෳ߹ਫҬੜ࢈γεςϜ部ʢঁ区ʣ
ொখ2ஸ10-1ঁ܊Դࣛݝٶ 986-2248〒
TELʢ0225ʣ53-2436

Field Science Center 	Onagawa

2-10-1, Konori, Onagawa-cho, Oshika-gun, .iyagi
986-2248, JAPAN
TEL 	0225
53-2436

Kawatabi Area

Onagawa Area

Sendai Area

˙ަ௨Ҋ
Լమ
Լమ仙台Ӻ͔ΒԼమ東
ઢʮീࢁಈެԂ行ʯʹ 
ं͠ɺʮ青葉ࢁӺʯԼंޙɺೆ
1ग़ޱΑΓΩϟϯύεϞʔϧΛ
ଆʹ400mɻ

˙ADDFTT GSPN +R ɹɹ
ɹSFOEBJ SUBUJPO
ɹSVCXBZ�
Get on Sendai City 
Subway Tozai Line bound 
for Yagiyama-;oological
Park Sta., ride for 9 
minutes to Aobayama 
Sta., then walk
about 400m west ward 
after eYiting the station 
	SOUTH 1
.

http://www.agri.tohoku.ac.jp/jp/access/amap/index.html
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੨༿ࢁ৽Ωϟϯύε Aobayama Campus

Ӻ ࢸ
for Kawauchi Sta.

N

集ੵΤϨΫτϩχΫεࡍࠃ
研究։発ηϯλʔ
Center for Innovative Integrated
Electronic Systems

ΤωϧΪʔ
ηϯλʔ౩
Energy Center

ಈ研究౩
Animal Research Facility
for Agricultural Science

青葉ࢁίϞϯζ
Aobayama Commons

Լమ東ઢ
青葉ࢁӺ
Subway Tozai Line
Aobayama Sta.

২࣮ݧϑΟʔϧυ
EYperimental Fields
for Plants

ະདྷٕۀ࢈ज़
ಉ研究ؗڞ
New Industry
Creation Hatchery
Center

ϨδϦΤϯτࣾ会ߏங
Πϊϕʔγϣϯηϯλʔ
Innovation Center for Creation
of a Resilient Society

ϚςϦΞϧ・
Πϊϕʔγϣϯ・

ηϯλʔ
.aterial

Innovation Center

ϨΞϝλϧ૯߹౩
Laboratory for Rare .etal Research

ࢁീ ࢸ
ಈެԂӺ
for Yagiyama
;oological Park Sta.

科学研究科ڥ
ຊؗ

Graduate School of
Environmental Studies

青葉ࢁίϞϯζ
Aobayama Commons

ΩϟϯύεϞʔϧ
Campus .all

ϢχόʔγςΟ・ϋε
青葉ࢁ
University House Aobayama

研究ॴ౩ࡍࠃ科学ࡂ
International Research Institute

for Disaster Science
農学ܥ
૯߹研究౩
Agricultural Research and
Administration Facility

農学ܥ૯߹研究౩
Agricultural Research and
Administration Facility

ࣨࣄ
研究ࣨ
学ੜ࣮ࣨݧ
২ڥԠ࣮ࢪݧઃ
ࣨڸඍݦࢠి
์ࣹੑಉҐݩૉ࣮ࢪݧઃ
大ثػܕੳࣨ

ෟଐਤॻؗ農学ؗ
ϥʔχϯά・ίϞϯζ
ࣨٛߨ
ްੜࢪઃ

青葉ࢁΈͲΓ
ްੜ会ؗ
Aobayama .idori
8elfare Facilities

農学系総合研究౩
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農学部学士課程
東北大学農学部では、次に掲げる目標を達成した学生に学

士の学位を授与する。①食料・健康・環境に関する広範な知識
と技術を理解・習得し、豊かな農学的思考と教養に基づく幅広

い視野を持ち、社会に貢献できる能力を有している②グローバル
社会において、指導的・中核的役割を果たす自覚と展望を持つ
とともに、そのための基礎能力を備えている

大学院農学研究科博士課程　前期2年の課程
東北大学大学院農学研究科では、次に掲げる目標を達成した

学生に修士の学位を授与する。①食料・健康・環境に関する高
度な専門的知識と学識を備え、バイオサイエンス、バイオテクノロジー
などの先端技術を活用し、専攻分野において独創的な農学研究

を行う能力を有している②社会的及び学問的ニーズを踏まえつ
つ常に高い目的意識と責任をもって、社会の発展に貢献すること
ができる③新しい生物産業の創成を国際的な視野から発信でき
る

大学院農学研究科博士課程　後期3年の課程
博士課程後期3年の課程では、農学に関連する幅広い学術

研究機関の研究者、各種農学関連団体や民間企業の研究者・
高度専門職業人として活躍できる人の養成を目指しています。
このため、次に掲げる目標を達成した学生に博士の学位を授与
します。①食料、健康、環境に関する高度な専門的知識と学識
を備え、バイオサイエンス、バイオテクノロジーなどの先端技術を

活用でき、専攻分野において自立して独創的な農学研究を行う
卓越した能力を有している。②社会的及び学問的ニーズを踏ま
えつつ、常に高い目的意識と責任をもって、社会の発展に貢献
することができる。③国際的視野と高度なコミュニケーション能
力を有し、新しい農林水産業及び生物産業の創成を世界的水
準で先導的に推進できる。

農学部学士課程
東北大学農学部では、ディプロマ・ポリシーで示した目標を学

生が達成できるよう、以下の方針に基づき教育課程を編成・実施
します。
1. 教育課程の編成の方針

①人類の生存基盤である食料、健康、環境に関する基盤的
知識を習得させる専門教育科目と幅広い知識や素養を育
成する全学教育科目を有機的に連関させたカリキュラムを
提供します。

②自律的・能動的な学習能力と国際的視野を持って活躍でき
る能力を育成するための、実践的な実習および研究遂行カ
リキュラムを提供します。

③シラバスに基づく授業、厳格な学修成果・成績評価、自己
評価、授業評価アンケートのサイクルを教育改善に活用し
ます。

2. 教育・学習方法に関する方針
①生物の本質を究明する独創的かつ萌芽的な基礎研究を推

進し、それを発展させるための実習、卒業研修を設定します。

②グローバル社会において、指導的・中核的役割を果たす学
生を育成するために、英語教育および留学生との共修授業
を行います。

③卒業時に到達すべき学習目標を各自が設定できるように、
履修内容を明記したシラバスを提供し、各科目の関係を可
視化したカリキュラムマップを策定します。

④教育方法の開発と教育システムの整備を不断に進めます。
3. 学修成果の評価の方針

①各科目の成績評価は、出席状況、定期試験及びレポート
等のシラバスに記載の成績評価方法により、学生便覧に
記載の到達度を確認できる成績評価区分に基づいて成績
を評価します。

②実習、卒業研修は、農学の理解を促進させる実践型教育
を通じて、学生の自律的・能動的学習力を育成・評価し、卒
業論文では、これまでの学習で培った専門分野の知識と研
究能力及び自身の研究内容を説明できる能力を評価します。

はじめに ....................................................................................................... 5
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 ɾ۠ঁ ۠ Kawatabi Area & Onagawa Area

・仙台ݹࢸ
to Furukawa/Sendai

৽ঙࢸ
to Shinjyo

荒༤
Arao river

荒༤ބ

໐ࢠμϜ

Ӌ東ઢ
Rikuu-Tosen Line

ಓ108߸ઢࠃ
Route 108

ळాࢸ
to Akita

ηϯλʔࢁ区
FSC .ukaiyama region

ηϯλʔ北ࢁ区
FSC Kitayama region

ԹઘӺ
Kawatabi-onsen Sta.

໐ޚࢠ఼౬Ӻ
Naruko-gotenyu Sta.

໐ࢠԹઘӺ
Naruko-onsen Sta.

ಓ47߸ઢࠃ
Route 47

ಓ398߸ઢࠃ
Route 398 ঁߓ

Onagawa Port

ঁӺ
Onagawa Sta.

˙ަ௨Ҋ
మಓ

仙台ӺΑΓJR仙ੴઢͰੴ巻ӺԼं
ੴ巻ӺΑΓJRੴ巻ઢʢঁํ໘ʣͰঁӺԼं
ెา25ʙηϯλʔ
仙台ӺΑΓJR東北ຊઢͰখాڇӺԼं
খాڇӺΑΓJRੴ巻ઢʢঁํ໘ʣͰঁӺԼं
ెา25ʙηϯλʔ

ࣗಈं
東北ࣗಈंಓ仙台ೆICʙ仙台ೆ部・東部・ࡾࣗಈंಓੴ巻ঁICʙ
ಓ41߸ઢʙηϯλʔʢ70ʣݝಓ398߸ઢʙࠃಓ234߸ઢʙݝಓ398߸ઢʙࠃ

ෟଐෳ߹ੜଶϑΟʔϧυ
ηϯλʔڀݚҭڭ
ෳ߹Ҭੜ࢈γεςϜ෦
Integrated Terrestrial Field Station

NN

˙ަ௨Ҋ
మಓ

東北৽װઢݹӺ͔Β
JRӋ東ઢʮ໐ࢠԹઘ
行͖ʯͰʮԹઘӺʯ
Լंɻె า30

ࣗಈं
東北ࣗಈंಓʮݹICʯ
͔Βࠃಓ47߸ઢΛ໐
Թઘํ໘40ࢠ

ෟଐෳ߹ੜଶϑΟʔϧυ
ηϯλʔڀݚҭڭ
ෳ߹ਫҬੜ࢈γεςϜ෦
Integrated .arine Field Station

˙ACCESS
#y Railway

From Furukawa-station, take a JR-Rikuutousen 
bound for Naruko-Onsen, and get o⒎ at 
Kawatabi-Onsen-Station. 8alk for 30 minutes.

#y Car
Drive 40 min through National Route 47 to the 
Naruko-Onsen from furukawa Interchange of 
Tohoku EYpressway.

˙ACCESS
#y Railway

From Sendai-station, take a JR- Senseki Line, and get o⒎ at Ishinomaki-Station. 
From Ishinomaki-station, take a JR Ishinomaki Line for Onagawa, and get o⒎ at Onagawa -Station. 
8alk for 25 minutes.
From Sendai-station, take a JR East Tohoku .ain Line, and get o⒎ at Kogota-Station.
From Kogota -station, take a JR Ishinomaki Line for Onagawa, and get o⒎ at Onagawa -Station. 
8alk for 25 minutes.
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